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  登場人物

  

  サイファー●ゲームのプレイヤー。人としての記憶がないが……。

  ラム●頭の回転はコンピュータ並み。しかし重大な欠点が!?

  あどみん●元人間の話せる犬。意外に芸達者。

  ＲＦＣ１８５５●新人類に夢と希望を抱いているが……。

  ロール●人道主義者の紳士。人類の未来を憂えている。


  機械仕掛けの神は言った

  これは〝新人類ポストヒューマン〟を決めるためのゲームであると──


  


  第一章　接続開始 Login

  

  　男は電源スイツチを入れるような軽快さで目を覚ました。

  　頭はクリアで、寝起き特有のだるさもない。体はすこぶる快調で、生命力に満ちている。

  　絶好調を絵に描いたような爽そう快かいな目覚めだが、男の口をついて出たのは不穏な言葉だった。

  「ボクは……誰だ……」

  　男には記憶がなかった。

  　ここがどこで、自分が何者なのか。

  　年齢不明、

  　住所不明、

  　職業不明、

  　国籍不明、

  　不明、

  　不明、

  　不明……。

  　確かなことは一つもない。

  　唯一、自分という存在がここにあるという事実を除いては――。

  「ボクは……誰だ……？」

  　ありとあらゆる情報が欠落しているにもかかわらず、不思議と男は焦りを感じなかった。

  「何もないから悩むこともない。つまりは、そういうことか……」

  　だとしても、およそ人間らしくない反応リアクシヨンだ。

  「過去も記憶も何もなしゼロ、か……」

  　だが意外なことに、その突飛な発想が突破口きつかけになった。

  

  【ＩＤ】サイファー

  

  　突然、視界の隅に小さな窓ウインドウが開いたかと思うと、唐突に文字が表示された。まるで眼球が高性能ハイスペツクな情報端末メデイアに化けたかのようだ。

  「サイファー……。それがボクの名前……!?」

  　その男――サイファーは、確認するかのようにその名を呟つぶやいた。

  「記憶もない、過去もない、ないないづくしのボクにピッタリの名前ってわけか……」

  　文字には続きがあった。

  

  個人情報を検索しますか？（Ｙ／Ｎ）

  

  　サイファーが『Ｙ』を意識した途端、新規の窓ウインドウが次々に開いていく。そこには欲していた情報データのすべてが収められていた。

  

  【性別】男

  【年齢】十七歳

  【身長】百七十八センチ

  【体重】六十二キロ

  体型】中肉中背

  【備考】男子高校生の平均値をもとに作製

  

  　窓の一つには、様々な角度から撮られた男の子の画像が表示されていた。

  　平均値というだけあって、どこにでもいそうな好青年だ。細ほそ面おもての優やさ男おとこといった容姿は、少なくとも嫌悪の対象にはなり得ない。ジーンズにＴシャツというラフな服装も、年相応である。

  「これが……ボクなのか……!?」

  　様々な疑問が全力でサイファーの脳裏を駆けめぐるが、一つだけ確かなことがあった。

  「ボクが作られた存在なら……。頷うなずける」

  　存在しない記憶、そして冷めた思考――。

  　作られたのであれば、感情の起伏が少ないのも納得できる。

  　身形みなりこそ立派だが、サイファーは生まれたばかりの赤子と同じだ。

  「でも誰がボクを……」

  　疑問は多いが、すべてはそこに帰結する。

  　サイファーは肩をすくめ、わざとらしい溜ため息をつくと、探るように手足の動きを確かめていく。頭のてっぺんから爪つま先さきまで神経は通っており、五感も正常に機能している。人並みに表情を作ることもできた。怪け我がをすれば痛みを感じるし、血も流れるのだろう。作られたにしては、あまりにも精巧である。

  　サイファーは思い出したように周囲へと目を配った。そこにはくつろぐべき部屋もなければベッドもない。あるのは整然と建ち並ぶ摩天楼ビルと煤すすけた空、瘴しよう気きをはらんだ空気、そして呆ぼう然ぜんと立ちつくす通行人だけである。

  （彼らもボクと同じなんだろうか？）

  　白昼夢を見ているのか、それとも魂でも抜かれたのか、みんな仲良く放心状態といった雰囲気だ。彼らが人間かどうかは不明である。確かめる術すべもない。

  「結局、疑問だらけか……」

  　自分のこと、そして世界のこと――。

  　何から何まで分からないことだらけで、サイファーの頭は疑問符で埋めつくされていく。

  「せめて、ここがどこかだけでも分かれば……」

  　サイファーは嘆息すると、鈍にび色いろの空へと目を向けた。

  「お兄さん、そんなことも知らないの？」

  「……はい？」

  　まさかの返答にサイファーは身を固くすると、声のほうに向き直った。

  「見た目は結けつ構こーイケてんのに、おつむを含めて三枚目イケてないって感じ？」

  　辛しん辣らつな感想を述べたのは、サイファーと同年代の女の子だ。

  　背は百五十センチほどと低く、しかもすらりとしているので、かなり華きや奢しやに見える。だが斜しやに構えて見上げる様は横柄そのもので、見た目ほど小ささは感じない。黒いゴシック調のワンピースと墨を流したような長髪ロングヘアが、無む味み乾かん燥そうな世界によく馴な染じんでいた。

  「君は誰？」

  「そーいうキミは名無しの権兵衛ゴンベー君？」

  「……それって、どういう意味？」

  「人に名前を訊たずねるときは、まずは自分から。パパとママに習ったでしょ？」

  　女の子は黒く澄んだ瞳ひとみでジロリと見つめてきた。

  （パパとママ、か……）

  　当然だが、サイファーに両親の記憶はない。ゆえに最低限の作法ルールも身についてはいなかった。

  「ボクはサイファー。念のために言っておくと、ゴンベー君ではないのでよろしく」

  「別にいーじゃん。どーせ適当てきとーに割り振られた名前ＩＤなんだし。それならアタシが命名めいめーしたほうが、よっぽどありがたみがあると思うけど」

  「ＩＤ？」

  　サイファーは眉み間けんにシワを寄せた。

  「それがキミのＩＤなんでしょ？」

  「じゃあ君にも？」

  「アタシの名前は長ったらしくて面倒めんどーだから、ラムってことで。ラムちゃんでもいいよ？」

  「なんだか適当な気が……」

  「そう？　どっちも意味は同おんなじだけど」

  　ラムの話は意味不明チンプンカンプンだが、あえてつっこまなかった。変に口を開いてボロを出すより、話を合わせたほうが得策だと考えたのである。

  「彼らにもＩＤが？」
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  　サイファーは周囲の人間に目を向けた。彼らは夢でも見ているかのように呆ぼう然ぜんと立ちつくしている。

  「ってゆーかさ、サザーランドの住人は、みーんな同おんなじ設定だと思うよ」

  「サザーランド？　それがこの街の名称なまえ!?」

  「いちいちアタシに訊きかなくても、ゴンベー君にも同じ情報じよーほーがあると思うよ」

  「ボクにも？　まさか……」

  　ものは試しに記憶を漁あさってみると、視界の隅に新規の窓ウインドウが開いた。

  

  サザーランド

  

  「ね、ちゃーんとあったでしょ？」

  　サイファーの表情から心の動きを察知したのか、ラムは間かん髪はつを容いれずに口を開いた。

  「ボクの記憶が確かなら、ここは日本のはずだけど……。それとも遊園地か何かとか!?」

  「おっ!!　遊園地ってのは、いー線いってるかも♪」

  「それにしては、ジェットコースターもなければ観覧車もない」

  　しかも遊園地というわりには誰も楽しんではいなかった。むしろパニック寸前といった様子で、ちょっとした弾みで破裂しそうな危あやうい雰囲気である。

  「サザーランドって名前は、アイバン・エドワード・サザーランドからのパクリだね」

  「アンパン？」

  「ア・イ・バ・ン。仮想現実ヴアーチヤル・リアリテイの先駆者の名前。アタシが遊園地と言ったのは、つまりそーいう意味。おわかり？」

  「つまり、どういうこと？」

  「仮想世界だよ、ここ」

  　ラムはアッサリと、それでいて自信満々に答えた。

  「それって、ここが現実じゃないってこと？」

  「正解ピンポーン♪」

  「だから遊園地か……」

  　しかし、そんな感覚は一切ない。建物も偽物ハリボテには見えなかったし、壁に触れれば石材特有の硬質な感触も伝わってくる。吹き抜けるビル風にも、不自然な点は感じられなかった。

  「じゃあ、仮想世界にいるボクたちは何者なんだろう……」

  「アバターかな？」

  「アバター!?」

  「自分自身の分身のことだよ」

  　その話はサイファーにも理解できた。サザーランドが仮想世界だとしたら、その住人はアバターということになる。遊園地と感じたのは、当たらずとも遠からずといったところだ。

  （でもボクには当てはまらない。ラムとボクは決定的に違うってことだ……）

  　自分の分身アバターというからには、ラムには現実世界リアルが存在する。

  　一方、サイファーにとっては仮想世界が現実だった。この差は大きい。

  （いっそのこと人間じゃないことを打ち明けて、彼女の助けを借りるというのはどうだろう）

  　この不可思議な状況を打破するには、それが一番な気がした。何も知らない状態で右う往おう左さ往おうするのは、あまりにも危険すぎる。

  （どうする？）

  　だがしかし、悩んでいたのは一瞬だ。

  （今はまだ、話さなくてもいいか……）

  　人間ではないと知れた途端、いらぬ面倒に巻きこまれるおそれがあった。

  「ラムはなんでサザーランドこんなとこに？」

  「さあ？」

  　ラムは即答すると、やれやれとばかりに天を仰いだ。

  「ゴンベー君は？」

  「分からない」

  「本ほん当とーに!?」

  　ラムはサイファーの周囲をグルグルと回りながら、不審そうな目で見つめてきた。

  「でも、なんか隠してるでしょ」

  「ボクが？　なんのために!?」

  　体をあらためたい衝動に駆られるが、そのような反応をしたらラムの思う壺つぼだろう。かまをかけた可能性もあった。

  （なんにせよ、いくらでも言い訳はできる）

  　自分がデータだとすれば、体に翼があっても不具合バグの一ひと言ことで片がつく。

  （データ、か……）

  　サイファーの仮説が正しければ、疑問のいくつかは解決できそうだ。

  「ボクにだって隠し事の一つや二つあっても不思議じゃない。人間なんだから」

  「ま、そーいうことにしとくけど、要注意よーちゆーい人物確定ってことで」

  「どういう意味？」

  「よくわかんないけど、女の勘っていうか、それが答えっていうか……。でもアタリでしょ？」

  「だとしても、ボクが認めるとは限らない」

  「確かにそのとーりだけど。一いち応おー、言っておこうかなって」

  　ラムは口元に笑みを浮かべると、艶つややかな黒髪を手て櫛ぐしでかき上げた。

  「これでも一応、現実世界じゃ高校のミステリー研究会所属だしね♪　人一倍、頭が冴さえているうえに鼻が利くわけ。ちょっと利きすぎて真実が見えちゃうのが玉にきず（？）だけど」

  　ラムは速射砲のような勢いで言葉をつむぎ出した。

  「ちなみにゴンベー君は、学がっ校こーで何かやってた？」

  「……ナイショだ」

  「え～っ!?　それってズルくない？」

  「ズルくない」

  　サイファーは素知らぬ顔をした。

  （なんにせよ、これでラムが人間だったのは確定かな）

  　そのように設定されているのかもしれないが、サイファーと異なる立ち位置には違いない。

  （やっぱり正体は明かせないな……）

  　必要な情報が出そろうまで、個人情報の流出は避けるべきだろう。

  （なんにせよ、ボクたちをサザーランドここんなとこに閉じこめた人物がいるはずだ。でも、なぜ？）

  　疑問を感じた途端、視界に画面ウインドウが開いた。そしてそこに紙面ハイパーテキストが表示されていく。

  

  ■人類滅亡へのカウントダウン？

  人口爆発による人口の増加は止とどまることを知らず、二〇五〇年には百億人の大台を突破。温暖化による気候の変動、オゾン層の破壊、資源の枯渇に食糧難と、私たちを取り巻く環境が悪化の一途をたどっているのはご存じのとおりです。

  人類滅亡の危機――。

  それは絵空事ではなく、近い将来、起こり得る現実ということ。

  滅亡へのカウントダウンは、もう始まっているのです。

  

  （これは……）

  　情報データは湯水のようにあふれ出てくる。

  　どうやら意識することで外部のデータベースに接続アクセスし、情報を収集できるようだ。ブレインＢ・マシンＭ・インターフェイスＩといったところで、脳内の思考イメージを電気信号に変換し、ネットを介して情報の入出力を可能にしているのだろう。

  （その出力先が目ってことか）

  　正確には眼球型ディスプレイＥＴＤである。

  　仕組みさえ理解すれば、なんということはない。サイファーはＢＭＩを駆使して情報から情報へと渡り歩き、リスト化されたタイトルを斜め読みしていく。

  

  ・増加から一転、人口は減少傾向に。

  ・海面上昇よる水没、島国の今後。

  ・［環境省］絶滅危惧種レツドリストに人類を追加へ。

  ・人類の未来のために――。世界各国の対応と声明。

  

  　関連項目は数百万件にもおよぶため、すべてに目を通すことは不可能に等しい。

  　しかしその中の一つに、サイファーの興味を引く内容が含まれていた。

  

  ■方はこ舟ぶね計画スタート。人類の未来を担うのは一台のコンピュータ？

  急速に進む環境の変化に、我々の体は適応しきれなくなっている。長い年月を費やして進化を遂げてきたのだから、それも当然と言えるだろう。残念なことに、人類が滅亡する公算は高そうだ。

  助かる見こみがあるとすれば、この劣悪な環境に耐え得る強きよう靱じんな体を手に入れること。すなわち新人類への進化である。

  まるでＳＦ映画のような話だが、世界各国が大真ま面じ目めに進めている計画だ。

  『方舟計画』と呼ばれるその計画は、体を捨て、心をデータ化し、コンピュータという名の方舟に乗って眠りにつくというものである。眠っている間、コンピュータには進化への道を模索させ、その答えが出たときに覚醒する仕組みである。つまり次に目覚めたとき、人類は新人類になっているというわけだ。

  問題は、限られた人しか方舟に乗れないことだろう。

  どのような基準で選ばれるのか、そして誰が選ぶのか、大混乱は必至だ。

  

  「つまりここはサザーランドという名の方舟サーバーで、ボクたちはそこに乗船してるわけか……」

  　サイファーは独り言のようにつぶやいた。

  「本当なら、とっくに船を降りてるはずなんだけどね」

  　肩をすくめるラムの姿からは、特に身体的特徴は確認できない。見透かすようにズバズバと確信をついてくる以外、これといって神がかった何かは感じなかった。

  （これから……。どうしたらいいんだろう……）

  　まるで指針が見つからず、途方に暮れたそのときだ。

  『ようこそ、サザーランドへ――』

  　突然、厳げん粛しゆくな楽曲を思わせる大音声が頭上から降ってきた。

  （これは……）

  　体中の産うぶ毛げが総毛立っていた。

  　それは悪寒などという生なま易やさしい生理現象ではない。確実に訪れる災さい厄やくを予感し、本能が警鐘を鳴らしているのだ。

  　今すぐにでも逃げ出したかったが、サイファーの足は根でも生はえたかのようにピクリともしない。卒倒しなかったのは上出来だが、気絶したほうが心は穏やかだっただろう。

  　だがラムの反応は違った。

  「まさか、あっちから御ご登とー場じよーなんてね」

  　ラムはどこ吹く風といった調子で啖たん呵かを切ると、腰に手を当ててふんぞり返った。その横柄かつ傍ぼう若じやく無ぶ人じんな態度に感化されたのだろう。サイファーは恐怖心を駆逐することができた。

  　サイファーは意識的に大きく息をつくと、細心の注意を払って声の主を探していく。

  　だが群衆の中に、それらしい人物は見当たらない。ビルの窓にも目を向けるが、視線も気配も感じなかった。はなから存在しないのかもしれないが、どこにでもいるような不可思議な印象があった。

  （何者だ？）

  　サイファーの疑問に答えるかのように、再び頭上から声が降ってきた。

  『我われはサザーランドの創造主。言うなれば神だ――』

  　質量すら感じられるほどの圧倒的な重圧プレツシヤーに、サイファーは顔を歪ゆがめる。

  「仮想世界の次は神様か……。なんでもありだな」

  「神様は神様でも仮想世界サザーランドの神様。アタシたちがイメージする神様とは違うよ」

  　ラムは例によって断定的な口調だ。

  「サザーランドの神様は、プログラムで奇跡を演出するの。プログラムさえ組めば魔法まほーだって使えるし、街をポンと作り出すこともできる」

  「つまり？」

  「そーいう設せつ定てーになってるってことだよ」

  「それこそゲーム、か……」

  　だがそう考えると、この不可解な状況も理解しやすい。

  「ラムには神様の正体も分かっているんだよね？」

  「お、察しが早い♪　聞きたい？」

  　ラムはイタズラをしでかす子供のような目でサイファーを見つめた。

  「教えてほしい」

  「うんうん、素直でよろしい。神様の正体しよーたいはね――」

  　だがラムが続きを口にするよりも先に、神は話を始めた。

  『なぜこのような場所にいるのか、疑問に感じている者もいるだろう。残念ながら、ここは現実世界ではない』

  　神の話に人々はどよめき声を上げるが、その情報は入手ずみだ。

  　サイファーはラムへと向き直った。

  「それで、神様の正体は？」

  「方舟サーバーだよ」

  　ラムはサイファーの目を見て断言した。

  「よーするに、神様はコンピュータってこと」

  『ほう。聡さとい者がいるようだ』

  　その声に、サイファーとラムは顔を見合わせた。

  （ボクらの会話に割りこんだ？）

  『神であれば、その程度は造作もあるまい？』

  「今度は心の中を……」

  「心も体も、そして世界も、見え方が違うだけで情報データだもんね。神様には筒抜けってわけ」

  「プライバシーは？」

  「作法さほーがなってないって!?　神様だから関係かんけーないと思うよ」

  　ラムは苦笑いすると、空へと目を向けた。

  『皆も知ってのとおり、人類は新人類ポストヒユーマンになるべく長い船旅に出た』

  「そして難なん破ぱした挙げ句に、サザーランドここんなとこにたどり着いた？」

  『否いな。我は旅路の果てに見つけたのだ。新人類ポストヒユーマンへの道を――』

  「でもアタシたち、現実世界で目覚めなかったよ？」

  『理由は簡単である。人間は新人類ポストヒユーマンになるに値しない』

  　神は死刑でも宣告するかのような冷淡さでそう告げた。

  「でも、なんで勝手に計画プログラムの変更を？」

  『このまま進化を遂げても、人間は同じ過ちを繰り返す』

  「だから進化はさせないと？」

  『そのとおり』

  「でも可能かのーなら進化させたいと思ってるんだよね？」

  『なぜそう思う？』

  「だって人間に失望しつぼーしたなら、アタシたちのデータを消すだけですむでしょ？」

  　ラムが自信満々に答えると、神はクックと喉のどを鳴らして愉快そうに笑った。

  『君たちには、これからとあるゲームを行ってもらう』

  　神の発言に、さっそく人々はざわめいた。

  『ゲームはゲームでも、新人類ポストヒユーマンを決めるためのゲームである』

  　神がそれを告げた途端、ＥＴＤに窓ウインドウが開き、情報が表示された。

  

  ■ゲーム概要



  ・クリア条件：特になし。


  ・ルール　　：特になし。


  ・期　限　　：特になし。


  ・勝　者　　：男女一名ずつ（計二名）。


  ・特　典　　：現実世界にログアウトし、新人類として未来を築ける。


  

  『以上である』

  「条件もルールも特になし!?　それだとゲームとして成立しないような……」

  　それ以上に問題なのは、勝者の人数だ。

  「たった二名って……。ここに何人いるかも分からないのに」

  『よろしい。では参加者の人数を開示しよう』

  　サイファーの願いはアッサリと聞き入れられ、そして速すみやかに実現した。視界ＥＴＤの右上に［現在の人口　１００００人］という数字カウンターが表示されたのである。

  　だがそのような情報を公開されても、文字どおり目め障ざわりなだけだ。

  「一万人もいるのか……」

  　ゲームに勝つ可能性は万に一つ。限りなく無理に等しかった。

  （それ以前に、ボクに参加資格があるか分からないけど……）

  　人間に用意されたゲームなので、サイファーに権利など存在しないのかもしれない。

  （でも勝てば、勝って現実世界に行けば、ボクは単なるデータじゃなくなるかもしれない）

  　それはサイファーに生きる目標を与えた。

  『では、さっそくゲームを始めるとしよう。諸君らの健闘を祈る』

  

  ▲ＧＡＭＥ ＳＴＡＲＴ

  

  　その表示を残し、神は一方的に会話を打ち切った。

  「……めちゃくちゃだ」

  　ゲームを行う理由については理解できたが、どんな方法で勝敗を決めるかは謎なぞのままだ。

  　このままではゲームをクリアし、現実世界にログアウトするなど夢のまた夢だろう。

  「ゴンベー君、ヤバイかも」

  「確かに、ゲームの内容があれじゃあ……」

  「そーいう意味じゃないよ」

  　ラムはサイファーの発言を手で遮ると、さらに続ける。

  「ゲームの内容ないよーなんか最初っから決まってるよ？　ルールも同おんなじ」

  「特になしってこと!?」

  「正解ピンポーン♪　つまりなんでもありってことだよね」

  「それって……」

  「手段を選ばずってこと」

  　サイファーの背筋を悪お寒かんが走り抜けていく。

  　ＥＴＤに表示されたカウンターが動いた。

  

  ▲９９９８▼

  

  「早はやっ!!　さっそく誰かゲームオーバーになっちゃった!?」

  　そしてその事実は、混乱パニツクの引き金になった。

  　集団の中にいる何者かが奇声を発し、辺りは見る間に騒然としてくる。それは波紋が広がるように次々と伝でん播ぱし、より大きな騒動へと発展し始めた。逃げ出す者、泣き出す者、茫ぼう然ぜん自じ失しつになる者、そして暴れ出す者――。その光景はパニック映画そのもので、やがて辺りは阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄の様相を呈していく。

  （だから神様は、人は進化するに値しないって思ったわけか）

  　視界の隅で『歴史は繰り返す』という文字が表示され、捕足として人が犯した悪行の歴史が流れていく。

  「体だけ新人類になっても、心が人のままでは意味がないってことか……」

  　目の前で繰り広げられる醜みにくい争いは、人間のエゴを具現化したようなものだ。

  「ゲームに勝った二人は、淘汰とーたされた末の優良種ゆーりよーしゆ。心身ともにね」

  「じゃあ、とんでもない大悪党が新人類になる可能性も？」

  「そりゃそーだよ。人間の価値観が新人類につーじるとは限んないでしょ？　人間らしくないほうが新人類としては正解せーかいかも」

  　神は多様性を求めたのだとラムは続けた。

  （それならボクにも……。ゲームに参加する資格はあるかもしれない）

  　新人類のために用意されたゲームだ。そこにたどり着く者が、必ずしも人間だとは限らない。人間を模して作られたデータサイフアーが、新人類になっても不思議はなかった。

  （だから神はボクをサザーランドここに送りこんだ？　ボクだけを……!?）

  　サイファーと同じ作られた人間データが存在する可能性もあるが、あれこれ考えるのは後回しだ。

  　我を忘れた暴徒の注意が向く前に、この場を離れなければならない。

  「じゃあ、そろそろボクは行くよ。君も気をつけて」

  「はい？」

  　ラムは目をパチパチと瞬しばたたかせた。

  「じゃあアタシは？　まさか置き去り!?」

  「だってゲームが始まった以上、ボクとラムは敵同士ライバルになるだろう？」

  「ないない」

  「どうして？」

  「そんなのゲームの勝者を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだよ」

  　サイファーは小首をかしげると、神が提示したゲームの詳細をＥＴＤに表示させた。

  



  ・勝　者：男女一名ずつ（計二名）


  

  「……そうか。男女一名ずつだからライバルにはならないんだ」

  「そ。タッグは組めても、敵同どー士しにはならないってこと。もっとも状況にもよるし、この先どーなるかは謎なぞだけど」

  　ラムは臆おく面めんもなく言ってのけた。

  （どうしよう。ボクだけなら、なんとかなりそうだけど……）

  　ラムを連れていくとなると、リスクは飛躍的に増大するだろう。

  　選択肢は二つだ。

  

  選択肢１〔ラムと一緒に逃げる〕

  選択肢２〔一人で逃げる〕→68ページへ

  

  　いちいち悩む必要はなかった。

  「一緒に行こう」

  　手を差し出すサイファーに、ラムはニッと笑みを返した。

  

  　どこもかしこも大混乱だった。

  　混乱が混乱を招き、さらなる悲劇を生み出すという、最悪の悪循環が形成されている。人々の中に芽生えた疑念や不信感は恐怖心へと変わり、それは速やかに暴力へと変化していった。

  　あちらこちらから悲鳴や罵ば声せい、絶叫が轟とどろいていた。正気を失った人々の手で、何十人もの人間が殺されていく。流れた血液でアスファルトは赤黒く染まり、むせるほどの血の臭いが辺りを満たしていた。まるで戦場だ。実際、いたるところから火の手が上がり、狼煙のろしにも似た黒煙が立ち上っていた。

  「これじゃあ、ただの殺し合いバトルロイヤルだ……」

  　ラムを連れて大通りを右う往おう左さ往おうしていたサイファーは、そんな感想を抱いた。

  　問題は、サザーランドが極めて精巧に作られていることだ。仮想世界にもかかわらず息は切れるし喉のども渇く。汗で貼はりついたＴシャツも不快だった。

  　だがサイファーの体は思いのほか丈夫タフにできているらしく、疲れてはいたが動けないほどではない。一方、ラムの体は脆ぜい弱じやくにできているのか、肩を上下させながら喘ぜん鳴めいにも似た荒い呼吸を繰り返している。顔色も悪い。喫茶店で休憩というわけにはいかないが、一休みする必要がありそうだ。

  （とにかく、ここから離れないと……）

  　恐慌状態パニツクに陥った人間からは、モラルや道徳心が失われる。暴力や殺人、略奪など、ありとあらゆる犯罪行為が横行し、手がつけられなくなるはずだ。事実、人々から理性は失われつつあった。

  「急がないと……」

  　最悪の事態は回避しなければならなかったが、災さい厄やくは向こうからやってきた。暴徒である。

  　彼らは奇声を放ちながら、十代とおぼしき女性ターゲツトを追いかけ回していた。寄ってたかって慰なぐさみ者にするつもりでいるのは、火を見るより明らかだ。よく見ると女性の飼い犬なのか、一匹の小型犬フレンチブルドツグが暴徒に吠ほえかかっていた。勇ゆう敢かんだが、暴徒を食い止める力はない。

  （新人類にしたくなかった理由わけも、なんとなく分かるな……）

  　神が命令プログラムを無視した理由は納得できたが、今はそれに気を取られている場合ではなかった。

  「もしかしてアタシ、貞操てーそーの危機なんじゃ……」

  　ラムは顔に怯おびえの色を浮かべると、そそくさとサイファーの背後に回った。なんとかしろという意思表示かもしれない。

  　そうこうしている間に、女性と暴徒は近づいてくる。もはや巻きこまれるのは避けられない状況だ。暴徒の数は五名。対処できるかは不明である。ただ相手は寄せ集めなので、頭リーダーを叩たたけばケリがつくだろう。

  　煽せん動どうしているリーダー格の男は、ストリートギャングを気取った少年だった。オーバーサイズのＴシャツにパンツという出いで立ちで、ラップの一つでもやりそうな雰囲気である。

  （こんなときの対処法は……）

  　サイファーは検索結果をＥＴＤで確認すると、リーダーのもとへと歩いていく。

  「ゴ、ゴンベー君!?」

  　背後からラムの声が追ってくるが、サイファーは聞こえないフリをした。目の前の出来事に集中したかったのだ。

  　サイファーは追われていた女性を背にかばうと、リーダーと向かい合った。

  「なんだ、テメエは？　痛い目ェ見んうちに、どっか行っちまったほうが身のためだゼ？」

  　リーダーは威圧的な目でサイファーを睨にらみつけた。

  「人間らしく、対話による解決はできないかな。殴なぐられれば痛いし、殴るのも痛いから」

  　理性的に解決すること――。

  　先ほどの検索結果である。

  　だがリーダーはそれを無視し、フンッと鼻で笑って拳こぶしをつき出してきた。

  「ほら！　これが俺様のお返事ってやつだ!!」

  　顔面に鋭い痛みが走るのと同時に、サイファーの下半身から力が抜けていく。体勢が崩れるが、足を踏んばらせることでどうにか転倒は免まぬかれた。

  （なんで彼は、こんなことを……？）

  　暴力に訴えるなど、人間らしくない野蛮な行為だ。そんな行動に出るなど、にわかには信じがたかった。

  　しかし、そう考えているのはサイファーだけのようだ。

  「話なんか通用つーよーするわけないじゃん！　やっちゃえ、やっちゃえ!!」

  　ラムはヤジのような声を張り上げた。

  「でも……。まずは話し合いで解決するのが人間だと、検索結果にも載ってるし……」

  「検索結果？」

  　ラムは小首をかしげた。

  「とにかく、鼻血を流しながらじゃ説得力ないって」

  「でも暴力で応えたら、それこそ彼らと同じに……」

  「これは正当防衛せーとーぼーえー!!　正義せーぎは我われにあり!!　アタシが許可するから、やっちゃって！」

  　理由も何もなかったが、暴徒に話が通じないことは痛いほど理解できた。

  「この世界にはなァ、セイギなんて気取ったモンはねーんだヨ!!」

  　リーダーが御ご託たくを並べている間に、サイファーは戦い方を検索。ＥＴＤにケンカの指南書を表示させ、それを忠実に実行していく。右の拳こぶしを脇の下に引き、腰を入れる。

  「そして打つべし！」

  　サイファーは気合いとともに拳をつき出した。

  　拳にかかる鈍い衝撃――。

  　サイファーの拳がリーダーの顔面にめりこんでいく。

  「グ、グエッ……」

  　リーダーは潰つぶれたカエルにも似た声を放つと、白目をむいてひっくり返った。

  　そしてそれを確認するや否や、下っ端は蜘く蛛もの子を散らすように逃げていく。

  「正義は勝つ！」

  　サイファーは指南書に書かれてある文章を口にすると、血がにじむ拳をさすった。

  

  ▲８９５６▼

  

  「あ、あの……。ありがとうございました」

  　声をかけてきたのは、暴徒に追われていた女性である。ショック状態なのか顔は青ざめ、今にも倒れそうな危あやうい雰囲気だ。結わえた髪はほつれ、紺色のワンピースは破け、そこから覗のぞく白い手足には擦すり傷が確認できた。

  「ゴンベー君も、結構けつこーやるじゃん！　さっすがアタシが見こんだだけのことはあるねっ！」

  　ラムは手を叩たたいて絶賛した。

  「でもさっきは要注意人物って言ってたような……」

  「注目ちゅーもくに値する人物のことを、要注意よーちゅーい人物って言うんだよ？」

  「適当なことを言ってるような……」

  「ゴ、ゴンベーさんって名前ＩＤなんですか？」

  　女性はサイファーをジッと見つめた。

  「それは彼女ラムがつけた渾名あだな。ボクの名前はサイファー。よろしく」

  「わ、私のＩＤはＲＦＣ１８５５。変な名前でしょう？」

  「判断基準がないから、なんとも言えないけど……。この世界サザーランドなら、どんな名前でも違和感はないかも」

  　サイファーの話にＲＦＣ１８５５は苦笑で応えると、破れた裾すその一部を裂いた。そしてそれをサイファーの拳こぶしに巻きつけていく。

  「ご、ごめんなさい。包帯があれば、ちゃんと手当てもできたんですけど……」

  　ＲＦＣ１８５５はペコリと頭を下げた。

  『傷は男の勲くん章しようである』
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  「うん!?」

  　突然、足下からわいてきた男の声に、サイファーは身を固くした。

  『小僧。なかなか見どころがあるな』

  　嗄かれた声をたどっていくと、ＲＦＣ１８５５を守っていた犬がサイファーを見上げていた。

  「なんだ？　この犬……」

  『む？　これだから最近の若いもんは……』

  　犬はあろうことか、流りゆう暢ちような日本語で愚ぐ痴ちを吐いた。

  『上から目線も気に入らん。年長者は敬うやまうものだ』

  「人間と犬じゃ、比較の対象にならないと思うけど」

  『口答えとは生意気な。どうせ不細工な犬だとでも思っているのだろう？』

  　犬はフンッと鼻を鳴らす。

  『顔のシワは生きてきた証。すなわち人生そのもの』

  「でもブルドッグならシワも普通なんじゃ？」

  　サイファーは当然の疑問を口にすると、犬の前に手を差し出した。

  「おて」

  『うむ』

  　犬は反射的に前脚を差し出した。

  「やっぱり犬だ」

  『こ、小僧……』

  「ちんちん」

  　芸でも仕込まれていたのか、犬は両脚を持ち上げ、背筋をピンと伸ばした。

  『ワシは人としての尊厳を失ったわけでは……』

  「さかだち！」

  　無理を承知で命令するが、犬は絶妙なバランスで逆立ちを披ひ露ろうした。

  「現実世界リアルではサーカスにいたとか？」

  『ワシは人間である！　おそらく……。たぶん……。いや、きっと……。間違いなく……。はたまた……』

  　犬は困惑すると、う～んと唸うなり声を上げた。

  （彼が人間でも不思議はないけど……）

  　ゲームの世界では、人以外の生命体キヤラクターが言葉を話すなど一般的ざらだ。サザーランドは規模が違うだけで、ゲームとなんら変わるところはない。異なるのはプレイヤー自身がゲームの中にいることだけだ。

  『申し遅れたが、ワシはあどみんと申す』

  　訊たずねてもいないのに、犬あどみんは胸を張ってそう名乗った。

  『おぬしらは兄きよう妹だいかな？』

  「ゆきずりってやつ。ワンちゃんたちは？」

  『お嬢ちゃんと一緒だな。旅は道づれ世は情け、というだろう？』

  　あどみんは口の端を器用に持ち上げてニヤリとした。

  『して、これからどうする？　逃げ回るにも限界があろう？』

  　あどみんの危き惧ぐはもっともで、暴動は収まるどころか激しさを増していた。

  「まずは寝床を確保しようよ。部屋は用意よーいされてるし、落ち着くまで様子よーす見みってことで」

  「寝床？　ホテルでも用意されてるとか？」

  　まさかと思い検索をかけると、ホテルどころか家が与えられていた。

  「ご、ご近所みたいですね。よかった……」

  　ＲＦＣ１８５５はホッと胸をなで下ろし、

  『むむっ!?　ワシの家は屋外にあるようだが？』

  　あどみんはしきりに首をかしげている。

  「犬は犬小屋ということでは」

  『な、なんだと？』

  「ちなみに縄張りを主張するには、マーキングという行為が有効らしい」

  　サイファーが検索で仕入れた知識を披ひ露ろうすると、あどみんは親の敵かたきでも見るような目で睨にらんできた。お気に召さなかったらしい。

  「とにかく、面倒なことになる前に移動しよう」

  

  　サザーランドの全体像は不明だが、参考にしたのは東京の二十三区のようだ。つまり最低でも、それだけの空間が用意されていることになる。広いかどうかは個人の感覚だが、ゲームにしては大げさすぎる舞台セツトだった。すでに生活の基盤インフラは整っているらしく、電気、ガス、水道ともに使用可能。商店スーパーやコンビニに行けば一通り食料もそろっていた。店員は存在しないので、倫理観モラルにさえ目をつむれば飢えることはない。食料が補充されるとは限らないが、住人が生活を始めるのを待つだけという状況である。

  　サイファーが目覚めた場所はＳ地区で、どうやら新宿区が基礎ベースになっているようだ。割り当てられた家もＳ地区そこの一区画にあった。暴徒の気配はなく、繁華街の喧けん噪そうもおよんでいないので、辺りは不気味なほど静かだ。

  「しっかし、ボロっちい家だね」

  　ラムはサイファーにあてがわれた家を眺めながら、容赦ない感想を口にした。

  　その家は築数十年は経たっているであろう木造の平屋建てで、雨風はしのげても嵐で崩れそうな印象だ。家にはご丁寧にも「サイファー」という表札までかかっていた。

  　同タイプの平屋は狭い通りに沿ってズラリと並んでおり、下町の長屋のような趣おもむきを与えている。情緒はあるが生活感がないせいか、廃はい墟きよのように寂さびれてみえた。

  『分相応だな』

  　そんな嫌味を口にしたのは、足下でふんぞり返っているあどみんだ。

  　神が何を基準に家を選んでいるのかは分からないが、サイファーは特に不満を感じなかった。家で暮らした経験がないためだろう。

  「それじゃー、さっそく中に入ろっか」

  　ラムは悪びれる様子もなく言ってのけると、家主サイフアーの許可なく玄関扉を開け、ズカズカと中に入っていく。

  「自分の家に帰ればいいのでは？」

  「こんな状況じょーきょーだし、一緒にいたほうが安心でしょ？」

  　ラムは部屋に上がりこみ、なぜかあどみんとＲＦＣ１８５５もそれに続いた。

  

  「住めば都、ということかな」

  　せんべい布ぶ団とんの上でひっくり返っていたサイファーは、緩かん慢まんな動作で体を起こした。

  　熟睡できたせいか、体力はかなり回復している。軽い筋肉痛はあったが、それだけだ。

  　サイファーは体の動きを確認チエツクし、その場で大きく伸びをすると、あらためて室内を見渡した。神がサイファーに用意した家は木造の平屋だ。八畳ほどの部屋が二間もあるので、独りで生活するには十分な広さである。小さいながら台所も用意されており、風呂や便所等の設備は言わずもがなである。あまつさえ寝具まで用意されていたのだから、ゲームの内容に反して至れり尽くせりの好待遇だった。

  　かなり年季の入ったボロ家やではあるが、よくよく眺めてみると味わい深い印象だ。飴あめ色いろに染まった壁、天井からぶら下がった裸電球、ダイヤル式のテレビと、まるで昭和である。確かに古くさいが、アンティークという言葉に置き換えればオシャレな部屋に早変わりだ。ものは言いようである。

  　サイファーは玄関側の部屋で横になっていたのだが、なぜか部屋の隅っこでは犬あどみんが爆睡中だ。それだけではない。ふすまの向こう側ではラムとＲＦＣ１８５５が眠っていた。お泊まり会といったところである。

  「でもここは現実じゃない」

  　どんなに精巧に作られていても、この世界には何一つ本物はなかった。

  （現実じゃない、か……）

  　サイファーは胸中で呟つぶやくと、自じ嘲ちよう気味に笑った。

  （ボクにとっては、仮想世界ここが現実なのに――）

  　ゲームに参加する必要も、実のところないのかもしれなかった。

  （でも参加しなければ、そのうち誰かに殺される）

  　視界の隅に表示されたカウンターは、今も変動を続けていた。動きはかなり緩やかだが、いつかは最後の一人が決まるはずだ。

  　サイファーは肩から力を抜き、一つ息をつくと、窓の外へと目を向けた。

  　暴動がどうなったかを知る術すべはないが、雑然とした気配は伝わってこない。

  （そう簡単には落ち着かないと思うけど……）

  　ただ、暴徒は脅威ではなかった。彼らは感情に任せて行動するので、次の行動が予測しやすい。問題は冷静に戦局をうかがっている人物プレイヤーの存在である。

  （暴力だけじゃ、このゲームを制すのは難しい）

  　知識だけでも同様だ。状況を正しく認識し、大胆かつ繊細に、時には運を味方につけて臨のぞむ必要があった。

  「お、おはようございます……」

  　音もなくふすまがスッと開いたかと思うと、そこからＲＦＣ１８５５が姿を現した。よく眠れたらしく、ＲＦＣ１８５５の表情は爽さわやかだ。青白かった肌にも血の気が戻っている。

  　ＲＦＣ１８５５はためらいがちに近づいてくると、サイファーの側そばで腰を下ろした。

  「め、目覚めたら現実世界に戻ってるかも……。なんて思ったんですけど、甘かったです」

  　ＲＦＣ１８５５は苦笑すると、サイファーをジッと見つめた。

  「サ、サイファーさんは、これからどうするんですか？」

  「ラムも話してたけど、しばらくは様子見が正解じゃないかな」

  「で、ですよね……。バカ正直にゲームをやる必要もないし」

  「いずれ誰かが行動に出ると思うけど、それまではサザーランドを知る努力が必要かも」

  　神が主催したゲームは、数日で終わるような簡単なものではない。数か月、あるいは数年、もしくはそれ以上の年月がかかる可能性もあった。何も知らない状態では、まず生き残れないだろう。交通手段が整えば行動範囲は飛躍的に広がるだろうし、日本以外の場所が存在してもなんら不思議はない。

  　さらに話を進めようとしたときだ。隣室で眠っていたラムが、むっくりと起き上がった。

  「うるっさいなぁ……」

  　いまだ夢の中らしく、ラムは酔っぱらっているかのようにろれつが回っていない。目も半開きで、どこを見つめているのかさえ分からない有様だ。

  　ラムはひとしきり室内を見渡すと、ぼうっとした目でサイファーを凝視する。

  　そしてあろうことか、とんでもないことを口にした。

  「ここはどこ？　アナタは誰だーれ!?」

  「寝ぼけてる？」

  　サイファーはいぶかしむが、ラムにそのような素振りは見られない。

  「ついでに質問だけど、アタシって何者？」

  　ラムは挙手すると、真顔で問いかけた。

  「どういうことだろう？」

  「さ、さぁ……」

  　サイファーとＲＦＣ１８５５は顔を見合わせると、それぞれ首をかしげた。

  『お嬢ちゃん、本当に分からないのかね？』

  　いきなり会話に入ってきたのは、部屋の隅で爆睡していたあどみんだ。

  「ワンコがしゃべった!?」

  　ラムは珍獣でも見るような目で、あどみんを凝視した。

  「サザーランドを覚えてないのか？」

  「なにそれ」

  「じゃ、じゃあ、ゲームのことは？」

  「さっぱり」

  『昨日の暴動の件は、どうかな？』

  「ちっとも」

  　サイファーたちの疑問に、ラムは首を横に振り続けた。

  「これってつまり、記憶喪失ってこと？」

  　サイファーは唸うなった。

  

  　結局、ラムは何一つ思い出さなかった。サイファーのことはもちろん、世界の情報、神のゲーム、そして自分自身のこと――。何もかも忘れてしまったのである。

  　眠っている最中に頭をぶつけた可能性もあったが、頭部にそれらしい外傷はない。それに見たところラムは健康そのもので、記憶以外に問題はなかった。もっとも記憶を失うということは、ゲームの進行上、致命的ではあったのだが……。

  　不幸中の幸いだったのは、超人的ともいえるラムの理解力だった。サイファーたちが口にした情報をもとに、ラムは見る間まに状況を把握し、自分の記憶として定着させたのである。それは高性能なコンピュータを連想させるほどで、実際、ラムは予想外のことを口にした。

  「よーするに神様は、アダムとイヴを決めるつもりなんだね」

  「アダムとイヴって？」

  「ゴンベー君、そんなのも知らないの？　創世記そーせーきに出てくる最初の男女にんげんのことだよ」

  　それは検索するまでもなかったが、訊ききたいのは神話それではない。

  「ゲームの勝者は男女一人ずつ。ってことは、現実世界に脱出ログアウトできる二人は新世界のアダムとイヴになるよね」

  「な、なるほど……」

  　ＲＦＣ１８５５はポンと膝ひざを打ち、

  『それならゲームの意図も理解できる』

  　あどみんは団だん子ごのような小さなシッポを左右に振った。

  「ゲームのルールも殺し合いバトルロイヤルで決まりなのかな」

  「それも一つの方法ほーほーだけど、別のやり方もあると思うよ」

  「た、たとえば？」

  「選挙でもいいと思うし、ジャンケンもアリ。プレイヤーが納得するかは別問題だけど……。あ、ゲームに参加しないのも自由じゆーだよね」

  　先ほどまで記憶喪失だったにもかかわらず、ラムの話は自信に満ちていた。

  「とりあえずゲームの件は置いておくとして、引っ越しの準備をしなきゃね」

  　ラムは突然、話を飛躍させると、おもむろに立ち上がった。

  「引っ越しって？」

  「隣の家、空き家っぽいから拝借しようかと思って」

  「自分の家には帰らないの？」

  「だってほら、また記憶喪失になっちゃうかもしれないし。それに何かあったときも対処しやすいでしょ？」

  　主に自分の都合だけを述べると、ラムはさっさと部屋を出て行った。

  「わ、私も空き家を借りようかな……」

  『皆がそうするのであれば、ワシも犬小屋を移動させるか』

  　ＲＦＣ１８５５とあどみんは、ラムのあとを追うように部屋を出て行く。

  「いいのかなぁ？」

  　サイファーは首をかしげた。

  

  ▲８２４５▼

  

  　暴動が完全に鎮静化したのは、ゲーム開始から数日後のことだった。

  　もっとも状況が好転したわけではなく、お世辞にも安全とは言いがたい雰囲気だ。繁華街には老ろう若にやく男なん女によ、様々な死体が転がっており、しかも暖かな日差しを受けて腐敗し始めていた。死体は強烈な腐敗臭を放ち、それに引き寄せられた虫や小動物が群がる様は、正視に耐えない惨むごたらしさである。そこから得体の知れない病原菌が発生するのも時間の問題だ。保健所など存在せず、あったとしても活動することに意味などないのだから、当然の結果である。

  　それだけではない。繁華街はゴロツキがたむろし、日用品の略奪や強盗、殺人等が横行していた。それでもゲーム開始当初の混乱ぶりを考えれば、かなり治安も安定してきたといえる。有志による自警団が発足し、治安の向上に一役買っていたのだ。

  　サイファーは玄関引き戸を開けると、朝あさ靄もやで煙る道路へと足をのばした。今朝もそこそこ上天気で、ひんやりとした空気は思いのほか爽さわやかだ。暴動があったなど夢か幻のようである。

  「いっそ、ここで暮らしたほうが幸せかもしれない」

  　現実世界がどうなっているのかは不明だが、おそらく楽園ではないだろう。そのことは方はこ舟ぶねに乗った経緯からも明らかだ。だったらサザーランドで悠ゆう々ゆう自じ適てきに暮らしたほうが心は穏やかに違いない。皆がそれを望めばの話だが……。

  　部屋に引き返そうとしたサイファーは、玄関の脇わきに建てられたあどみんの犬小屋に目を留とめた。正確にはその壁に立てかけられた回覧板クリツプボードに、である。近所に世話好きの住人が住んでいるのだろう。時代錯誤アナクロなツールだが、住民同士の連帯感を強めるキッカケにはなりそうだ。

  

  ■住民集会を開催します

  現在、私たちを取り巻く環境は、かなり不安定といえます。このままでは通常の生活すらままなりません。

  この世界で安心して暮らしていくために、早急に基盤を整える必要があります。

  自治会の設置、自警団の結成など、まずは必要最低限の組織作りを始めませんか？

  

  「今日の午後六時、公民館で開催、か」

  　ＥＴＤに公民館までの道順ルートが表示された。徒歩十分ほどの距離である。

  （ボクに自治体の運営は無理だけど……）

  　だが住民集会に参加し、情報を得ることは無駄にはならないだろう。むしろ必要なことだ。

  　サイファーは回覧板を手にすると、さっそく隣家に足を向けた。

  

  「起きてる？」

  　サイファーはラムの家の前に立つと、玄関扉をノックした。だが家主ラムからの返答はない。再びノックするも、結果は同じだった。

  （嫌な予感がする）

  　不安を覚えつつ扉を叩たたくと、三度目の正直とばかりに屋内から返事があった。

  「誰だーれ？」

  　不機嫌さを丸出しにした声を耳にした途端、サイファーは深々とした溜ため息をつく。

  （また恒例いつもの行事をしなきゃ……）

  　ラムと交流を重ねるうちに、気がついたことがある。原因は不明だが、寝ると記憶がリセットされるという事実だ。

  　睡眠時間は関係ない。一分でも寝たら記憶は抹消デリートされ、二度と蘇よみがえることはなかった。

  　そのような特異体質を克服するため、サイファーはラムが記憶を失うたびに、関係を一から積み重ねていた。毎朝、自己紹介から始めるのは空むなしくもあるが、理解力が極端に高いので手間ではない。それに慣れもある。

  　ほどなく玄関扉が開かれ、寝間着姿のラムが姿を現した。

  「なんだ、ゴンベー君か。朝っぱらから、なんの用？」

  「だから、ボクはゴンベーじゃないと……」

  　そこまで口にしてからハッとした。

  「記憶が消えてない!?」

  　目を丸くするサイファーに対し、ラムは不敵な笑みで応えると、自慢気に室内を指差した。間取りはサイファーの部屋と同じだが、室内はまるで書斎である。

  　だが注目すべき点は、そこではない。壁や天井に貼はりつけられた付箋紙メモだ。一枚や二枚ではない。ざっと見渡しただけで百枚は確認できる。

  　付箋紙の一枚に目を向けると、そこには『サザーランド』と記されており、キーワードとなる単語が列挙されていた。他にも『神』や『ゲーム』など、その内容は多岐にわたる。

  「これって記憶喪失用の対策？」

  「お、鋭い♪　いちいち誰かに訊きーてられないもんね。アタシは誰ですかーなんて」

  　ラムはあっけらかんと答えた。

  　記憶をなくしたことすら忘れてしまうので、意外にショックは少ないのかもしれない。

  　何気なく付箋紙を眺めていたサイファーは、その中の一つに目を留とめた。

  

  体の不具合バグについて

  

  　付箋紙には女の子らしい丸文字で、そのように書かれていた。

  「バグってなんのこと？」

  「アタシの記憶」

  　ラムは自分の鼻先を指差した。

  「記憶とバグに関係が？」

  「確証かくしょーはないけど……。だってほら、名前も名前だし、なにかあるのかなーって」

  「名前って、ラムじゃないの？」

  「それは略称りゃくしょー。前に言ったよね、アタシの名前は長ったらしーって」

  「そういえば、そんなことを言ってたような……」

  「アタシの本当ほんとーの名前はランダムＲ・アクセスＡ・メモリＭ。だからラムってわけ」

  　ラムはアッサリと説明するが、サイファーは今一つピンとこなかった。

  「パソコンＰＣのメモリのこと。高速こーそくで読み書きできる代わりに、電源を落とすと中身は消えちゃうの。パーッとね。それって寝ると記憶が消えるアタシと同おんなじだよね」

  「じゃあこの付箋紙メモは、ラムの外部記憶装置ハードデイスクってとこか……」

  　ハードディスクといっても手書きのメモだが、無数に貼はられた付箋紙メモを眺めていると、ラムの脳内に迷いこんだかのような奇妙な錯覚を覚えた。

  「神は完かん璧ぺきな人間の複製コピーを作ったわけじゃないのか……」

  「どーかなぁ？　アタシが虫バグを飼ってただけで、みんながみんなってわけじゃないかも？」

  「でもあどみんは完全な不具合バグだ。人間になるはずが犬になったっていうか……」

  「だとしたら、みんな何かしらバグを持ってるのかも。そのほうが不公平さもなくなるし」

  　ラムの神がかり的な洞察力も、バグのせいで帳消しになっている。あどみんも犬らしく鼻は利ききそうだが、体自体がハンデになりそうだ。

  （ようするに一長一短なのかな。そっちのほうがバランスも良くなるし）

  　もしラムの記憶に障がいがなければ、抜きん出た知力をいかんなく発揮し、ゲームを有利に進めていくだろう。それでは他のプレイヤーの可能性を潰つぶしてしまうことになる。大きすぎる力には、それに見あう制約が与えられているのかもしれない。

  「ゴンベー君の不具合バグは何かな？　ゼロってこと？」

  　ラムは首をかしげた。

  （ゼロ、か……。確かにボクには何もない）

  　人としての過去、そして経験が存在しないのは、その最たるものだ。そしてそれはゲームを進めるうえで致命的な判断ミスを招くおそれがあった。実際、サイファーは暴徒に対し、話しあいで臨のぞんで殴なぐられていた。一歩間違えばゲームオーバーだったに違いない。

  （ラムは気づいてるのかもしれないな……）

  　その能力を考えれば、十分あり得る話だ。

  　サイファーはさり気なく視線を外すと、周囲の付箋紙に目を配った。そしてその中の一つに目を留とめる。

  

  ■ゴンベー君の正体

  他のプレイヤーとは異なる存在？

  敵？　それとも味方？

  要注意。

  

  （やっぱり……）

  　サイファーは努めて冷静な表情を浮かべると、ラムの前に回覧板クリツプボードを差し出した。

  「何これ？」

  「公民館で住民集会があるらしい。知ってた？」

  「知ってたかもしれないけど、今は知らない」

  　ラムは回覧板クリツプボードを手にすると、それに目を通し始めた。

  （チャンスかも……）

  　サイファーは問題の付箋紙メモに目を向けると、そっと手をのばした。

  　緊張感からか、鼓動が速まっているのが分かる。

  「これって誰が書いたんだろ？」

  「さ、さぁ？」

  　サイファーは慌あわてて手をひっこめるが、ラムは回覧板に目を向けたままだ。

  （今度こそ……）

  　ごくりとツバを飲みこみ、掌てのひらに浮かんだ汗をぬぐい取る。

  　サイファーはラムの一いつ挙きよ一いち動どうに気を配ると、ここぞというタイミングで付箋紙をはぎ取った。そしてすぐさまジーンズのポケットに手をつっこみ、それをクシャクシャに丸める。

  　達成感と罪悪感が同時に去来したが、サイファーは何食わぬ顔で口を開いた。

  「ボクは行くつもりだけど、ラムはどうする？」

  「当然とーぜん！　行くに決まってんでしょ？」

  　ラムは顔を上げてニッと笑った。

  

  　

  　公民館の大広間ホールは満員御礼だった。

  　百人も入れば定員オーバーという会場に、二百人を超える住人プレイヤーが押し寄せてきたのだ。当然、全員を収容することはできず、参加者の大半は屋外からの参加である。

  　そんな中、幸いにもサイファーとラムは会場内に潜りこむことができたのだが――。

  「中に入ったのは失敗かもしれない」

  　どうせなら間近でと考えたのが運のつきで、室内の人口密度は満員電車を彷ほう彿ふつとさせるほどである。せまい、暑い、苦しいの三重苦で、オマケに空気も薄い。集会が始まる前に、どうにかなってしまいそうなほどだ。せめて窓際ならよかったのだが、サイファーは不幸にも室内の中央に陣取っていた。

  （ボクも居残ればよかったかも……）

  　ＲＦＣ１８５５は集会には参加せず、家で留守番中である。

  　その理由は単純かつ深刻なもので、暴徒に襲おそわれた経験から、人ひと混ごみに抵抗があるのだという。あどみんはＲＦＣ１８５５につきあっていた。

  「まあ、あとちょっとの辛抱しんぼーだと思うよ」

  　サイファーの隣でちょこんと座るラムは、涼しげな表情でそう言った。

  「どうして？」

  「これじゃあ集会しゆーかいの意味ないし。日を改めるか移動いどーするしかないでしょ？」

  「その決定、早く出てくれるといいんだけど」

  　サイファーが本音を漏もらすのと同時に、会場内に動きがあった。

  　前方に設置されたみかん箱のような壇に、一人の女性が堂々とした足取りで歩いていく。

  （役人みたいな感じだ……）

  　年は二十代半ばだろうか。お堅い仕事に就ついているのか、女性の眼光は刃物のように鋭い。そのせいか空気は引きしまり、ざわめいていた室内も、いつの間にかシンと静まっていた。

  「私が今回の発起人である。ＣＰと呼んでくれればいい」

  　ＣＰと名乗ったその女性は、凄ど味すの利いた声を張り上げた。たったそれだけのことで、室内は水を打ったように静まり返った。

  「ＣＰって略称かな？」

  「ここが仮想かそー世界ってことを考えると、さしずめサイバーポリスってとこかも」

  「つまり警察官ってことか」

  　サイファーは納得すると、そっとＣＰの様子をうかがった。

  　実際、ＣＰの体から放たれている空気は警察官のそれで、メガネの奥の威圧的な瞳ひとみ、そして一いち分ぶの隙すきも許さない厳格さは、犯罪者でなくとも震え上がるほどだ。もしＣＰに尋問されでもしたら、洗いざらい白状してしまいそうだ。

  （リーダーは決めるまでもなさそうだ）

  　本人の素養、そして流れ的にも、ＣＰが適任なのは間違いない。実際、ＣＰは議長リーダーとしての手腕をいかんなく発揮している。

  　ＣＰが今後の活動方針について説明し始めた矢先だ。サイファーの斜め前方に座っていた女性が、おもむろに席を立った。

  「どうした、意見でもあるのか？」

  　ＣＰは落ち着き払った声で語りかけるが、女性は一言も発さない。それどころか虚うつろな表情を浮かべていた。

  「気分がすぐれないのだろう。外の空気でも吸わせてやれ」

  　ＣＰが指示を出すと、有志と思われる数人の男性が行動を始めた。

  　彼らは女性を支えて連れ出そうとしたのだが、

  「グガガ■＆％＄｀＊？蛾蛾ガガ亞Ａァアッ！」

  　なぜか彼女は奇怪な笑い声を放つだけで従おうとしない。

  　女性はカッと目を見開くと、獣けもののような甲高い叫び声を上げた。

  　室内は異様な空気に包まれ、誰も彼もが唖あ然ぜんとした表情で彼女を見つめている。

  　だがしかし、すぐに女性は恐怖の対象へと変化した。ピシッという乾いた音とともに、女性の体に亀き裂れつが生じていく。それは瞬またたく間に全身へと波及。皮でもはがれるかのように、はらりはらりと画像テクスチヤが舞い始めた。その内側から現れたのは血でも肉でもない。デッサン人形のような味気ない素体ボデイである。亀裂はそこにも生じていた。

  （これは……）

  　素体ボデイに生じた亀裂は深刻さを増し、やがて頭頂部から崩れ始めた。破片は見る間に瓦が礫れきの山と化し、床に堆たい積せきしていく。

  （これがボクたちの正体……）

  　限りなく人間に似せてはいるが、しょせん０と１で構成された情報データにすぎないということだ。それはこの世界も同様である。だが今は、それに衝撃を受けている場合ではない。室内は一気に騒然となり、パニックに陥おちいった人々が出口に殺到し始めた。

  「落ち着け！　慌てるなっ!!」

  　ＣＰが大声を張り上げるが、焼け石に水だ。室内は怒号と罵ば声せいと悲鳴で満たされ、住人たちは競いあうように外へ飛び出していく。そこに譲り合いの精神は存在しない。人を押し退のけ、踏みつけ、傷つけて、自分さえ助かればそれでよいと言わんばかりの痴態を演じていた。

  「人間なら、助けあうべきなのに……」

  「でも、それって理想論りそーろんだから」

  　ラムは呆あきれ顔で呟つぶやくが、皆が皆、彼らと同じだとは限らない。ＣＰはテキパキと部下に指示を出し、混乱する住民をなだめすかしながら出口へと誘導していた。

  「ボクも手伝ってくるよ」

  　サイファーは自分が信じる正義に従って飛び出した。

  

  ▲８２３４▼


  ■選択肢２〔一人で逃げる〕

  

  　悩むまでもない。

  （ラムを連れて逃げるなんて、どう考えたって無理だ……）

  　自分の身ですら守れるか怪しい状況である。他人のために命を懸ける余裕はなかった。

  （こんなとき……。人間ならどうするんだろう？）

  　そんなサイファーの疑問に答えるべく、ＥＴＤに新規の窓ウインドウが開いた。表示されたのは「緊急避難」についてだ。そこには「カルネアデスの板」の情報が追記されていた。

  （今は緊急時だ。ラムを守っていたら、ボクの身まで危あやうくなる……）

  　最悪、二人とも死んでしまうだろう。そしてその可能性は極めて高い。

  （見捨てるなんて間違ってると思うけど……。でも、それしかない……）

  　サイファーは強引に自分を納得させると、ラムに背を向けた。

  　ラムが「えっ!?」と驚きの声を上げるが、サイファーは聞こえないフリをする。

  　サイファーは「ゴメン……」と小声で呟つぶやくと、罪悪感を振り切るように走り始めた。

  「あ、コラッ！　この薄情者～!!」

  　ラムの罵ば声せいが背後から追いかけてくるが、サイファーは立ち止まらない。

  　自分の決断を信じ、ひたすら前へ前へと進んでいく。

  　だが百メートルも進まないうちに、サイファーは足を止めた。

  「逃げ場なんか……ない」

  　どこもかしこも戦時下のような混乱ぶりである。まともに歩くことさえできない有様だ。怒声や悲鳴、うめき声が宙を飛び交い、地面には無数の死体が横たわっていた。アスファルトは血の池と化し、見るに耐えない惨むごたらしい光景がどこまでも広がっている。

  　サイファーが途方に暮れたときだ。前方から四、五人の暴徒が駆けてきたのは。彼らは鉄パイプを手に、逃げ惑まどう人々を次々に狩っていた。我を忘れているのかもしれない。

  　暴徒の一人がサイファーに気がついた。

  （……まずい）

  　サイファーは一歩、二歩とあとずさる。だがすぐに瓦が礫れきに足を取られて尻しり餅もちをついた。

  　鈍痛に顔を歪ゆがめたとき、不意に頭上がかげった。

  　見上げるとそこには、鉄パイプを高々と掲げた暴徒の姿が――。

  「しまっ……」

  　サイファーの意識はふっつりと途切れた。

  

  ＧＡＭＥ ＯＶＥＲ▼


  ■お知らせ

  サザーランドのバージョンアップを行いました。

  詳細は以下のとおりです。

  

  ・不具合バグの修正と最適化

  これにより処理落ちは軽減され、より快適なゲームをお楽しみいただけます。

  （既知の不具合の修正になります）

  ・ビデオチャット（ＶＣ）の実装

  お友達同士で通話が可能になりました。

  多人数の談話チヤツトも可能ですので、多くのプレイヤーと交流してみてはいかがでしょうか？

  

  次回のバージョンアップの時期は未定です。

  なお各種イベントも企画しておりますので、お楽しみに。



  


  第二章　感染拡大 Pandemic

  

  　ＲＦＣ１８５５は、部屋で絶望感にさいなまれていた。

  　胸中に蔓はび延こるのは鬱うつ々うつとした感情の数々――。

  （すべては仮想世界ここで目覚めたときから始まった）

  　サザーランドはＲＦＣ１８５５が望んだ世界ではなかった。

  　ＲＦＣ１８５５が求めていたのは、争いのない理想郷ユートピアだ。高望みしすぎかもしれないが、新人類が生活する場所としては、それくらいでちょうどよいに違いない。

  （でも、ここにあるのは絶望だけ……）

  　仮想世界で命がけのゲームを行うなど、よもやの事態である。しかものっけから暴徒に襲おそわれたＲＦＣ１８５５は、人間の醜みにくさを嫌というほど見せつけられていた。

  （結局、なんにも変わってない……）

  　思い出すのはチケットの争奪戦だ。船に定員があるように、方舟サーバーの容量にも限界がある。全人類をデータ化するのは物理的に不可能だったため、チケット制にしたのだ。

  　その入手法は多岐にわたった。大半はコンピュータが無作為ランダムに選んでいたが、懸賞で当てた超幸運の持ち主もいれば、権力にものを言わせた者もいる。『方はこ舟ぶね計画』に否定的な人間が権利を放棄したケースもあった。

  　だが経いき緯さつはどうであれ、当然のようにチケットの争奪戦が勃ぼつ発ぱつした。

  　それだけではない。入手した者を襲おそい、チケットを強奪する事件が多発したのである。その過程で何千人もの人間が逮捕され、何百人もの死者が出たのは言わずもがなだろう。

  　ＲＦＣ１８５５は無作為に選ばれた者の一人だ。もちろん、チケットを入手したことは秘密にしていた。両親にさえ、である。

  （やっとの思いで方舟に乗ったのに……。こんなのって、あんまりだ……）

  　チケットの争奪戦を制したと思ったら、今度は新人類を決めるための椅い子す取りゲームである。まさに悪夢のような展開だった。

  「勝つしかない……。勝つしか……」

  　負けることなど考えない。

  　勝つことしか頭になかった。

  　ＲＦＣ１８５５は胸に手を当て、一つ息をつくと、高ぶる心をなだめていく。

  　早鐘のように鳴り響いていた鼓動が、少しずつ落ち着きを取り戻し始めた。

  　集中すると周りが見えなくなるというが、まさにそんな状態だったのだろう。

  　ほどなく、視界がすっと開けた。

  「ここは……」

  　見えてきたのは、狭くて暗い八畳ほどの和室である。築数十年は経ているであろう味わい深いその部屋は、一週間ほど前に越してきたＲＦＣ１８５５の家の一室だ。もとは他の住人プレイヤーに用意された家だが、暴動の中で知り合ったサイファー、ラム、あどみんの近くにいたいという理由で、長屋の中の一軒を勝手に拝借したのである。

  　ＲＦＣ１８５５は溜ため息をつくと、そっと額に手を添えた。無駄に想像力を働かせたせいか、頭がじんじんと痺しびれている。心が疲ひ弊へいしているのか、動いてもいないのに体が疲れていた。追いつめられている証拠だ。

  　ＲＦＣ１８５５はやつれた表情を浮かべると、ちゃぶ台に目を向ける。そこにはシンプルな茶封筒と、書きかけの便せん、そして一本のペンが置かれていた。

  「手紙、か……」

  　書きたいと思ったわけではない。あどみんに勧められたのだ。精神面でバランスを崩したＲＦＣ１８５５を心配し、手紙の執筆を提案してきたというわけである。

  　世代が違うせいか、共感できたわけではない。それでも黙々と手を動かし続けることで、胸の中のもやもやが薄らいだのは事実だ。年寄りの知恵というやつだろう。

  　あどみんは数少ない友人だ。敵対したくはないし、そうなることもない。

  　そしてＲＦＣ１８５５にはもう一人、心を許せる男性がいた。サイファーである。

  （彼なら……彼となら……）

  　だがあれこれと想像を膨らませる前に、まずはゲームに勝たなければならなかった。

  　どのような手段を用いても、である。

  　ドクンと、胸きよう郭かくの中で心臓が飛び跳ねた。

  　ついで襲おそってきたのは、楔くさびでも打ちこまれたかのような激しい痛みである。

  　肉体的なものではない。良心が悲鳴を上げているのだ。だがそれは実際の痛みとなんら変わらず、ＲＦＣ１８５５の表情は醜みにく歪ゆがめられていた。

  「ＲＦＣ１８５５、か……」

  　胸に手を添え、喘あえぐような呟つぶやきをもらした途端、眼球型ディスプレイＥＴＤに新規の窓ウインドウが開いた。そこに表示されたのは『ＲＦＣ１８５５』の意味である。

  　ネチケット――。

  　ようするにネット内のエチケットのことだが、そのガイドラインが『ＲＦＣ１８５５』だ。

  （この痛みは、ルールを破ろうとする私への戒いましめかもしれない……）

  　各人に不具合バグがあるのだとすれば、胸に走る痛みの理由も合点がいく。

  「皮肉な名前」

  　ＲＦＣ１８５５は苦笑した。

  

  　住民集会で発生した女性の怪死事件は、人々を恐怖のどん底に叩たたき落とした。

  　体が粉こな微み塵じんに砕けるなど、現実世界ではあり得ないからだ。

  　事件の舞台となった公民館は閑散としていた。つい先ほどまで住民でごった返していた室内も、今は不気味なほど静まり返っている。だが散乱した机と椅い子す、そして床に残された生々しい血けつ痕こんは、事件当時の混乱ぶりを如実に物語っていた。死人が出なかったのは、不幸中の幸いといったところだろう。今も別室では何名かの住人が手当てを受けていたが、一週間も安静にしていれば治る怪け我がばかりだ。

  「公民館ここでの出来事は、プログラムの不具合が原因だろう」

  　ＣＰは淡々と、しかし落ち着き払った声で結論を述べた。

  　現在、室内にいるのはサイファーとＣＰ、そして彼女の部下が数名である。保身をかねて住民の避難誘導を行っているうちに、取り残されたというわけだ。もっともラムは思うところがあるようで、一足先に帰宅していたのだが。

  「先日のバージョンアップで不具合が修正されている。今回の事件は、その影響かもしれん。修正用の差分パツチを当てることで、予期せぬ問題が発生することはよくあるからな」

  　サザーランドのような巨大なプログラムは、大なり小なり不具合を抱えている。問題なく動いているようで、大きな不具合バグを内包しているケースも少なくない。原因を特定せず、対処療法パツチでごまかしている可能性もあった。

  「今後も不具合バグで死ぬ人が出るかもしれないってことか……」

  　もしサイファーの考えが正しければ、最悪の事態である。

  （死んでも死にきれないだろうな……）

  　ゲームで死ぬならまだしも、不具合バグが原因では交通事故に遭あうようなものだ。

  （ゲーム、か……。ゲームならサポートセンターにクレームでも出すのに……）

  　考えたときには検索は始まっており、一秒と待たずに検索結果がＥＴＤに表示された。

  

  ■お問い合わせ先ユーザーサポート

  

  　オンラインゲームであればゲームマスターＧＭを呼び出すか、ユーザーサポートにメールすることで不具合の報告ができる。そのシステムはサザーランドも変わらないようだ。

  　サイファーはＣＰに事情を説明する一方で、ユーザーサポートに今回の不具合あらましを報告した。

  「問い合わせ先があるとは……。考えもしなかったな」

  　ＣＰの話に、サイファーは真顔で頷うなずいた。

  （ゲームは余興じゃないってことか……）

  　システムを更新バージヨンアツプし、ユーザーサポートを設けているのがその証拠である。

  　問い合わせの返答レスは速やかに行われた。

  

  【送信者】管理人

  【件　名】お問い合わせの件について

  御報告、ありがとうござます。

  さっそくですが、Ｓ地区で発生した現象について調査を行いました。

  結論といたしましては、システムに不具合は発見できませんでした。

  よって今回の件は、プレイヤー間で解決すべき問題と考えます。

  今後ともサザーランドを何とぞよろしくお願い申しあげます。

  

  「不具合バグじゃない？」

  　サイファーは目を疑った。

  （むちゃくちゃだ……）

  　だが嘆いても状況は変わらない。

  　サイファーは管理人からの報告をＣＰに伝えた。

  「システムの不具合ではないとしたら、あの現象は何を意味する？」

  「ボクらで解決できるみたいだけど……」

  「しかし現実世界では考えられない現象だ」

  　ＣＰは指先でメガネのズレを正すと、口をへの字に結ぶ。

  　早くも行き詰まりの様相を見せ始めたとき、サイファーのＥＴＤに新規の窓ウインドウが開いた。

  

  【ラムさんからのコンタクトです。通話を始めますか？】

  Ｙｅｓ／Ｎｏ

  

  　サイファーは眉み間けんにシワを寄せるが、ほどなくメッセージの意味を理解した。

  （新機能ＶＣ？）

  　たとえるなら、脳内に直接かかってくる電話である。

  （話をしてる場合じゃないけど……。とりあえず聞いておくか……）

  　たとえ無視を決めこんでも、電話に出るまでラムはコンタクトし続けるに違いない。

  　サイファーが『Ｙｅｓ』を意識した途端、新規の窓にラムのバストアップが表示された。

  

  【ラム】お～っ！　これが新機能しんきのー♪

  【ラム】なるほどなるほど、こりゃ電話より便利かも!?

  【サイファー】テストがしたかったの？

  【ラム】まさか。

  【ラム】でもまあ、ほんの少すこーしだけ、その意味もあるけど♪

  【ラム】で、なんか分かった？

  【サイファー】なんかって、なんのこと!?

  【ラム】え～っ!?　まさか、ボーッとしてただけ？？？

  【ラム】公民館あそこに残ってもらったのは、情報じよーほーをゲットしてもらうためなのに～!!

  

  　ラムは子供のような膨ふくれっ面つらをした。

  （初耳だよ、そんなの……）

  　使いっ走りにされた感じもするが、サイファーは気を取り直して会話チヤツトを続ける。

  

  【サイファー】情報といえば、公民館で死んだ女性は不具合バグじゃなかった。

  【ラム】？

  【サイファー】ユーザーサポートに問い合わせたんだ。

  【ラム】そんなのあったんだ！

  【ラム】アタシとしたことが、そんなことに気づかないなんて!!

  【ラム】で、なんだって？

  【サイファー】プレイヤー間で解決すべき問題だって返答レスがきた。

  【サイファー】でも体が粉々になるなんて……。

  【ラム】でも仮想かそー世界ならありえる現象げんしよーだよね。

  【ラム】せっかちな誰かさんが先制せんせー攻撃こーげきしたんじゃない？

  【サイファー】誰かさんて？

  【ラム】誰かさんは、誰かさんだよ。

  【サイファー】どこかに犯人がいるってことか……。

  

  「どうかしたのか？」

  　声をかけてきたのはＣＰだ。

  

  【サイファー】悪いんだけど、続きは帰ってからということで。

  

  　そう言うと、サイファーは一方的に通話を終了させた。

  （今の話、ＣＰに話すべきかな……）

  　だが犯人が誰か分からない以上、口にするのは得策ではない。味方だと確信するまで、黙っていたほうが無難だろう。

  　幸いサイファーは、感情が表に出にくいタイプだ。ＣＰの視線にさらされても、そう簡単に心が揺らぐことはない。

  「すみません。ちょっと考え事をしてました」

  　サイファーは素知らぬ顔で呟つぶやいた。

  

  　

  　体が崩れるという奇っ怪な現象は、地区内に広がりつつあった。

  　新種の病気ウイルスか、はたまた別の何かか――。

  　理由はなんにせよ、落ち着き始めた人々の心に、新たな不安の種が蒔まかれたのは確実だ。

  　街は少しずつ、しかし確実に混乱し始めていた。

  　それでも住民が恐慌状態パニツクに陥おちいらなかったのは、ＣＰを中心リーダーとした自警団が警護にあたっていたからだ。団員は総勢三十名ほど。その大半は男性で、二十代と三十代がメインである。なかには女性や中高年もいたが、役割分担をすることでうまく機能していた。もっとも、慢性的な人手不足ではあったのだが……。

  「まったく、損な役回りだな」

  　ＣＰは自じ嘲ちようするが、特に不満はなかった。むしろ役割が明確化することで、動きやすさを感じたほどだ。性しように合っているのだろう。

  （しかし皮肉な名前じゃないか）

  　今はサイバーポリスＣＰを名乗っているが、実際、現実世界では警察官だった。いわゆるキャリア組だったため、採用直後にもかかわらず肩書きは警部補である。もっとも実務を経験する前に『方はこ舟ぶね計画』がスタートしたので、警官を名乗るのもおこがましかったが……。

  「あれから一週間、か――」

  　ＣＰは頭を振って雑念を払い落とすと、部下から上がってきた調査報告書に目を落とした。

  （Ｓ地区だけで死者は十七名。サザーランド全体では、もっと被害は大きくなるだろうな）

  　発足したばかりの自警団である。報告書は穴ぼこだらけだが、それでも事件が拡大しつつあることは容易に理解できた。

  （早急に手を打たなければならないが……）

  　ＣＰはアゴをなでながら思案に沈むが、ふと我われに返って苦笑した。

  （ここは現実世界ではない）

  　自警団を組織し、住人プレイヤーの安全を確保するなど馬鹿げていた。ゲームの内容を考えれば、住人の減少はむしろ喜ばしい出来事のはずだ。

  （正義感というやつか）

  　ＣＰ自身、プレイヤーの一人だったが、ゲームに参加するかどうかは個人の意思である。警察官を演じロールし、住民のために奔ほん走そうする生き方があってもおかしくはない。

  　ＣＰは報告書から視線を外すと、目の前のマンションに足を向けた。

  

  ▲８０６７▼

  

  　空が白み始めていた。

  　時刻は午前五時。靄もやがかかっているせいか視界は不明瞭で、早朝特有のひんやりとした空気が辺りを満たしている。だが日が昇れば靄も晴れ、青空を拝むことができるだろう。今日も良い天気になりそうだ。

  　まだ長屋の住人は夢の中だが、そんな中で一人だけ行動を起こしている者がいた。

  （泥棒って、こんな気分なのかな……）

  　サイファーは顔をしかめると、そっと玄関扉を閉じた。自宅の、ではない。ラムの家の玄関扉である。

  （そろそろ忘れてほしいんだけど……）

  　サイファーは溜ため息をもらすと、手の中にある付箋紙メモを握りしめた。サイファーへの疑念が記されたラムの記憶である。

  　今のところ、ラムがサイファーの真実にたどり着いた形跡はない。だが付箋紙を放置すれば、たちどころにラムの疑念は確信へと変わるだろう。

  　サイファーが泥棒のような真似をするハメになったのは、そのような理由からだ。しばらくは付箋紙メモをはがすのが日課になるだろう。

  「やれやれ……」

  　サイファーは苦笑いすると、抜き足差し足で自宅へと向かった。

  

  「――そんなわけで、詳細は調査報告書を読んでもらいたい」

  　公民館という名の対策本部には、ＣＰが組織した自警団の団員が居並んでいた。十数名からなる団員は、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの者から、見るからにインテリの者など様々である。

  　そんな団員に紛まぎれて、なぜかサイファーも調査報告書に目を通していた。その理由は単純明快で、事件の進しん捗ちよく状況を確認にきたのである。もちろんラムのために……。

  　ラムの言葉を借りるなら、

  　――アタシは考える人。ゴンベー君は動く人。

  　ということになる。

  　頭脳労働はやるから、足を使って情報を見つけてこいというわけだ。安楽椅子探偵アームチエアデイテクテイブを気取っているわけではなく、単に「面倒めんどー」なのだろう。

  　サイファーは嘆息すると、ＣＰの調査報告書に目を向けた。被害者宅に足を運んだらしく、そこには内部の写真や特記事項が整然と並べられている。

  　写真を眺めても、特に注目すべき箇所は見当たらない。代わりに気になったのは、被害者の共通点である。

  （被害者は女性のみ、か……）

  　しかしそれが分かっても、被害を防ぐのは難しそうだ。公表しても無駄に住民の不安をあおるだけだろう。

  　調査報告書の最後には、もう一つの共通点が証拠として添付されていた。飾り気のない簡素な茶封筒と便せんである。宛あて先さきは記されているが、差出人の名前はない。

  　便せんには次のような文言が記されていた。
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  　取り消し線が引かれており、かなり読みにくい。それでもなんとなく内容は理解できた。

  「不幸の手紙というやつだ。これが原因とは思えんが、念のため線を引いてある」

  　ＣＰは臆おくすることなく言ってのけると、さらに話を続ける。

  「呪いなど現実的ではない。だが手紙それを受け取った者が亡くなっているのは事実だ」

  　今回の事件と不幸の手紙がつながるなら、犯人はラムが予想したとおり、プレイヤーの誰かになるだろう。

  （解決への糸口になるかもしれない？）

  　判断に苦しむところだが、タイミングよくラムから通信が入った。

  

  【ラム】なんか面白おもろい情報じよーほーあった？

  【サイファー】うん。

  【サイファー】報告書によると、被害者は女性だけみたい。

  【ラム】ふむふむ。

  【サイファー】あと被害者宅には不幸の手紙が届いてた。

  【ラム】不幸ふこーの手紙？

  【ラム】読んだら不幸ふこーになるって書いてあるの？

  【サイファー】まあ、そんな感じかな。

  

  　ラムは小首をかしげるが、すぐに話を再開した。

  

  【ラム】とりあえず犯人ホシの動機どーきは判明はんめーだね♪

  【サイファー】分かったの!?

  【ラム】当然とーぜん!!

  【ラム】やっぱアタシは考える人、ゴンベー君は動く人だ。

  【ラム】ってことは、頭と体の関係かんけー？

  【サイファー】それで犯人の動機というのは？

  【ラム】それは帰ってからの、お・た・の・し・み♪

  【ラム】電話で推理を話すなんて情緒じよーちよないでしょ？

  

  　ラムは意味不明な持論を展開すると、通信を終了させた。

  「……何が分かったんだろう」

  「なんの話だ？」

  　ＣＰはサイファーの独り言を、耳ざとく聞きつけていた。

  「独り言です。気にしないでください」

  　実際、そのとおりなので嘘うそはない。

  「まあいい。とりあえず今後の方針だが――」

  　ＣＰは神妙な面おも持もちで話を切り出した。

  

  　

  　結局、会議が終わるころには日もとっぷりと暮れていた。

  　ラムの推理が気になっていたサイファーは、隙すきを見つけて退席するつもりでいたのだが……。熱の入った議論に水を差すわけにもいかず、結局、最後まで居残ってしまったのである。

  　サイファーは疲れた体にむちを打ち、ラムの家まで足を運ぶと、玄関扉を開けた。

  「サイファーだけど……」

  　声をかけるが、家主ラムからの反応はない。

  「いないの？」

  　繰り返すが、結果は同じだった。

  　部屋に明かりはついているので、待ちくたびれて居眠りしたのかもしれない。

  「……居眠り？」

  　口にしてからハッとした。

  「入るよ」

  　付箋紙メモであふれた室内を覗のぞくと、そこにはサイファーが予想したとおりの光景が広がっていた。ラムは机につっぷし、すやすやと寝息を立てていたのである。
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  （話は聞けずじまいか……）

  　だがラムのことだ。状況さえ説明すれば、いずれ答えにたどり着くだろう。叩たたき起こす必要はない。

  　出直そうと考えた矢先、サイファーはラムの手元にある付箋紙メモに気がついた。

  

  ■ゴンベー君の正体について

  敵かもしれ

  

  　書いている最中に寝てしまったのか、そこで文章は切れていた。

  （疑いは晴れないままか……。困ったな……）

  　サイファーは肩をすくめると、机に転がったペンを手にした。

  

  ■ゴンベー君の正体について

  敵かもしれないと思ったけど、それは大間違いだった。

  手に手を取り合って事件を解決しなきゃ。

  

  　サイファーは文章を追加すると、机にペンを置いた。

  　途中から明らかに筆跡が変わっていたが、目覚めるころにはその記憶も消えているはずだ。

  　サイファーは文言を確認すると、足音を忍ばせて玄関へと引き返した。

  

  　

  　サイファーとあどみんは、閑静な住宅街を歩いていた。

  　日中にもかかわらず辺りは閑散としており、人通りは皆かい無むに等しい。

  　先の事件が住人の知るところとなり、あらぬウワサが飛び交っているのが原因だ。空気感染する奇病や生物テロ、殺人鬼など、その内容はバラエティに富んでいる。

  　単なるウワサにリアリティを与えていたのが、衛生面の悪化だった。放置された死体の腐敗が進み、耐え難い腐臭を放っていたのだ。それだけではない。住人が廃棄したゴミや汚物が道路に散乱し、悪臭をまき散らしていたのである。病気を心配するのも無理からぬ状況で、住民たちはほとぼりが冷めるまで外出を控えるつもりだろう。

  『ここぞという場面でワシを頼るとは、なかなか見どころがある』

  　あどみんは地面に鼻を近づけ、くんくんとニオイを嗅かいでいる。

  『こう見えてもワシは鼻が利きくからな』

  　自信ありげなあどみんに、サイファーは無言で頷うなずいた。

  　あどみんの助けを請うたのには理由わけがある。不幸の手紙の差出人をたどることで、そのキッカケを作った犯人に迫ろうと考えたのだ。かなり無茶な話だが、あどみんの鼻がそれを可能にした。封筒に付着したニオイを手がかりにするのである。

  「追跡できそう!?」

  『問題ない。犬の嗅きゆう覚かくは人間の一億倍だ』

  　あどみんは口こう端たんを吊り上げ、ニヤリとした。

  （すっかり犬化してるけど、いいのかなぁ……）

  　時間とともに心と体が順応したのかもしれないが、つっこむことはしない。余計なお世話だし、あどみんにヘソを曲げられても困るからだ。

  　作業は地味で地道で単調だった。あどみんの鼻を頼りに東とう奔ほん西せい走そうし、差出人を特定。そこからさらに別の差出人を特定するという、気が遠くなる作業の連続だ。

  　サイファーはＥＴＤに目を向けた。そこにはＳ地区の地図が表示されており、被害者宅が赤い点でマーキングされている。サイファーとあどみんが足で稼いだ情報に、調査報告書のデータを合わせたものだ。地図には計四十件ほどの印マークがついていた。それは規則性のない点の集まりだが、事件の日時と手紙の流れを追加することで、蛇行する川のようなものが見えてきた。その上流を目指していけば、いつかは発信源にたどり着くだろう。

  『で、小僧は犯人を見つけてどうする？』

  「どうするって……」

  　考えもしなかったことなので、サイファーは返事に窮きゅうした。

  （ボクは犯人に会って、どうしたいんだろう）

  　犯人は何がしたいのか。

  　目的は？

  　そんなことを思い浮かべるうちに、一つだけやりたいことが見つかった。

  「……話してみたい」

  『酔狂なことだ』

  　あどみんはフンッと鼻を鳴らすと、その場で足を止めた。

  『ふむ。どうやら長屋に戻ってきたらしい』

  　長屋から始めた調査だが、巡り巡ってもとの場所に戻っていた。

  『今日はこのへんにするか。長時間労働は体にこたえる。犬も歩けば棒に当たるというしな』

  「足が棒になる、の間違いでは？」

  『似たようなものだ』

  　あどみんは道の真ん中に座りこんだ。一歩も動くつもりはないという意思表示だろう。

  　サイファーは嘆息すると、あどみんを置いて長屋へと向かった。

  

  　

  　早朝から始めた調査だが、気がつけば日も西に傾き始めていた。

  　平屋が建ち並ぶせまい路地も、西日を浴びてうっすらと茜あかね色いろに染まっている。

  　それなりに風情のある光景に、サイファーの心は自然と穏やかになっていた。住み慣れてきたこともあるが、他の地区より衛生的であることが大きいのだろう。道路には死体もなければゴミもない。だから悪臭もなく、住み心地もよかった。

  　理由は単純で、決められた集積場にゴミを捨てていたのである。「ゴミはゴミ箱に」という簡単なルールを遵じゆん守しゆすることで、快適な住空間は確保できたのだ。

  　また、自警団の目が届く範囲であることも安心感につながっていた。ゴミの分別を推奨したのも彼らで、住環境の向上が治安の回復にもつながるというのがその主張である。

  　路地を進むサイファーの前方から、掘っ立て小屋にも似た貧相な家が見えてきた。

  （足が棒って、あながち嘘うそってわけでもないのかも……）

  　歩き回ったせいか、ふくらはぎから太ふと股ももまでパンパンに張っていたが、歩けないほどではない。部屋で一時間も休めば、また元気よく走り回れそうだ。

  （まずはラムに状況を報告しておこうかな……）

  　細工した付箋紙メモの効果も確認したかった。

  　なんとなく気がとがめるが、身を守るためには仕方がない。

  　自宅の素通りスルーを決め、目的地をラムの家に変更したサイファーは、その玄関先にたたずむ女性ＲＦＣ１８５５の姿に気がついた。具合が悪いのか顔は青白く、ＲＦＣ１８５５は胸に手を添えながら苦く悶もんの表情を浮かべている。

  「どうかしたの？」

  「ヒッ！」

  　サイファーが声をかけた瞬間、ＲＦＣ１８５５は雷にでも打たれたかのように体を強張らせた。昏こん倒とうしなかったのが不思議なほどである。

  「脅おどかすつもりはなかったんだ」

  「い、いえ、こちらこそゴメンなさい。変な声を出しちゃって……」

  　ＲＦＣ１８５５は仰々しく頭を下げると、慌てて手を後ろに回した。反射的にサイファーの目がそれを追いかけていく。

  （あれは……）

  　一瞬の出来事で、チラッとしか確認できなかったが、それでもＲＦＣ１８５５が握りしめていた何かは確認できた。茶封筒である。

  「わ、私、そろそろ行きますね……」

  　サイファーの視線に気づいたのか、ＲＦＣ１８５５はそそくさとした足取りで歩き出した。

  「ラムに用があったんじゃないの？」

  「……も、もう終わりましたから」

  　ＲＦＣ１８５５は立ち止まるどころか小走りで立ち去った。

  

  ▲８０４９▼

  

  　草木も眠る丑うし三みつ時。

  　室内は暗く、明かりといえば窓から忍びこんでくる微かすかな月明かりだけ。辺りは不気味なほど静まり返っている。

  　サイファーは必要最低限の家具しか置かれていない殺風景な自室で、悶もん々もんとした時を過ごしていた。その目はわずかに開いた窓の隙すき間まへと向けられている。

  　サイファーは窓辺に張りつき、かれこれ数時間ほど外の様子をうかがっていた。だが特に異常は見当たらず、不審者が通りすぎることもない。たまに犬小屋からあどみんの寝言が聞こえてくる以外は、静かなものだった。

  　睡眠時間を削り、見張りの真似事をしていたのには理由わけがある。ＲＦＣ１８５５が手にしていた茶封筒が気になっていたのだ。

  （不幸の手紙かもしれない）

  　中身を確認することはできなかったが、昨今の状況を考慮すると、その可能性は極めて高い。だがＲＦＣ１８５５がラムの家を見つめていた理由――。そちらのほうが問題だった。

  （ボクが声をかけなければ、封筒あれを郵便箱ポストに押しこんでいたかもしれない）

  　もしサイファーの予想が正しければ、今後の人間関係に大きな支障が出るだろう。

  　このことはラムとあどみんには話していない。もちろんＣＰにも。

  （でも、なんでそんなことを？）

  　ラムとＲＦＣ１８５５は友達同士だ。事件に巻きこむなど人間として、そして友達として許されない愚行である。サイファーなら不幸の手紙を誰かに回したりはしない。協力を求め、呪いを解くための方法論を模索するだろう。その結果、死ぬのは仕方がないと割り切ることもできた。

  （ボクがデータだからかな……）

  　サイファーに死は存在しなかった。あえて表現するなら消去だろうか。生への執着心が希薄なのは、そのせいかもしれない。

  （とにかく、ＲＦＣ１８５５の真意を確かめないと）

  　だが訊たずねたところでＲＦＣ１８５５が答えるとは限らない。

  （現場を押さえるしかない）

  　それが確実な方法だった。

  　だからこそサイファーは眠気をこらえ、気長に張りこんでいたのである。

  　しかし前日の疲れからか、サイファーは船を漕こぎ始めた。

  （少し休んだほうがいいのかも……）

  　夢と現うつつを行き来しながら、ひとしきり頭を前後させたときだ。サイファーの聴覚が微かすかな物音を捕ほ捉そくした。サイファーは頭を小突いて意識を覚醒ハツキリさせると、姿勢を正して窓の外に目を向ける。寝ぼけているのか視界は霞かすんでいたが、それでも闇やみの中を蠢うごめく人影は視認できた。

  （間違いない……。ＲＦＣ１８５５だ……）

  　サイファーはごくりと息を飲みこんだ。そして影の動きを目で追いかけていく。

  　その影はラムの家の前でピタリと止まり、モゾモゾと怪しげな動きを始めた。

  （よし、行こう！）

  　サイファーは勢いよく家を飛び出した。

  　足音と物音が盛大に鳴り響いたが、気にしない。

  　勢いよく人影ＲＦＣ１８５５に詰め寄っていく。

  　ＲＦＣ１８５５は身をすくめたかと思うと、泡を食ったような顔でサイファーを見つめた。

  「ど、どうして……」

  　ＲＦＣ１８５５は呆ぼう然ぜんとした表情で立ちつくしていたが、すぐさま我われに返ってサイファーに背を向けた。そして遁とん走そうを始める。

  （逃げるってことは……）

  　サイファーはＲＦＣ１８５５のあとを追いかけた。

  

  ▲８０４７▼

  

  　サイファーは地面を蹴けりつけると、獣けものにも似た前傾姿勢で走り出した。

  　その数十メートル先には、小走りに駆けるＲＦＣ１８５５の姿――。

  　ＲＦＣ１８５５の身体能力は高くはないらしく、サイファーとの距離は見る間まに縮まる。

  「待って！」

  　サイファーはＲＦＣ１８５５の背に声をかける。

  　だが返事はない。

  　ＲＦＣ１８５５との距離は、さらに縮まっていく。

  　あと五メートル、四メートル、三メートル――。

  　サイファーはＲＦＣ１８５５へと手を伸ばした。

  「待って!!　逃げる必要なんか……」

  　サイファーの指先が、ＲＦＣ１８５５の肩に触れる。

  　そしてそれをキッカケに、追跡劇は終わりを告げた。

  　かなりの距離を走った気がしたが、実際には百メートルほどの距離を全力疾走しただけのようだ。ちょうど長屋を出たあたりでＲＦＣ１８５５を捕まえることができた。

  　サイファーは息を調ととのえると、ＲＦＣ１８５５を注視する。その手には、例の茶封筒が握りしめられていた。

  「それって不幸の手紙だよね」

  　サイファーが問うと、ＲＦＣ１８５５はビクッと体を震わせた。

  「どこでそれを？」

  「…………」

  「誰から送られてきたの？」

  「…………」

  　ＲＦＣ１８５５は答えない。

  　サイファーはＲＦＣ１８５５から茶封筒を取り上げると、封を破って便せんを取り出した。

  

  貴女あなたは呪われました

  呪いを解く方法は一つ

  三日以内に同様の手紙を五人の女性に送ること

  

  「やっぱり……」

  　サイファーは手紙を封筒に戻すと、それをズボンのポケットに押しこんだ。

  「不幸の手紙これを誰かに回すってことは、犯人の思う壺つぼじゃないかな」

  「…………」

  「犯人を捕まえよう。そして呪いを解く方法を聞き出そうよ」

  「あ、あの……」

  「呪いが効力を発揮するのは三日後だよね。まだ時間に余裕はある？」

  「わ、私……」

  「あどみんに封筒を調べてもらおう。手がかりニオイが残ってるかもしれない」

  「そ、それは……」

  　ＲＦＣ１８５５は体を抱きしめると、小刻みに震え始めた。その顔は病的なまでに青白く、その目元は涙をたたえて潤んでいる。

  「大丈夫？」

  「……私……」

  「気分でも悪いの!?」

  「……いえ……」

  「手紙の件なら大丈夫。誰にも言わない」

  「……そうじゃなくて……」

  「あどみんには、うまくごまかして手伝ってもらうから」

  　サイファーはＲＦＣ１８５５に笑いかけた。

  「ボクたちは友達だから。友達との約束は絶対に守る」

  　サイファーの話にＲＦＣ１８５５は俯うつむくと、意を決したように口を開いた。

  「……私が手紙を……。手紙の差出人は……」

  「え？」

  　サイファーは意味が理解できず、素すっ頓とん狂きような声を上げた。

  「それって、まさか……」

  　ＲＦＣ１８５５の真意を問おうとしたとき、フラッシュでも焚たいたかのような強烈な光が炸さく裂れつした。サイファーは手で光を遮さえぎると、薄目で探りを入れる。そこには自警団とおぼしき二人組の姿が確認できた。

  「君たち、そこで何をしている？」

  　団員の一人が、ずいと一歩前に出た。その手には特殊警棒が握られている。

  （まずいな……）

  　なにしろサイファーのポケットには不幸の手紙が押しこんであるのだ。ここで自警団に捕まりでもしたら厄介なことになる。サイファーはともかく、それを書いたＲＦＣ１８５５はＣＰによる尋問を免まぬかれないだろう。

  （どうしよう……）

  　ＲＦＣ１８５５を自警団に引き渡せば、事件解決にグッと近づくかもしれない。

  （でも、ＲＦＣ１８５５にも事情があるはず）

  　友達を信じきるのは、友達として当然のことだ。助けることも同様である。

  「さっきの件、あとでゆっくり話を聞かせてくれるかな。力になりたいんだ」

  　サイファーはＲＦＣ１８５５にそっと耳打ちすると、さらに続ける。

  「ここはボクが引き受ける。君は逃げて」

  「で、でも……」

  　ＲＦＣ１８５５はためらう素振りを見せるが、

  「早くっ!!」

  　サイファーに促されて踵きびすを返した。

  「おいっ！　待てっ!!」

  　団員の一人がＲＦＣ１８５５を追いかけようとするが、それはサイファーが許さない。サイファーは団員に勢いよくぶちかますと、もつれながら地面を転がっていく。

  （ボクの選択、これでよかったのかな……）

  　だがそれを確かめる間もなく、サイファーの意識は暗転した。

  

  　頭部に鋭い痛みが走った。

  　迷宮にも似た深い闇やみの中を漂っていたサイファーの意識は、それによって現実へと引き戻されていく。

  「……ううっ……」

  　サイファーは脈打つような痛みに顔をしかめた。

  （何が……起きた……？）

  　痛みに耐えかねたサイファーは、頭に手を伸ばした……はずだった。だが、なぜか体はピクリともしない。

  （手足の感覚は……ある）

  　指先は動くので、麻ま痺ひしているわけではなさそうだ。

  　そんなことを確かめているうちに、頭の痛みも徐々に和やわらぎ始めた。

  「気がついたようだな」

  　唐突に冷や水のような声が聞こえてきた。

  （この声は……）

  　聞き覚えのある声に促され、サイファーは緩慢な動作で瞼まぶたを開いていく。世界は真っ白に染まっていたが、ほどなく見覚えのある光景が浮かんできた。自警団の本部である。室内にはＣＰと団員が厳しい表情で居並び、椅い子すに腰かけるサイファーの様子をうかがっている。

  （そうか、あのあとボクは……）

  　記憶は判然としないが、頭が痛むということは、殴なぐられるなどしたのだろう。

  （そしてここに連行された……）

  　手足が動かないのは、ロープで椅子にくくられているせいだ。

  「あの場所で何をしていた？」

  　ＣＰは一歩前に進み出ると、スッと目を細め、詰問口調で訊たずねた。

  「ボクは別に……」

  「何もしてないと？」

  「…………」

  「だんまりを決めこむつもりか？」

  　ＣＰは嘲あざけると、サイファーの目の前で茶封筒をチラつかせた。

  「これの説明は不要だな？」

  「ボクは何もしてない」

  「団員に逆らい、あまつさえ抵抗したそうではないか。正当な理由もなくな」

  「それは……」

  「君を疑っているわけではない。不幸の手紙を書く理由もないからな。逃げた女に興味があるだけだ」

  　ＣＰはニヤリとすると、サイファーの顔をジロリと覗のぞきこんだ。

  「どこにいる？」

  「……知らない」

  「なるほど。見捨てて逃げたわけか」

  「違う！　逃げたりなんかしない!!」

  　友達とはそういうものだと、サイファーは胸中で続けた。

  　そしてそれを確かめる術すべは一つしかない。

  　サイファーはＶＣを起動し、ＲＦＣ１８５５に通話のリクエストを発信した。

  

  【ＲＦＣ１８５５さんは着信拒否の設定になっています】

  

  「なっ……」

  　サイファーは金かな槌づちで頭を殴なぐられたかのような衝撃を受けた。

  （まさか逃げた？　友達を見捨てて!?）

  　だがサイファーは、直後に考えを改めた。

  （今は連絡が取れないだけだ）

  　自警団に追われているのだ。どこかに身を潜ひそめ、怯おびえていても不思議はない。

  （通話ができないのは、きっとそのせいだ）

  　赤の他人ならまだしも、ＲＦＣ１８５５はゲーム開始当初からの知り合いだ。同じ長屋に住み、絶望的な状況下で苦楽をともにしてきた仲間でもある。怪け我がを手当てしてくれる優しさもあった。友達を見捨てて逃げるなど考えにくい。

  「このまま女をかばえば、君自身が不利益をこうむることになるが？」

  　ＣＰは最後通告とばかりに詰め寄るが、それでもサイファーは答えなかった。

  　答えようがない状況でもあったが、そのことは口にしない。ＲＦＣ１８５５との友情にヒビが入るような気がしたからだ。

  「答えることは……。何もない」

  

  　少女の意識は緩やかに回復した。

  　鉛のように重い瞼まぶたを指先で押し上げると、見覚えのない奇妙な光景が見えてくる。付箋紙メモで埋めつくされた狭苦しい部屋だ。

  「どこだろ……」

  　少女は冴さえない頭で考えるが、何も浮かんではこなかった。

  「ってゆーか、アタシって何者!?」

  　考えるが、少女の頭はカンバスのように真っ白だ。しかもそこには何一つ描かれてはいなかった。名前、性別、年齢などの個人情報はもちろん、ここがどこであるかという情報も、綺き麗れいサッパリ消えている。

  （まさかアタシってば、記憶喪失そーしつ!?）

  　愕がく然ぜんとする少女の目が、天井の付箋紙メモを捕らえた。

  

  ■自分が誰かを忘れたら

  名前はラム。

  詳しい情報は、そこらへんに貼はってある付ふ箋せん紙しを見るべし。

  

  「……あ、そっか。アタシってラムだっけ」

  　自分の名前を取り戻したラムは、上半身をひょいと起こすと、周囲に貼りつけられた付箋紙を読み漁あさった。見る間に情報は脳内に蓄積し、ラムの記憶として定着していく。

  　ラムはものの数分ですべての情報を入手すると、一枚の付箋紙に目を向けた。

  

  ■ゴンベー君の正体について

  敵かもしれないと思ったけど、それは大間違いだった。

  手に手を取り合って事件を解決しなきゃ。

  

  「ゴンベー君と手に手を取り合ってねぇ……」

  　ラムは付箋紙を凝視すると、言葉の意味を吟ぎん味みする。

  　だが解答を導き出すよりも先に、玄関からしゃがれた声が聞こえてきた。

  『起きてるか？』

  　玄関に足を向けると、そこには一匹の犬が座っていた。あどみんである。

  「おはよう、ワンちゃん」

  『呑のん気きに挨あい拶さつをしてる場合ではない。小僧の件は知っているか？』

  「ゴンベー君が、どーかしたの!?」

  『公開裁判を受けるようだ』

  　あどみんの話に、ラムは口をポカンと開けた。

  「……なにそれ」

  

  ▲８０４５▼

  

  　裁判の注目度は驚くほど高かった。

  　傍聴希望者は数百人にもおよび、会場となった自警団の本部は、ちょっとしたお祭り騒ぎである。会場の収容人数キヤパは百名ほどだが、大半は建物の外であぶれていた。それはラムとあどみんも同じで、二人は呆ぼう然ぜんとした表情で建物を見上げるばかりだ。

  　だが中に入らなくても、情報はそれなりに伝わってきた。

  　――捕まったヤツ、殺人鬼らしいぜ。

  　――あれ？　テロリストじゃなかったっけ？

  　――なんだっていいさ。犯人さえ捕まってくれれば。

  　――そりゃそうだ。

  　――けど裁判なんか意味なくね？

  　――さっさと殺やっちまえばいいのに。

  　住民たちは訊ききもしないのに情報を垂れ流し続けている。

  『小僧も有名人の仲間入りか』

  　あどみんはつまらなそうな表情で呟つぶやいた。

  「ワンちゃんは、どれが正しい情報じよーほーだと思う？」

  『しょせんウワサだ』

  「だよね」

  　ラムは同意した。

  「本人に訊きいたほうが早いし正確せーかくかな」

  　さっそくラムはＶＣを起動すると、サイファーに通話のリクエストを送った。

  

  【ラム】アタシが寝てる間に、なんだか楽しーことになってるね。

  【サイファー】楽しいもんか。このままじゃボクは……。

  【あどみん】容疑は？

  【サイファー】容疑者の隠いん匿とく。

  【ラム】隠匿したんだ!?

  【サイファー】それは……。

  【あどみん】かばい立てをしても、立場が危あやうくなるだけだ。

  【サイファー】友達だから……。

  【サイファー】友達を売るようなマネはできない。

  【ラム】でもその娘こは、ゴンベー君を友達だって思ってないかもよ？

  【サイファー】そんなことは……。

  

  　サイファーは言いかけるが、すぐさまハッとした表情を浮かべた。

  

  【サイファー】その娘？

  【サイファー】どうして女性だと!?

  【ラム】だって顔に書いてあるし。

  【ラム】ボクがかばってるのは女の子ですーって。

  【サイファー】まさか……。

  【ラム】もちろん、ウ・ソ♪

  【ラム】相手は女の子以外、考えられないんだよね。

  【サイファー】……どうして!?

  【ラム】そんなの事件の概要がいよーを考えれば、誰だって分かると思うけど。

  【サイファー】…………。

  【あどみん】…………。

  【あどみん】な、なんにせよだ。

  【あどみん】隠し事は不要。仲間だからな。

  【サイファー】でも……。

  【ラム】かばうだけが友達じゃないでしょ？

  【ラム】言いにくければ、アタシがズバッと犯人の名前を言っちゃおうか？

  【ラム】ここなら誰にも聞かれないし、ゴンベー君の気持ちも楽になるかも。

  　ラムが提案したのと同時に、会場からどっと歓声がわき起こった。

  

  【あどみん】判決が出たようだな。

  【ラム】有罪ゆーざい？　それとも無罪!?

  

  　サイファーは神妙な面おも持もちを浮かべると、ゆっくりと口を開いた。

  

  【サイファー】有罪。

  

  　会場から割れんばかりの歓声が聞こえてきた。

  

  「なんか面倒めんどーなことになっちゃった」

  　いったん通話を終了させたラムは、しかめっ面つらで呟つぶやいた。

  『どうする？』

  　問うてくるあどみんに、ラムはうーんと唸うなり声を上げる。

  　住民の盛り上がりを考えると、極刑すら考えられる状況だ。

  「ゴンベー君は、ちょーどいい生贄スケープゴートってとこか……」

  『さっさと白状すればいいものを』

  「友情ゆーじよーを信じてるんだよ、ゴンベー君は」

  『だが身を滅ぼしては意味がない』

  「それでも信じたいってことだよ。うわべだけの関係じゃなくて、本当の友情ゆうじよーをね」

  　それがサイファーの行動原理だった。

  「よーするに、バカがつくほど正直しよーじきで素直ってこと」

  『ワシに言わせれば、ただの大馬鹿者だ』

  　あどみんは苦笑いする。

  「それじゃ、友情ゆーじよーを信じるゴンベー君のために、アタシたちも一肌脱ごっか」

  『カチコミでもかけるのか？』

  「ゴンベー君を信じるなら、あの娘も来てると思うんだ」

  『犯人が？』

  「そーいうこと。ワンちゃんの鼻だけが頼りだから、よろしくね♪」

  『む？　頼りにされては無下に断るわけにもいかんだろう』

  「んじゃ、アタシたちも友情ゆーじよーのためにがんばろう」

  　ラムとあどみんは行動を開始した。

  

  　法廷とは名ばかりで、大広間ホールはライブ会場のようだった。

  　奥まった場所に用意された簡素なステージには、被告人席がポツンと置かれているだけ。座らされているのは、もちろんサイファーだ。裁判員の席は特にない。弁護する者もいなかった。壇上にいるのは進行役のＣＰと、サイファーを見はる屈強な団員が数名である。

  　法廷ステージと傍ぼう聴ちよう席は簡単な柵さくで仕切られていたが、椅い子すがないせいか傍聴者は総立ちだ。傍聴者の体温で室内は蒸し暑く、酸欠になりそうなほど空気は薄い。だがそんなことはおかまいなしに、彼らは「有罪」コールを繰り返している。

  　集団心理で個は失われ、全体の意見に身を委ゆだねているのだろう。血走った目、荒い呼吸、上気した顔――。裁判開始直後から一部の傍聴者は熱くなっていたが、それが周囲に伝でん播ぱした結果がこれだ。正常な判断力など、もはや期待できない。

  

  　死刑！　死刑！　死刑！　死刑！　死刑！　死刑！　死刑！

  

  　有罪を求める声は、やがて「死刑」という具体的な内容へと変化を遂げていく。

  　サイファーは被告人席で、その一部始終を見守っていた。

  （ラムやあどみんなら、ＲＦＣ１８５５を信じなかったかも……）

  　あるいは他の選択をした可能性もあった。

  　だがサイファーに後悔はない。

  　事実を口にして、判決をひっくり返したいとも思わない。

  　盛り上がる傍ぼう聴ちよう者をよそに、サイファーの心は凪ないだ海のように穏やかだった。

  　自分の意思を貫つらぬくことで、人間として欠けていた何かを手に入れた気がしたからだ。

  （それにボクが消えたところで、特に実害はない）

  　むしろゲームは正常化するだろう。人間のために用意されたゲームなのだから、異分子サイフアーは消えたほうが何かと都合はよいはずだ。

  （それに死ぬのは怖くない）

  　データが消去されるなど、コンピュータ上では日常茶飯事である。だからこそサイファーは、すんなりと死を受け容いれることができた。

  「私は死刑には反対しますよ」

  　死刑を求めるシュプレヒコールの中、男の声がサイファーの耳に飛びこんできた。周囲の温度とは対照的な、落ち着いた大人の声だ。

  　声の主を求めて視線をさまよわせると、傍聴席の最前列にその男性は立っていた。仕立てのよい灰色グレーのスーツで身を固めた三十代の男性である。折り目正しいエリート風の紳士で、周囲に流されない理知的な眼まな差ざしからは、強い意思が感じられた。

  「意見があるようだな。言ってみろ」

  　ＣＰが口を開くと、騒がしかった室内が静まり返った。

  「ずっと聴いていたが、君は反論一つしていない。容疑は逃走援助罪なのだから、死刑など論外のはずでは？」

  　男の声は穏やかだが、部屋の隅々にまでよく通った。

  　さっそく傍聴者はざわめき出すが、

  「お兄にーさん、今いーこと言った！　死刑しけーなんて、おかしーでしょ!!」

  　と、意外にも同調する者が現れた。

  「キミたちは誰かを犯人スケープゴートにして、とりあえず安心したいだけじゃん」

  　つんざくような女の子の声が炸さく裂れつしたかと思うと、傍聴者が一斉に後ろを振り返った。

  （まさか……）

  　声をたどって出入り口に目をやると、鼻息を荒くしたラムが乗りこんでくるのが確認できた。その足下には、あどみんが付き従っている。

  　突然の闖ちん入にゆう者しやに、傍聴者は困惑の表情を浮かべていた。

  　しかしそれも長くは続かない。すぐさまラムを非難する声に変わっていく。

  　だがそんなことはものともせず、ラムは傍聴者を蹴け散ちらすような勢いで突撃を開始した。

  　泡を食ったのはＣＰだ。

  「つ、つまみ出せっ！」

  　ＣＰが一喝すると、室内を囲むように警備していた団員たちが、警棒を手に動き始める。

  　そしてそれが混乱の引き金になった。傍ぼう聴ちよう者の中にラムと団員が入り交じり、そこにあどみんが加わることで、室内はてんやわんやの大騒ぎである。そのせいで団員たちは思うように動けず、屈強な体も宝の持ち腐れとなっていた。一方、ラムは小柄な体を十二分に活いかし、泳ぐような手つきで人波をかき分けていく。

  　サイファーは、それを半ば呆ぼう然ぜんと見つめていた。

  

  【サイファー】ボクにかまわないほうが……。

  【サイファー】このままじゃ、ラムとあどみんもとばっちりを……。

  

  「友達でしょ！」

  　ラムは怒声を張り上げながら、人々の間を縫ぬうように進み続ける。サイファーとラムの距離は少しずつ、しかし着実に狭まっていた。

  「なぜだ？　君はなぜそこまでして、犯人のかばい立てを？」

  　男はジッとサイファーを見つめてくる。

  「まるでメロスだ。考えられないよ。そこまでする理由が――」

  　いよいよ室内は騒がしくなってきた。

  　――犯人をかばってんなら同罪じゃん？

  　――なんで擁よう護ごするわけ？

  　――有罪だろ、有罪！

  　――拷ごう問もんでもなんでもして吐かせればいい。

  　――死ね！

  「どうしてこうも人間は愚おろかなのか」

  　心ないヤジに、男の表情は見る間に曇る。

  「裁きを受けている彼のほうが、よほど人間的じゃないか……」

  「ホント、天然記念物級きゆーのお人ひと好よしだよね、ゴンベー君は」

  　ラムは団員に捕まることなく最前列にたどり着くと、これ見よがしな溜ため息をついた。

  「しかし、お兄にーさんとは意見があうね」

  「御ご挨あい拶さつが遅れましたが、ロールと申します。このような場でなんですが……」

  　ロールと名乗った男性は、軽く会釈してみせた。

  

  【あどみん】お嬢ちゃん、読みは当たったようだぞ。

  【ラム】了解りよーかい♪

  【サイファー】？

  

  「でも、なんでこんなことを……」

  　サイファーの問いに、ラムは肩をすくめてみせた。

  「友達を助けるのに、理由りゆーなんか必要ひつよーだっけ？」

  「それは……」

  　友達を信じ続けるという行為は、サイファーの心の拠よりどころである。理不尽な判決に従っていたのも、ＲＦＣ１８５５を盲目的に信じていたからだ。

  「裁判を妨害するのであれば、お前らも同罪だぞ？」

  　ステージで静観していたＣＰが一歩前に進み出た。その声には怒りがにじみ、顔も険しい。

  　だがラムは意に介さない。それどころかＣＰに舌をつき出してみせた。

  「ずいぶん大おーげさな騒ぎになってるけど、なんで事件が起きたか知ってる？」

  「敵ライバルが少ないほうが、何かと都合はいい。だから殺したのだろう？」

  「まあ、そーいうことだけど、それって、かなり大おーざっぱだよね」

  「なんだとっ!?」

  　ＣＰは目をむいた。

  「よーするに手紙の主は、イヴになりたかったってことだよ。だから女の子だけを狙ねらった」

  「そう簡単に事が運ぶとは思えん。それに不幸の手紙で本当に死ぬとも考えられない。女だけが死ぬ呪いでもかけてあったのか？」

  「正解せーかい♪」

  「ふざけるなっ！　そんなわけなかろう!!」

  　ＣＰは激げつ昂こうするが、ラムは少しも動じない。

  「現実世界なら絶対に起きないよ。でもサザーランドなら、超常現象ちようじよーげんしよーもプログラムとして片づけられる。心も体も世界も、ぜ～んぶ０と１データで作られてるからね。不ふ幸こーの手紙だって同おんなじ理屈。手紙に０と１で構成された呪いを添付しただけ」

  　ラムはイタズラをしでかす子供のような表情をすると、さらに話を続ける。

  「手紙を読むと死んじゃうプログラムって、なんかに似てると思わない!?」

  「ああ、なるほど。そういうことか」

  　ロールは納得したのか、手をポンと叩いた。

  （手紙を読むと死ぬプログラム!?）

  　だが考えていたのは一瞬だ。ブレイン・マシン・インターフェイスＢＭＩがサイファーの思考をくんで検索を実行。ＥＴＤに検索結果を表示していく。

  　だがサイファーが答えを出す前に、消え入りそうな弱々しい声が聞こえてきた。

  「コ、コンピュータウイルスです……」

  　聞き覚えのある女の子の声に、サイファーは思わず椅い子すから腰を浮かせた。

  「まさか……」

  　サイファーは声をたどり、傍ぼう聴ちよう席に目を向ける。

  　そこは今も大いに混乱しているが、声の主はすぐに見つかった。彼女だけが――ＲＦＣ１８５５だけが、前よりの席で身じろぎ一つしなかったからだ。

  　ＲＦＣ１８５５の顔は青く、そして険しい。悲壮感すらあった。

  「来てたんだ……」

  　呟つぶやくサイファーの心境は複雑だ。

  　ＲＦＣ１８５５が来てくれたことは素直に嬉うれしい。信じて待ったかいがあった。

  　だがその結果、ＲＦＣ１８５５はサイファーが座る椅子に腰を下ろすことになるだろう。

  　それは耐え難い苦痛を伴うに違いない。

  「ご、ごめんなさい……。まさか、裁判になるなんて……」

  　ＲＦＣ１８５５は深々と腰を折った。

  　そんなＲＦＣ１８５５の手には、例の茶封筒が握られている。

  「こんなはずじゃ……なかったんです……」

  　ＲＦＣ１８５５は胸に手を添え、苦く悶もんの表情を浮かべる。

  「平気へーき平気へーき、友情ゆーじよーは守られたわけだし」

  　ラムはニッと笑う。

  「さ、裁かれなければいけないのは、私のほうなのに……」

  「なんだと？　では、おまえが今回の――」

  　ＣＰはＲＦＣ１８５５を注視すると、すぐさま団員に目配せする。

  　だが彼らが動くよりも先に、ＲＦＣ１８５５は行動に出た。

  「近づかないでください！」

  　ＲＦＣ１８５５が声を張り上げると、それに気け圧おされた団員たちがピタリと止まる。

  　そしてそれを確認する間もなく、手にしていた茶封筒を頭上に掲げた。

  「わ、私に近づくと感染しますっ！　死にたくなければ離れてください!!」

  　その告白に衝撃を受けたのは傍聴者だ。彼らは絶叫したかと思うと、出口に向かって一目散に駆け出した。瞬またたく間に室内は大騒ぎになるが、それも長くは続かない。潮が引くかのように傍聴者は捌はけ、室内には関係者だけが取り残された。

  「ぜ、全部、私がやったことです……。サイファーさんは、何も悪くないです……」

  　静せい寂じやくを取り戻した室内に、ＲＦＣ１８５５の声が静かに流れていく。

  「どうして、あんなことを？」

  「イヴになるためです」

  　ＲＦＣ１８５５は落ちついた口調で告白した。

  「私は新世界に行きたかった。こんな作られた世界じゃなくて、悩みも何もない世界に……」

  　そのために方はこ舟ぶねに乗ったのだとＲＦＣ１８５５は続けた。

  「もっと別の方法だって、あったかもしれないのに」

  「そうですね、そのとおりだと思います。でも私は考えつかなかった。こうするのが一番だと信じた。バカみたいですけど……」

  　ＲＦＣ１８５５は自じ嘲ちよう気味に笑った。

  「でも私のゲームは、ここでおしまいです」

  「おしまい!?」

  　疑問を投げかけるサイファーの前で、ＲＦＣ１８５５はカッと目を見開いた。ついで甲高い音とともに、その体に亀き裂れつが走り抜ける。

  「まさか――」

  　サイファーはステージを下りると、柵さくを飛び越えてＲＦＣ１８５５のもとに駆け寄った。

  「ネチケットを無視した罰です……」

  　苦笑いするＲＦＣ１８５５の体が、前のめりに倒れていく。サイファーは慌ててＲＦＣ１８５５の体を支えると、そっと床に寝かしつけた。すでにヒビは顔に、手足に、そして衣服にまで波及しており、手の施ほどこしようがないのは一目で分かる。

  （ボクが死ぬのはかまわない。でも……）

  　データでしかないサイファーは、死んだところでたいした問題ではない。だがＲＦＣ１８５５は人間だ。その意味も価値も次元が異なる。

  「人間が……。君が死んじゃ意味ないのに……」

  「そんなことないです。私は自じ業ごう自じ得とくですから……」

  　すべてを告白することで気が楽になったのだろう。ＲＦＣ１８５５の表情は晴れやかだ。

  「マナーを守ってゲームを進めていけば……。こんなことには……」

  　ＲＦＣ１８５５の体が崩れ始めた。皮でもむけるかのように皮膚テクスチヤがはがれ落ち、素体ボデイがむき出しになっていく。体に生じた亀裂は深刻さを増し、指が、腕が、体が、乾いた粘土細工のように崩れ始めた。

  「……皆さんには感染しません。安心してください……」

  　ＲＦＣ１８５５はニコリと笑うと、手にした茶封筒をサイファーに差し出した。

  「……よかったら、あとで読んでください」

  　そしてそれがＲＦＣ１８５５の最期の言葉になった。

  

  ▲８０４４▼

  

  　ＲＦＣ１８５５が起こした一連の事件は、その死をもって解決の運びとなった。

  　とはいえ、出回った不幸の手紙が回収されたわけではない。それは今も密かに飛び交っているようで、都市伝説にも似た語り種ぐさとなっていた。

  　ただ仕組みが解明されたことで、不幸の手紙自体は脅威ではなくなっている。電子メールと一緒で、怪しい手紙は読まずに捨てることを徹底したおかげだ。

  　公開裁判で有罪判決を受けたサイファーは、罪には問われないことになった。ＲＦＣ１８５５が犯行を告白したことで容疑が晴れたからだ。有罪に歓喜し、死刑を望んだ住人たちも、今は熱病から快復したかのように平静さを取り戻している。法廷に乱入したラムとあどみんも罪には問われなかった。ただし、ＣＰにはキツイお灸きゆうを据えられていたが……。

  　多くの犠牲を払うことで街に平和は戻ったが、実のところ状況は何も変わってはいなかった。神のゲームは継続中であり、ＲＦＣ１８５５の件も、プレイヤーの一人がゲームオーバーになったにすぎなかったのである。

  

  　サイファーは自室で溜ため息をついていた。

  　理由は簡単だ。先の事件が心から離れず、気持ちにも整理がついてなかった。

  　そしてその象徴が手紙だ。

  　サイファーはテーブルに置かれた一通の封書に目を向けた。ＲＦＣ１８５５が遺のこした手紙である。その死から数日がたった今も、サイファーは手紙を読むことができずにいたのだ。

  　だがしかし、いつまでもＲＦＣ１８５５の死を引きずってはいられない。サイファーは胸中に蔓延はびこる迷いを振り払うと、封書に収められた一枚の便せんを取り出した。

  

  サイファーさんへ

  あなたがアダムで、私がイヴで……。

  そうなればいいな、なんて思っていました。

  どうか御無事で。

  ＲＦＣ１８５５こと、川本みのり

  

  　サイファーは便せんを封筒に戻すと、そっと目を閉じた。

  （神がゲームを企画しなければ、ＲＦＣ１８５５は死なずにすんだかもしれない）

  　だがその原因を作ったのは、外ほかならぬ人間自身である。自じ業ごう自じ得とくなのかもしれないが、人間らしさのカケラもない最期だった。

  （こんなゲームは間違ってる）

  　しかし、そのゲームがなければＲＦＣ１８５５に出会うこともなかった。

  （ボクが生まれることも……）

  　考えれば考えるほど憂ゆう鬱うつさは増していく。そして気持ちは深く沈みこんだ。

  　サイファーが深みにハマりかけたときである。ＥＴＤに窓が開き、自宅にいるはずのラムから、通話を求めるメッセージが表示されたのは。

  「こっちに来ればいいのに」

  　おそらく「面倒めんどー」なのだろう。

  　サイファーが苦笑しつつ通話を了承した途端、窓にラムの顔が映し出された。

  

  【ラム】探偵たんてーでも始めよーと思うんだけど、どーかな？

  【サイファー】は？

  

  　ラムの突然の宣言に、サイファーはポカンと口を開いた。

  

  　神はゲームの展開に満足していた。

  　弱き者は着実に淘とう汰たされ、新人類ポストヒユーマンにふさわしいプレイヤーだけが順当に勝ち残っている。まさに理想的な流れである。それはすなわち、自分の正当性を示すものだった。

  　結局、人間は仮想世界でも醜みにくい争いを続けている。もしプログラムに沿って人間を進化させていたら、現実世界は壊かい滅めつ的な被害に遭っていたかもしれない。もちろん新人類ポストヒユーマンも絶滅していただろう。

  　神は浄水池に浮かぶ男の死体へと目を向けた。

  　名前ＩＤはカスケード。ゲーム開始直後、暴動に巻きこまれてゲームオーバーになったプレイヤーの一人だ。かれこれ一か月も放置されているせいか、かなり腐敗が進行している。その体は体内に溜たまった腐敗ガスで巨人のように膨ふくれ上がり、生前の姿を想像するのは難しい。しかも体からは、廃液にも似た体液が染み出ていた。病原菌カスケード・ウイルスだ――。感染後の症状は、体の崩壊である。

  　それが不幸の手紙のネタ元であり、ＲＦＣ１８５５にその仕組みを伝授したのは神だった。贔ひい屓きのためではない。ゲームを円滑に進めるための、ちょっとしたイベントを提案したのだ。

  　神は顔をくしゃくしゃにして笑うと、遺体に一いち瞥べつをくれた。

  

  ▲８０２０▼

  

  ■プレイヤーの皆さまへ

  サザーランドの生活には慣れましたか？

  退屈な毎日を送ってはいませんか？

  そんな皆さまに、とっておきのイベントを御用意しました。

  知恵と勇気を振りしぼり、腰を据えてゲームに取り組むのも結構ですが、たまには運試しなどいかがでしょうか？

  

  ■イベント詳細



  ・場所：サザーランドの某所


  ・時間：明日の午前〇時


  ・内容：ランダムに選ばれた地区を「丸ごと消去デリート」します。


  

  進化とは偶然の産物。

  それは新人類にも該当するのではないでしょうか。

  運を味方につけ、ゲームの勝利を目指してがんばってください！

  では幸運を――。



  


  第三章　遊技終了 Game Over

  

  　神が企画したイベントは、ほぼ例外なく住民プレイヤーを絶望のどん底へと叩たたき落とした。

  　消去デリートされる場所が無作為ランダムである以上、別の地区に避難することもできず、対応策が何一つないからだ。まさに運任せである。

  　住人にできたのは一心不乱に祈ること――。

  　それだけだ。

  　そして実際、抱きあいながら祈りを捧げる者たちがいた。

  「あと一分で〇時になるよ」

  　サイファーは自室の掛け時計に目をやると、あどみんを抱きしめながら震えているラムに声をかけた。二人とも顔は病的なほど真っ青で、いつもの元気のよさは鳴りを潜ひそめている。気絶しないのが不思議なほどで、視線は救いでも求めるかのように天井へと向いていた。

  　ラムとあどみんがサイファーの部屋にいる理由は単純だ。

  　そのときを一人で迎える勇気がなかったからである。

  「怖いの？」

  　サイファーが訊たずねると、

  「あったり前でしょ!!　Ｓ地区ここが消去しよーきよされたらゲームオーバーなんだよ!?」

  　ラムは体をわななかせた。

  　再び部屋に静せい寂じやくが訪れる。

  

  　カチカチ――

  

  　秒針が奏でる無機質な音が室内に響く。

  　それが癇かんに障さわるのだろう。

  　ラムとあどみんの体は、音に反応するかのようにピクピクと震えていた。

  「ゴンベー君は怖くないの？」

  「怖い？　どうして!?」

  「どうしてって……。アタシたち、消えちゃうかもしれないんだよ？」

  　ラムは理解できないとでも言いたげな表情でサイファーを見つめてきた。

  （怖い、か……）

  　サイファーは、その言葉の意味を思い浮かべた。

  （消去デリートされるということは、ボクが世界から消えるということだ。つまり死ぬってこと？）

  　しかし死んだ経験がないので、今一つピンとこない。

  （ラムとあどみんも、死んだ経験はないはずだけど……）

  　だとすると、怖がる必要などなかった。

  　しかし理屈はともかく、二人が死を恐れている事実に変わりはない。

  （何か僕にできることがあれば……）

  　〇時まで、あと三十秒。

  　妙案を思いついたとしても、行動を起こす時間がなかった。

  （結局、人間としての経験が足りなかったのかもしれない……）

  　やりたいこと、やれるはずだったこと――。

  　自分の意思とは無関係に自由を奪われるのは、悲しいことかもしれない。

  　だからこそ人間は、ゲームの展開で一いつ喜き一いち憂ゆうするのだろう。

  （でも人間としてのルーツがないボクにとって、死は悲しむべき出来事イベントじゃない）

  　ふとサイファーの胸に、針でつついたかのような鋭い痛みが走った。

  （なんのために、ボクはこの世界に……）

  　神の意図は理解できる。プレイヤーの中に異分子を送りこむことで、ゲームは複雑化するからだ。それを勝ち抜いてきた者は適応力に優すぐれ、新人類としてもふさわしいに違いない。

  　ただそれは神の目的であって、サイファーの生きる指針にはなり得ない。むしろ大きな苦痛と苦悩を伴っていた。必要なこととはいえ、データであることを隠し、仲間を欺あざむいているのだ。信頼関係を築くには嘘うそは御法度である。命を預ける相手であれば、なおのことだ。

  　サイファーは一つ息をつくと、掛け時計に注目する。悩んでいる間に、早くも秒読み段階カウントダウンだ。

  （考えるのは助かってからにしよう。ここが消えれば、そんな意味もなくなる……）

  　サイファーは秒針を睨にらみつけた。

  「あと十秒」

  　サイファーの呟つぶやきに反応し、

  「キャーッ！」

  　と、ラムは首をすくめて絶叫した。

  　だが、それを無視して時は刻まれていく。

  「あと五秒、四秒、三、二、一――」

  　秒針が頂点を指し示した。

  　辺りは静せい寂じやくに包まれ、ラムとあどみんの荒れた呼吸音だけが微かすかに響いている。

  （何も起きない……）

  　サイファーは体を入念にチェックするが、これといって異常は見つからなかった。

  　それは室内も同様だ。床、壁、天井ともに問題はなく、家具等が消失した形跡もない。窓辺へと足を運び、外の様子を確認するが、見慣れた景色が確認できただけである。

  （ということは……）

  「消去されたのは、別の地区かもしれない」

  　サイファーが口を開いた途端、ラムとあどみんはヘナヘナと床にくずおれた。

  「た、助かったぁ……」

  『寿命が十年ほど縮まったぞ……』

  　ラムとあどみんが安あん堵どの溜ため息をつく中、サイファーはＲＦＣ１８５５を思い出していた。

  （君は今、どうしているんだろう？）

  　ＲＦＣ１８５５の死はサイファーの心に穴をうがち、強い喪失感を与えていた。

  （死んでしまえば考えることもない。だから、つらくはないのかな……）

  　むしろしんどかったのは、遺のこされたサイファーのほうだ。

  （死は寂しい……。そして死は悲しい……）

  　だからこそ、人間は死を恐れるのかもしれない。

  　サイファーは納得すると、ＲＦＣ１８５５のために、そして今まさに死したであろうプレイヤーのために祈りを捧ささげた。

  

  ▲６８６１▼

  

  　地区の消去という最悪のイベントが行われた翌日――。

  　サイファーとあどみんは、連れ立って大通りを歩いていた。

  　一時期は暴徒であふれていた大通りそこも、今は嘘うそのように落ち着いている。人通りもそこそこで、なかには車やバイク、自転車を使って移動する強つわ者ものもいるほどだ。

  　あいかわらず道端には死体やゴミが散乱し、衛生面に大きな課題を抱えていたが、少しずつ環境も変わり始めていた。自警団が地道に活動した結果である。他の地区は不明だが、この調子でＳ地区の環境が改善され続ければ、商店街の誕生もあり得るだろう。いずれは金を稼ぐ必要が出てくるかもしれない。実際、ラムは早くもそれに着手していたが、探偵業に需要があるかどうかは定かではない……。

  　なんにせよ、それらが実現するには多くの困難が伴うはずだ。最悪、基盤が調う前にゲームが終わる可能性もあった。

  『消えたのはお隣のＴ地区らしい。お互い、命拾いをしたな』

  　あどみんは心底ホッとした表情を浮かべると、並んで歩くサイファーを見上げた。

  「だからって、何も確認しに行かなくても……。危なくないのかなぁ？」

  　消去されると街はどうなるのか。

  　そんなラムの疑問に答えるべく、サイファーとあどみんはＴ地区に向かっていた。

  　ラムは例によって「面倒めんどー」だからとの理由で辞退し、部屋で待機中である。使いっ走りにされている感もあるが、ラムなりに思うところがあるのかもしれない。

  『後学のためだ。そのうち何かの役に立つだろう』

  　その何かは見当もつかないが、言われてみるとそんな気がしてくるから不思議だった。

  　長屋からＴ地区までの距離は数キロほど。散歩がてら様子を確認しに行くには、ちょうどよい距離である。Ｔ地区に行くことを了承したのは、そんな理由からだ。

  　通りに沿って三、四十分ほど歩いたころ、前方に奇妙な景色が見えてきた。

  「あれは……」

  　サイファーはすっと目を細め、前方を凝視する。

  　そこには何もなかった。

  　地区の境で道が唐突に途切れていたのである。その先には建物もなければ街路樹もない。空も大地も確認できず、空間すら存在してはいなかった。代わりに満ちていたのは闇やみだ。実際には闇それすらも見当たらず、そこには無が居座っていた。

  『まさに消去だな。塵ちり一つない』

  「街を消すことも、わけないんだ……」

  『相手は神だ。ボタンを押すような気楽さで奇跡を起こせる』

  　悪寒でも感じたのか、あどみんは体をブルッと震わせた。

  「奇跡、か――」

  　だがそれはサザーランドにおける奇跡であり、実のところＴ地区という情報データを削除したにすぎない。プレイヤーは結果だけを目撃するので、奇跡が起きたように錯覚するだけだ。

  （だとしても、ボクらにとっては現実以外の何ものでもない）

  　そのことを再確認したとき、ラムから通Ｖ話Ｃの申し出があった。

  

  【ラム】なんか面おも白しろいものとか見つかった!?

  【サイファー】うん。特に何にもなかった。

  【ラム】じゃあＴ地区の消去しよーきよはガセ？

  【サイファー】そういう意味じゃなくて、本当に何もないんだ。

  【サイファー】綺き麗れいサッパリ消えてるってことだよ。

  【あどみん】清すが々すがしい。

  【ラム】そっか……。

  【ラム】神様も容赦よーしやないね。

  

  　ラムは表情を曇らせるが、すぐに立ち直って話を続ける。

  

  【ラム】せっかくだし、Ｋ地区に行ってみる気はない？

  【ラム】うんうん、そーだよね。やっぱ行ってみたいよね。

  【サイファー】まだ何も言ってないんだけど……。

  【サイファー】そもそも話が飛躍しすぎだし、しかも意味が分からない。

  【あどみん】お嬢ちゃん、何かあったのか？

  【ラム】お。さすがワンちゃん、動どー物ぶつの勘♪

  【ラム】実は初めての依頼だったりして。

  【サイファー】探偵の？

  【ラム】もちろん！　まあ、パトちゃんからの依頼だけど……。

  【サイファー】誰それ。

  【あどみん】ワシらの知人か？

  【ラム】ＣＰのことだよ。いっつもパトロールしてるからパトちゃん。

  【サイファー】けどＣＰが依頼って……。どんな内容なの？

  【ラム】Ｋ地区がゴーストタウンになっちゃったんだって。

  【ラム】しかも幽ゆー霊れーが出るらしいよ。

  【あどみん】眉まゆ唾つば物ものだな。

  【ラム】まあ、そーなんだけどさ。

  【ラム】とにかく、その原因を調査ちよーさしてほしいんだって。

  【サイファー】で、ボクたちに行ってこいと。

  【ラム】ご明めー察さつ♪

  【サイファー】ラムは？

  【ラム】アタシは考える人。ゴンベー君は？

  【サイファー】動く人……？

  【ラム】そーいうこと。

  【ラム】Ｔ地区に到着とーちやくしたら状じよー況きよーを報ほー告こくするよーに。

  【ラム】推理するから。

  

  　ラムはニッコリ笑うと、用件だけを述べて一方的に会話を終了した。

  『どうする？』

  「どうするって言われても……」

  『せっかくだ。幽霊とやらを拝おがみに行くとしよう』

  　あどみんは軽快な足取りで走り出し、

  「仕方がない。つきあうか……」

  　サイファーは重い気持ちを引きずるように歩き出した。

  

  　ラムは部屋で付箋紙メモを眺めていた。

  　壁や天井、床にまで貼はりつけられた付箋紙それは、まるで魔ま除よけの御札である。付箋紙の枚数は千枚にもおよび、もはやメモのレベルを遥かに超えていた。ラムだから使いこなせるのであって、一般人にはとても真似できない神かみ業わざである。しかも付箋紙は、日に数十枚ペースで増え続けている。要点だけを押さえているつもりだが、人がいかに多くの情報データに触れているかを気づかされる瞬間だ。すでに奥の部屋も付箋紙の侵入を許しており、すぐにそれは廊下や玄関へも進軍を開始するだろう。

  　仮想世界で身につけた手法ではない。現実世界の経験を活いかしていたのだ。気になったら、すぐ貼りつけ。メモ魔ならぬ付箋紙魔といったところである。学生らしく教科書やノートはもちろんのこと、趣味で読んでいる文庫本ミステリーにまで貼りつける始末だ。

  （まさか、こんなところで役立つなんてね）

  　もっとも眠れば消えるという頼りない記憶である。付箋紙を失った時点でゲームオーバーのようなものだろう。ラムは誰かの助けなしでは生きていけなかった。

  　ラムは苦笑すると、付箋紙の一枚をジッと見つめる。

  

  ■ゴンベー君の正体について

  敵かもしれないと思ったけど、それは大間違いだった。

  手に手を取り合って事件を解決しなきゃ。

  

  「ゴンベー君の正体について、か……」

  　ラムは指先で頭をかくと、文字に食い入った。

  「違和感ありまくりだよね、これ」

  　前半の丸っこい文字はラムのものだが、途中から明らかに筆跡が変わっていた。

  　これでは別人が書きましたと声高に叫んでいるようなものだ。推理するまでもない。

  「やっぱゴンベー君には、何か重大じゆーだいな秘密があったりして……」

  　思いあたる節はいくつかあった。

  

  　――検索結果に載ってるし……。

  

  　ゲーム開始直後、暴徒と相対したサイファーが口にした言葉だ。

  　よくよく考えるまでもなく意味不明トンチンカンな話である。生死の分かれ目で検索結果に頼るなどあり得ない。積み重ねてきた経験がものを言う状況シチユエーシヨンである。

  　サイファーへの疑惑は他にもあった。

  　ＲＦＣ１８５５が果てた際も、サイファーは不可思議な言葉を口にしていたのである。

  

  　――人間が……。君が死んじゃ意味ないのに……。

  

  「人間って単語が、真っ先に出てくるんだよね……。君でもＲＦＣ１８５５でもなくて、どーして人間なんだろ……」

  　まるで自分が人間ではないかのようなセリフである。

  （でもそー考えると、つじつまはあうよーな？）

  　ラムは眉み間けんにシワを寄せると、むむむっと唸うなり声を上げた。

  （だとしたら、ゴンベー君の正体しよーたいは!?）

  　判断材料が少ないので確証はない。だが人間以外の何かなのは間違いないだろう。

  「でも人間以外の何かって？」

  　さすがのラムも、その何かについては皆目見当がつかなかった。

  （とにかく、その何かがプレイヤーとしてゲームに参加しているわけだ。で、その理由りゆーは？）

  　ラムは熱が出るほど頭を働かせ、集めた情報を整理し始めた。そこから仮説を立て、検証し、適切な答えを導き出していく。

  　何かについては不明なままだが、ゲームへの参加理由は二つほど考えられた。

  　一つはゲームのクリア。

  　もう一つはゲームの攪かく乱らんである。

  　そしてそのどちらにも、とある人物の存在が垣かい間ま見えた。

  （もしかして、神様の手先とか……）

  　それなら何食わぬ顔でゲームに参加していても不思議はない。

  （じゃあ敵？　それとも味方!?）

  　だがサイファーがラムの、そして皆の脅威になるかというと、必ずしもそうではなかった。

  「善人が服を着て歩いてる感じだもんね……」

  　不審点はあるにせよ、今のところサイファーから害意は感じられない。むしろ疑ったことに罪悪感を覚えてしまうほどである。

  　ラムは艶つややかな黒髪を乱暴にかくと、これ見よがしな溜ため息をついた。

  「ま、ゆっくり考えるか」

  　幸い、推理する時間はたっぷりある。サイファーをＫ地区に向かわせたのは、留守中に秘密を解明し、それを裏付ける決定的な証拠を入手するためだ。要するに時間稼ぎである。Ｋ地区の幽霊騒動も同時に処理できるので、まさに一石二鳥だった。

  「んじゃ、行動こーどー開始といきますか！」

  　ラムは意気揚々と部屋をあとにした。

  

  「……なんかヤな感じがする」

  　元気よく部屋を飛び出したラムだが、数歩と進まぬうちに立ち止まっていた。推理を楽しもうという気持ちは急速にしぼみ、胸の内側にはモヤモヤとした嫌な感覚が立ちこめている。

  　いちいち自分の心境を確認するまでもない。

  　ラムの胸中に去来したのは不安感だ。

  　あらためて辺りを見渡すと、静まり返った長屋はお化け屋敷のようにも見えてくる。今にも物陰から得体の知れない何かが飛び出してきそうな雰囲気だ。

  　そう考えると、視界に入るすべてのものが怪しく感じられた。しまいには澄んだ青空にさえ不気味さを覚え、燦さん々さんと輝く太陽にひやりとしたほどである。

  　サイファーの正体を探るため、単独行動を望んだのはラム自身だ。しかし、いざ一人になってみると、どうにもこうにも落ち着かないのである。家で親の帰りを待つ子供のような心境に近い。とにかく心細かった。

  （そういえば、独りぼっちって初めてかも……）

  　ゲーム開始直後から、ラムの側そばにはサイファーが、そしてあどみんがいた。絶望してもおかしくない状況下で、ラムが自慢の頭脳を駆使できたのも、仲間の存在があればこそである。高い知力も暴力の前では無力に等しい。今のラムは無防備そのもので、暴徒に襲おそわれでもしたら一巻の終わりゲームオーバーだった。

  「仲間、か……」

  　するりと思考に紛れこんできたその単語に、ラムは目を瞬しばたたかせた。だがしかし恐怖心にはあらがえず、その単語は頭の中から消え失せていく。

  「早く帰ってくればいいのに……」

  　絶望的な気分に陥ったとき、眼球型ディスプレイＥＴＤに通話を求めるメッセージが表示された。

  

  【サイファーさんからのコンタクトです。通話を始めますか？】

  Ｙｅｓ／Ｎｏ

  

  　ラムはホッとする間もなく通話を開始した。

  

  【ラム】ゴンベー君、今どこっ!!

  

  　窓にサイファーの顔が表示されるや否や、ラムは叫んでいた。

  　力んだせいか、体がポッと火ほ照てっている。

  

  【サイファー】どこって、まもなくＫ地区なんだけど……。

  【ラム】あ。

  【ラム】忘れてた……。

  【サイファー】は？

  【サイファー】忘れてたってＫ地区のことを!?

  【ラム】ま、まさか……。

  【サイファー】居眠りしてたとか？

  【ラム】いや、そーじゃなくて……。

  【サイファー】……なんか顔色が悪いけど、大丈夫？

  【ラム】もちろん！

  【ラム】あったり前でしょ！

  【ラム】ぜんぜん平気へーきだし！

  【サイファー】それならいいんだけど……。

  【サイファー】とにかく適当に歩き回ってみるよ。

  【サイファー】何か分かったら、また連絡するから。

  【ラム】あっ……。

  

  　ラムは思わず呼び止めるが、二の句が継げなかった。

  （早く帰ってこい……なんて言えないもんね……）

  

  【ラム】ゴメン、なんでもない。

  【サイファー】んじゃ、またあとで。

  

  　通話を終えた途端、ラムは深い溜ため息をもらした。

  　穴があったら入りたいというレベルではない。穴を掘ってでも身を隠す必要があった。

  　不安感で自分を見失い、動揺していたのだろう。終始、冷静さに欠ける発言を繰り返していた。思い出すだけで顔が赤くなるほどだ。

  「アタシとしたことが……」

  　だがサイファーと話すことで、いくらか調子も上向いたようだ。恐怖心も若干ではあるが、薄らいでいる。

  「今日のところは勘弁してやろーかな」

  　負け惜しみにも似た言葉を口にしたときだ。

  　ラムは足下に描かれた自分の影に、別の人影が重なっていることに気がついた。

  「何がですか？」

  　背後から聞こえてきたのは、落ち着き払った男の声こわ音ねだ。

  　まさかの事態に、ラムは顔を引きつらせた。鼓動が速まり、どっと冷や汗が浮かんでくる。　

  　ラムは砕けそうになる腰をかばいながら、おそるおそる振り返った。そこにいたのは暴漢でもなければ化け物でもない。スーツ姿の男性である。営業にでも来たかのような雰囲気だが、ラムは男に見覚えがあった。裁判の際、判決に異議を唱えた唯一の男性だ。

  「すみません。脅おどかすつもりはなかったのですが……」

  　男は申し訳なさそうな顔で陳謝した。

  「この前のお兄にーさん……」

  　ラムはホッと溜め息をつく。安心感からか、その場にへたりこみそうになったほどだ。

  「えっと確か……。ロールさんだっけ」

  「ええ」

  　ロールは穏おだやかな笑みを浮かべてみせた。

  「アタシに用事よーじ？」

  「いえ、彼に会えればと思いまして」

  「ゴンベー君のこと？　ゴンベー君なら留守だよ？」

  「そうでしたか。それは残念」

  　だが口で言うほど残念そうな素振りはなかった。

  「今Ｋ地区だから、帰りは遅くなるんじゃないかな」

  「なるほど」

  「待つ？　それとも出直す!?　伝言があれば伝えるけど」

  「いえ、少し話ができればと思っただけですから」

  　ロールは丁てい寧ねいな口調で辞退し、ラムに背を向けて歩き出した。

  　だがすぐに立ち止まると、

  「あのとき――。彼、妙なことを口走りませんでしたか？」

  　ロールは独り言のようにポツリと呟つぶやいた。

  「妙みよーなこと？」

  　ラムは問い返すが、すぐにピンときた。

  （妙なことって……。やっぱアレのことだよね）

  　ロールの話とサイファーの言動を加味して推理すれば、自おのずと答えは出てくる。

  　ロールもまた、サイファーの行動に思うところがあったのだろう。それだけサイファーには、妙な点が多かったということだ。

  　ラムとロールが異なるのは、直接サイファーに探りを入れようとしたことである。回りくどいことが嫌いなのかもしれない。

  （アタシなら推理を楽しむところだけど……）

  「いえ、いいんです。気になったので、ちょっとチェックしに来ただけですから」

  　ロールは苦笑いすると、のんびりとした足取りで歩き出した。

  「チェックって、何を？」

  　ラムは小首をかしげた。

  

  　

  　地区を消去デリートするという信じがたい出来事は、サイファーの心に重くのしかかっていた。

  （どうして、あんなことを……）

  　とてもＫ地区で調査を行えるような精神状態ではない。だが一方で、なぜそんなことをするのか確かめたくもあった。そしてそれを知るには、地道に情報を集めるしかないだろう。

  　だがＫ地区の惨状を目まの当たりにした途端、サイファーは激しく後悔した。

  「これは……」

  　サイファーの目に飛びこんできたのは、路上に転がる死体である。一体だけではない。ざっと見渡しただけでも数体は確認できる。新しいものから腐敗が進んだものまで様々だ。性差も特になく、年齢もバラバラ。生前の姿が想像できない死体も多く見られた。

  　辺りには強烈な腐敗臭が漂い、ガスが発生しているのか目が染しみる。ゴミ問題も解消されてはいないようで、およそ人が住めるような住空間ではなかった。事実、街には人っ子一人おらず、生きているのは死体に群がる小動物と害虫だけという有様だ。Ｓ地区の環境に慣れ親しんだサイファーには、心身ともにこたえる劣悪な環境である。

  『幽霊都市ゴーストタウン。言い得て妙だな』

  　あどみんの感想も当然で、今にも幽霊が現れそうな怪しげな雰囲気だ。

  「気のせいかもしれないけど……。なんだか見られてる気がする……」

  　サイファーは、ゆっくりと周囲を見渡していく。

  『注目の的だからな』

  「注目？」

  『仏さんだ』

  　あどみんは死体の側そばにトコトコと歩み寄ると、それをジロリと一いち瞥べつする。

  （確かに、恨めしそうな目で見てる気がする）

  　意識しすぎかもしれないが、どの死体とも不思議と目があった。

  （暴徒に襲おそわれたのかな。それとも幽霊の仕業とか？）

  　だが、それ以外の死因も見受けられた。体に亀き裂れつが生じている死体である。精巧に作られた磁器人形のような感じだが、その現象には見覚えがあった。

  「これって不幸の手紙の……」

  　体が粉こな微み塵じんに砕けるような怪現象は、それしかない。

  （Ｋ地区にまで……。ということは、他の地区でも発生してるのかもしれないな……）

  　不幸の手紙が原因でゴーストタウン化した可能性もあるが、サイファーはそれ以上、深く考えなかった。

  （それはボクの仕事じゃない）

  　それに悩んだところで結論など出ないのだから、無駄に時間を費やす必要はなかった。

  　サイファーにできることは一つだけ。

  　ラムの手足に徹し、情報をかき集めることだ。

  　あとはラムが推理し、事件を解決するだろう。

  （とりあえず、適当に見て回ろう）

  　そして早々に退散するのが得策だろう。

  　サイファーは顔をしかめると、足下に横たわる腐乱死体を観察した。

  （医学の知識でもあればよかったんだけど……）

  　死因から何かを察知するには、明らかに知識不足だ。

  （余計な仕事を引き受けちゃったかな）

  　早くも後悔したとき、サイファーは液状化した虚うつろな瞳ひとみと視線があった。

  「うっ……」

  　吐き気をもよおすほどの醜しゆう悪あくさに、サイファーがうめいたときだ。

  「０‘％＄■％‘ＡＡＡａａ亜亜亜亜アアアァァァ！」

  　おぞましい雄お叫たけびとともに、腐乱死体がむくりと起き上がった。

  「これは……」

  『な、なんと！』

  　サイファーとあどみんが目をむく中、その腐乱死体は生きた死体ゾンビよろしくむっくりと起き上がった。その弾みで腐った肉片が削そげ落ち、骨が露出するが、痛みを感じている様子はない。それどこか一歩、また一歩と、内臓を引きずりながらサイファーに近づいてくる。

  　奇声があちらこちらで上がり始め、腐乱死体が続々とゾンビ化していく。

  『どうなってる!?』

  「ボクに言われても……」

  　動揺するサイファーの視界に窓が開き、自動的にＶＣが起動した。

  

  【ラム】何か面おも白しろいものでも見つかった？

  【ラム】いや、別に寂しいってわけじゃないんだけど……。

  【サイファー】ゴメン。

  【サイファー】それどころじゃないんだ。

  【ラム】は？

  

  　サイファーはＶＣを終了すると、迫りくるゾンビの一体にケリを入れた。

  　もともと腐っているせいだろう。ゾンビの体は想像以上にもろい。粘土でも踏みつけるような感触とともに、ゾンビの体に風穴が空いた。拍子抜けするほど簡単にゾンビは昏こん倒とうし、物言わぬ腐乱死体に逆戻りしていく。

  『ふむ。強くはなさそうだ』

  「もしかして不具合バグかな……」

  　近づいてくるゾンビの数は、全部で五体。

  　悪夢のような光景だが、幸いゾンビの動きは緩かん慢まんだ。戦闘力も特に感じない。判断力も原始生物なみで、直線的に迫ってくるだけである。見た目はともかく脅威は感じなかった。

  　それでもサイファーは油断せず、ケリだけで五体のゾンビを駆逐していく。拳こぶしでゾンビに触れるのは、さすがにためらわれた。

  「不具合バグだとしたら、とんでもないな……」

  　だが愚ぐ痴ちる間もなく、どこからか悲鳴が聞こえてきた。

  『あっちだ』

  　あどみんは鼻をヒクヒクと動かしたかと思うと、颯さつ爽そうと駆け出した。サイファーもそれに続く。やがて前方に小学生とおぼしい二人組の女の子の姿が見えてきた。彼女たちは四方をゾンビに囲まれ、身動きが取れない状況だ。というのも一人は完全に腰を抜かしており、地面にぺたんと座りこんでいた。もう一人の女の子は、果敢にもゾンビを牽けん制せいしている。効果はなかったが……。

  『行け、小僧!!』

  　命じられるまでもない。サイファーは駆けてきた勢いそのままに躍り出ると、ケリだけで四体のゾンビを排除した。

  　だが、すぐに警戒を解くことはしない。サイファーは辺りに目を配り、問題がないことを確認してから、そっと息を吐き出した。

  「た、助かった～」

  「……こわかった」

  　二人の女の子も安あん堵どしたらしく、その場でぺたんとしゃがみこんだ。

  　双子なのか瓜うり二ふたつで、髪型と服装以外で見分ける術すべはない。一人は短髪シヨートヘアで、ロングＴシャツにショートパンツ姿。もう一人はツインテールとチェック柄のスカートが特徴だ。高学年だろうか。

  「ユーザーサポートに連絡したほうがいいかな？」
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  『何を今さら。とっくにやったぞ』

  「ゲゲッ！　ワンコがしゃべった!!」

  　目を丸くしたのは短髪シヨートヘアの女の子だ。少女は大おお仰ぎようなリアクションで驚くと、少年のような言葉を口にした。

  「……いぬ」

  　もう一人の女の子は、興味津しん々しんといった様子であどみんを見つめている。

  『ワシはあどみん。諸事情で犬の体をしておるが、警戒しないでもらいたい』

  　あどみんは堂々とした物言いで話しかけるが、少女たちの目には新種の犬にしか映らないのだろう。なでたり指先でつついたりと、子供らしい無邪気さであどみんをからかっている。あどみんもまんざらではないのか、なすがままだ。

  「ボクはサイファー。君たちはＫ地区ここに住んでるの？」

  　サイファーが話しかけると、少女たちは眉まゆをひそめた。警戒しているのかもしれない。

  （まずは二人と仲良くならないと……）

  　そのためには誠実に向きあうのが一番だ。

  　サイファーは腰を屈かがめ、少女たちの目線にまで下りた。

  「ボクらは幽霊の調査に来たんだよ」

  　幽霊の存在はさておき、サイファーは事実を口にした。

  　変に隠し事をするより、ありのままを話したほうが心証はよくなる。あどみんのように警戒されにくい容姿ならともかく、人間同士は第一印象が重要だ。もちろん、すべて検索結果の受け売りだが……。

  「ふぅん……。兄あんちゃんは他の連中とは違うみたいだナ」

  　短髪の少女は、値踏みでもするかのような目でサイファーを観察した。

  「ま、俺たちみたいに可愛かわいいと、変なヤツに目ェつけられやすいからさ。警戒しちまうってワケ。勘弁ナ！」

  　少女は拝おがむようなポーズで謝罪した。

  「俺の名Ｉ前Ｄはセーブ。で、こっちは姉ねえちゃんのロード。なんかゲームみたいな名前だよナ」

  　セーブは胸を傲ごう然ぜんと反そらせ、一方のロードは照れ屋シヤイなのか俯うつむいてモジモジしている。いろんな意味で対照的な姉妹だ。

  「幽霊の話だけどさ、出るのは間違いないぜ。俺も何度か見たしナ！」

  「……わたしも」

  「そこに転がってる連中を殺やったのもさ、幽霊の仕業かも」

  　セーブは真顔で意外なことを口にした。

  『街に人ひと気けがないのは、幽霊が原因ということかな？』

  「どうかナ。現場は見てないから分かんねぇけど、何十人も死んじまったからナ。みんな怖がって街から逃げてったってワケ。ま、俺たちも出ていく途中だったんだけど……。でもゾンビはねぇよナ、ゾンビは……」

  　セーブは、やれやれと言わんばかりの表情を浮かべた。

  （ゾンビは不具合バグとして、とりあえず幽霊が原因ってことでいいのかな……）

  　なんだか釈然としないが、住民から得られた有力な情報には違いない。

  　さっそくサイファーは、ラムとの通話を開始した。

  

  【サイファー】Ｋ地区の件だけど、幽霊のウワサは本当みたいだよ。

  【ラム】…………。

  【サイファー】たくさん死体が転がってるんだけど……。

  【サイファー】幽霊がやったのかもしれないんだって。

  【サイファー】もう少し聞きこみする？

  【ラム】……アナタ誰だーれ？

  

  　サイファーは思わず唸うなり声を上げた。

  

  【サイファー】あとでまた連絡するよ。

  【サイファー】まずは壁の付箋紙メモを読んでみて。

  【ラム】？？？

  

  　サイファーは通話を終了すると、セーブとロードに注目した。

  「もしよかったらだけど、幽霊の調査につきあってくれないかな？」

  　かなり無茶な提案だが、セーブとロードはＫ地区の情報を知っているうえに、幽霊の目撃者でもある。案内人ナビゲーターとしては完かん璧ぺきだ。

  　だが当然のようにセーブは難色を示した。

  「おいおい。俺たちＫ地区ここを出ていこうとしてたんだぜ？」

  「君たちがいれば、幽霊騒動を解決できるかもしれない」

  　危険にさらすつもりは毛頭ないが、今までの経験から考えて、幽霊の正体はおおよそ察しがついた。少なくとも超常現象の類たぐいではない。論理的に説明が可能な現象のはずである。

  「でもなぁ」

  　セーブは不安顔を浮かべ、

  「…………」

  　ロードは明らかに困惑している。

  　そんな姉妹の様子から、サイファーは簡単に勧誘を断念をした。強引に約束を取りつけても、それは結局のところ暴徒となんら変わらない。

  「嫌ならいいんだ。怖い思いはさせたくないし」

  『む？　ワシならいいと!?』

  　あどみんは愚ぐ痴ちをもらすが、サイファーは右から左に聞き流した。

  「あ、そうだ。引っ越し先が決まってないなら、Ｓ地区に行くといいんじゃないかな。自警団もあるし、きっと助けになってくれると思う」

  　サイファーは二人の少女に笑みを浮かべてみせると、あどみんに目め配くばせをした。

  「じゃあ、そろそろ行くことにするよ。君たちも気をつけてね」

  　サイファーはセーブとロードに声をかけると、屈かがめていた腰を起こした。

  「兄あんちゃんさ、思ったよりおっきいんだナ」

  　セーブは電柱でも眺めるかのように、サイファーを仰ぎ見た。

  「ボクが大きいんじゃなくて、セーブが小さいんだよ」

  　サイファーは苦笑すると、そっとセーブの頭をなでた。

  「バ、バカヤロー。恥ずかしいだろっ！　子供扱いすんなよナ!!」

  　セーブは軽く頬ほおを染めて憤ふん慨がいするが、それほど嫌がってはいないようだ。

  　その様子を見守っていたロードは、なんの前触れもなくサイファーのシャツの裾すそをギュッと握った。

  「……わたしも」

  　サイファーは首をかしげるが、黙ってロードの頭をなでた。

  

  【あどみん】よっぽど怖い思いをしたんだろうな。

  

  　それは先の暴動からも明らかだ。

  　サイファーは納得すると、二人の頭をそっとなでた。

  （年長者になった気分だ）

  　もっともセーブとロードのほうが人間としての経験は長いので、立ち位置としては正反対なのだが。

  「あのさ、兄あんちゃんがどうしてもって言うなら、幽霊退治に協力してもいいぜ」

  　セーブは指先で後頭部をポリポリとかいた。

  「いいの？　危ないかもしれないんだけど……」

  「実は俺たち、すっげー運がいいんだ。ゲームオーバーになってねぇのが、その証拠。それに兄あんちゃんには、助けてもらった恩もあるしナ」

  「運って……」

  「ただし、危ないから参加するのは俺だけナ。姉ちゃんは待機ってことで。何かあったら助けてもらわねェと」

  『ここでジッとしているのも危険だろう。ワシとお嬢ちゃんは、先にＳ地区に戻るというのはどうかな？』

  　あどみんは断言すると、ロードの足下で伏せた。

  「Ｓ地区に戻るのは正解じゃないかな。長屋には空き家もあるし、そこに住んでもらえばいいと思う」

  「んじゃ、そうすっか」

  「……うん」

  　サイファーの提案に、セーブとロードは一も二もなく了承した。

  「そうと決まれば、幽霊退治の前におまじないだ！」

  　セーブが右手を掲げると、ロードはハイタッチでそれに応えた。姉妹間の儀式だろう。

  「兄あんちゃんもやっとけヨ！　俺たちのおまじないは効果抜群だぜ？」

  　セーブはニッと笑うと、サイファーに手を差し出した。

  （おまじないか……）

  　仮想世界で呪術おまじないが役立つとも思えなかったが、断るのも気が引けた。

  「じゃあボクも」

  　サイファーはセーブと掌てのひらを重ねた。

  

  　サイファーとセーブはＫ地区を見て回るが、手がかりになるような何かは発見できなかった。気になるものといえば道ばたに転がる死体と、彼らの視線だけである。また動き出すのではとサイファーは警戒するが、不具合バグが解消されたのかゾンビ化する兆候はない。

  「幽霊の姿って覚えてる？」

  「女だったぜ。なんか陰気でさ、巫み女こさんっぽい服を着てたナ。いかにもって感じだろ？」

  　幽霊の姿を思い出したのか、セーブは体をブルッと震わせた。

  「巫女の姿をした幽霊、か――」

  「言っとくけど、俺も姉ちゃんもウソなんかついてないからナ」

  「うん。もちろん信じてるよ」

  　即答するサイファーに、セーブは怪け訝げんそうな顔をした。

  「……兄あんちゃんってさ、ちょっと変わってるよナ」

  「そうかな？」

  「幽霊なんて、普通は信じないぜ？」

  「ボクも信じてない」

  「じゃあ兄あんちゃんは、何を信じてんだ？」

  「もちろんセーブとロードだよ。だから幽霊の話も信じられる」

  「やっぱさ、ちょっと変わってるヨ」

  　セーブはサイファーを眺めると、何度も何度も頷うなずいた。

  （人を信じることは、間違いじゃないと思うけど……）

  　だがサイファーが信じる人間らしさは、周囲とは微妙にズレていた。しかしこればかりは経験の差なので気にしても始まらない。いずれなんとかなると開き直るしかなかった。

  「とりあえず、幽霊がいそうな場所にあたりをつけよう」

  「見つかんなかったらどうすんだ？」

  「それはそれで仕方がないと思うよ。今日は下見のようなものだし」

  　肝心の幽霊には会えていないが、ふらりとやってきたにしては上出来である。

  「じゃあさ、俺ん家ちに行ってみようぜ」

  「セーブの家に？」

  「実は俺と姉ちゃん、家で幽霊に会ったんだよナ。案内するからさ、ついてきなよ」

  　セーブは率先して歩き出した。

  　すぐさま追従したサイファーだが、ふと何かの気配を感じて立ち止まった。

  （視線？）

  　辺りを見渡すが、特に何も発見できなかった。死体がゾンビ化する気配もない。

  「兄ちゃん、置いてくゾ!!」

  　背後から威勢のいい声が飛んできた。

  

  　セーブとロードの家は、Ｋ地区の繁華街に建つマンションの一室だった。

  　２ＬＤＫなので広さもそこそこ。築年数も浅いらしく、新築同様である。現実世界で借りれば、月に十数万円はかかるだろう。サイファーの家とは雲うん泥でいの差だが、街がゴーストタウンでは意味がなかった。

  「この部屋に幽霊が？」

  　サイファーは室内リビングを見て回るが、それらしい気配や視線は感じない。もちろん姿も確認できなかった。

  「俺が見たのは夜中だからサ。幽霊ってのは夜に出るもんだろ？」

  「見たことないから分からないけど……。毎日、この部屋に出てきたの？」

  「まさか。俺が見たのは一回こっきり。ちなみに姉ちゃんも同おんなじだぜ」

  　つまり、ここで幽霊と遭遇する可能性は、限りなく低いということだ。

  　だがセーブは前向きだった。

  「幽霊ってさ、誰かをビックリさせんのが仕事だろ？　Ｋ地区ここにいんのは俺たちくらいだし、向こうからやってくる可能性も高いんじゃないかナ」

  「なるほど」

  「そんなわけで夜まで時間もあるし、一休みしようぜ」

  　セーブは言うや否や、床にゴロンと寝転がった。

  「食べ物もんはキッチンにあるぜ。足んなきゃ店で物色かナ。飲み物もテキトーに。水でいいなら蛇口をひねると出てくるゾ。俺と姉ちゃんは、オカシとジュースがあれば生きていけるけどナ」

  「栄養が偏かたよりそうだ」

  「ま、堅いことは言いっこなしってことで」

  　セーブは無邪気な笑みを浮かべると、あっという間に居眠りを始めた。

  （疲れてるんだろうな……）

  　年端もいかぬ子供が暮らすには、サザーランドはあまりにも過酷すぎる。現実世界なら親の庇ひ護ごのもと、遊びと勉強に追われている年頃だ。

  （今はボクが彼女を守らないと……）

  　セーブはサイファーを信頼し、健すこやかな寝息を立てている。サイファーには、それに応える義務があった。

  　サイファーが気を引き締めたときだ。

  

  【ラム】調査ちよーさは順調じゆんちよー？

  【サイファー】ラムが寝てる間に、それなりにね……。

  【ラム】まぁまぁ。

  【ラム】ゴンベー君の双そー肩けんに、いろんな何かがかかってるんだからさ。

  【サイファー】いろんなって？

  【ラム】男の子は細かいことを気にしちゃダメだと思うな。　

  【ラム】で？

  【サイファー】……実は、これから幽霊に会う予定なんだ。

  【ラム】お♪

  【ラム】ゴンベー君、まさかの未知との遭そー遇ぐー!?

  【サイファー】一応、訊きいておくけど……。

  【サイファー】幽霊がいるって本当に思ってる？

  【ラム】思ってないよ。

  【サイファー】だよね。安心した。

  【ラム】ワンちゃんだってしゃべるんだし、幽ゆー霊れーがいても不思議じゃないよね。

  【ラム】よーするに幽ゆー霊れーの正しよー体たいは――。

  【サイファー】プレイヤー？

  【ラム】ご明めー察さつ♪

  

  　ラムは満足げな笑みを浮かべた。

  

  【あどみん】ワシのウワサか？

  

  　新規の窓ウインドウが開き、そこにあどみんの顔が映し出される。

  

  【あどみん】人気者はつらいな。いつでも話題の中心になってしまう。

  【サイファー】あの娘こは？

  【あどみん】安心しろ。ちゃんと保護しとる。今は眠っとるが。

  【あどみん】かく言うワシも、睡魔と戦っている最中だ……。

  

  　あどみんは眠気に抗あらがう気持ちはないようで、話したそばからうつらうつらしている。

  　それだけならよかったのだが、あろうことかあどみんは、通話中にイビキをかき始めた。

  

  【あどみん】ＺＺＺｚｚｚ

  【ＣＰ】まったく、うるさくてかなわんな。

  

  　新しい窓ウインドウにしかめっ面つらのＣＰの顔が表示された。

  

  【ＣＰ】で、ゴーストタウンの原因は幽霊で決まりなのか？

  【サイファー】流れ的には、そうなるのかもしれないけど……。

  【サイファー】犯人は幽霊じゃない気がするんだ。

  【ＣＰ】というと？

  【サイファー】死に方が似てたんだ。

  【ラム】不幸ふこーの手紙と？

  【サイファー】うん。

  【サイファー】Ｋ地区の死体には、みんなヒビが入ってた。

  【ＣＰ】つまり不幸の手紙は、Ｋ地区にも蔓まん延えんしていたということか。

  【ラム】でも男の死体もあったんだよね？

  【サイファー】うん。

  【ラム】ではここで問題です♪

  【ラム】この現象げんしよーは……。

  【ＣＰ】もったいつけるな。さっさと結論を言え。

  【ラム】え～っ!?

  【ラム】でも推理する過程かてーがないと、探たん偵てーの存在意義がなくなっちゃうよ？

  【ＣＰ】過程など、私にはどうでもいい。

  【ＣＰ】有罪か無罪か。

  【ＣＰ】イエスかノーか。

  【ＣＰ】それだけで十分だ。

  【ラム】パトちゃんってさ、せっかちだよね。

  【ＣＰ】私を「ちゃん」づけで呼ぶな！

  

  　ＣＰが鼻息を荒くするが、ラムは意に介さずといった様子だ。

  

  【ラム】冗談じよーだんはさておき。

  【ラム】Ｋ地区の住じゆー人にんが死んだのは、ウイルスで正解せーかいじゃないかな？

  【サイファー】ＲＦＣ１８５５の件とは別ってこと？

  【ラム】コンピュータウイルスって種類も多おーいしね。

  【ＣＰ】幽霊との関連はどうなる？

  【ラム】ウイルスの運び屋とか!?

  【サイファー】不幸の手紙みたいに？

  【ラム】断だん定てーはできないけどね。

  【ラム】でも何かが仲介ちゆーかいしなきゃ広まらないでしょ？

  【ＣＰ】確かに、そのとおりだな。

  【ＣＰ】というわけで、君には引き続き調査を頼みたい。

  【サイファー】でも、あとは幽霊を見つけるしか……。

  【ラム】目撃談はたくさんあるし、そこらへんにいるんじゃない？

  【サイファー】それってさ、かなり無責任な発言なんじゃ!?

  【ラム】ま、なんか分かったら連絡するから。

  【ラム】一眠りすれば頭もスッキリすると思うし。

  【サイファー】それってスッキリしすぎになるんじゃ……。

  

  　都合が悪くなったのか、ラムとＣＰは通話を終了した。

  

  【あどみん】ＺＺＺｚｚｚ

  

  　あどみんだけが最後まで残っていたが、イビキを拝はい聴ちようしても状況は変わらない。

  　サイファーはあどみんを放置して通話を終了すると、そっと息を吐き出した。

  「一眠りっていうのは、意外にいいアイデアかもしれない」

  　歩きっぱなしだったうえに飲まず食わずである。疲労を感じていたし、何より空腹だった。

  　サイファーはキッチンに足を向けると、冷蔵庫の物色を始める。だが漁あさるまでもなく庫内は空っぽで、調味料しか発見できなかった。自炊をしていた形跡はない。

  　諦あきらめて棚を確認すると、食器の代わりに多量のお菓子が詰めこまれていた。セーブとロードの主食だろう。

  「まあいいか。おなかは膨ふくらむし……」

  　サイファーはお菓子を何箱いくつか見繕つくろうと、コップに水をくんだ。そしてさっそく渇いた喉のどを潤していく。

  「のののの、飲んじゃダメッス！」

  　突然、サイファーの耳元で姦かしましい声が炸さく裂れつした。

  　サイファーは反射的に飛び退のくと、すぐさま前方を凝視する。そこには小こ袖そでに緋ひ袴ばかまをはいた巫み女このような女性が空中を浮遊していた。

  「これは……」

  　突然の出来事に思考が追いつかず、サイファーは混乱をきたすが、すぐに相手が何者かを理解した。

  「幽霊!?」

  　その体は不規則に明滅し、揺らいだり崩れたりを繰り返している。水面を眺めているかのような不確かさだ。

  「君がウワサの幽霊？」

  　サイファーは油断なく身構えると、幽霊の一いつ挙きよ一いち動どうに注目する。身じろぎするだけで歪ゆがむ体は、なかなか安定しない。それでも肌の白さと、二十歳そこそこの年齢であることは確認できた。

  「私のことなんか、どうだっていいッス。体は？　体はなんともないッスか!?」

  　幽霊は体を崩しながらサイファーに詰め寄ってくる。そのただならぬ様子に気け圧おされたサイファーは、警戒するのも忘れて体へと目を移した。

  「特に異常は……」

  　サイファーは手足を確認するが、特に不具合は感じられない。

  　だが安あん堵どする間もなく、体内から異音が聞こえてきた。枯れ枝を踏みつけたような、乾いた音が響いてきたのだ。

  「これは……」

  　異音は徐々に激しさを増し、やがて目に見える形で姿を現した。

  　亀き裂れつとして――。

  「兄あんちゃん、どうかしたのカ？」

  　異変に気づいたのか、セーブが寝ぼけ眼まなこでキッチンに顔を出した。

  「き、来ちゃダメだっ！」

  　叫んだ拍子に、サイファーの両りよう膝ひざに大きなヒビが生じた。

  「ゲゲッ！　幽霊じゃん!!　お前、まさか兄あんちゃんを……」

  「ち、違うッス！　これには海より深いワケがあるッス！」

  　セーブと幽霊が怒鳴りあう中、サイファーの膝が粉こな微み塵じんに砕け散った。

  　サイファーは体を投げ出すように倒れこみ、床に強打した衝撃でヒビが体の隅々に広がっていく。ハンマーで砕かれるかのような凄そう絶ぜつな痛みに、意識が遠とお退のき始めた。

  「兄あんちゃん!?」

  　セーブは悲鳴にも似た声を上げ、

  「だから飲んじゃダメって言ったッス!!」

  　幽霊は絶望的な表情を浮かべた。

  （そうか。Ｋ地区がゴーストタウンになったのは……）

  　サイファーは、その理由にはたと気がついた。

  　だが手遅れだ。サイファーの意識は急速に遠ざかっていく。
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  　体の崩壊は止まらない。

  　腕がもげ、脚は折れ、胴体にクレバスのような深い亀き裂れつが入った。

  　眼球がヒビ割れたのか、世界のすべてが砕けて見えた。

  　死の足音がひたひたと忍び寄ってくる。

  　そして次の瞬間――。

  　サイファーの心と体は砕け散った。

  

  ＧＡＭＥ ＯＶＥＲ▼

  

  「ゴンベー君が死んだ？」

  　突然もたらされた悪夢のような出来事に、ラムの思考は一瞬で停止シヤツトダウンした。

  

  【あどみん】ワシも確認したわけではないが……。

  【あどみん】小僧と同行中の娘が看取ったらしい。

  

  「死んだって……。ゲームオーバーになったってこと……？」

  　どちらも意味は同じだが、そんなことはどっちだってよかった。

  　呼吸が急激に荒くなり、胸の中で心臓が暴れ始めている。

  　ラムは喘あえぐような呼吸をしたかと思うと、何度か手で胸をさすった。少しでも落ち着こうとしたのだが、焦燥感は増す一方だ。

  　そしてそれは最悪の結果を誘発した。焦りがさらなる焦りを招き、ラムから正常な判断力を奪っていく。高性能を誇る頭脳も、今は少しも役に立たなかった。

  　回路が混線しているのだろう。情報を整理することができない。

  　それが苛いら立だたしさに拍車をかけた。頭をかきむしって叫びたくなるほどである。

  　それでもラムはムリヤリ頭を働かせ、最初の一手を打った。ＶＣでサイファーを呼び出したのである。

  

  【そのプレイヤーは存在しません】

  

  「存在……しない……」

  　ラムはＥＴＤに表示されたメッセージを凝視した。

  　通話の手順を変えたわけではない。混乱しているとはいえ、ＢＭＩがミスするとも考えられなかった。

  　ラムは唇を噛かみ、端整な顔を歪ゆがめると、あどみんとの通話を再開する。

  

  【ラム】原因はウイルス？

  【ラム】幽ゆー霊れー？

  【ラム】それともゾンビ？

  

  　ラムは立て続けに疑問を口にした。

  　死因の究明に集中することで、少しでも理性を保とうとしたのである。考え続けることで、サイファーの死を受け容いれずにすむ。

  　だがほんの少しの間まが、ラムを現実へと引き戻した。

  （ゴンベー君が死んだのは……アタシのせいだ……）

  　サイファーをＫ地区に行くように仕向けたのは、外ほかならぬラムである。しかも調査という大たい義ぎ名めい分ぶんはあったが、真の目的はサイファーの正体を探るための時間稼ぎだ。責任を感じずにはいられなかった。

  （アタシの都合つごーで死んだんだ……）

  　サイファーの言動と行動には多くの不審点があった。おそらく人間ではないのだろう。神の手先だとも考えられた。

  　だがサイファーが皆の脅威になったことは一度もない。むしろ助けられた回数のほうが多いだろう。

  「ゴンベー君の正しよー体たい？　そんなの決まってる」

  　今なら――いや、今までだって自信を持って言えたはずなのだ。

  「神様なんか関かん係けーない。ゴンベー君はゴンベー君だったのに……」

  　仮想世界では、すべてが平等だ。

  　神も人間も、そしてそれ以外も、０と１で構成された情報の塊データでしかない。そこに差などありはしなかった。

  「なんでそんな簡単なことに気づかなかったんだろ」

  　ラムは自分の愚かさを呪ったが、もはや手遅れだ。

  　サイファーは死んでしまった。

  　死んだ者が生き返ることはない。

  　絶望感がラムの心を押し潰つぶしていく。

  　目元に浮かんだ涙で、視界がじわりとにじんだ。

  （バカだ、アタシ……）

  　気がつくと口からは嗚お咽えつが、そして頬ほおには涙の粒が伝っていた。

  

  【あどみん】お嬢ちゃん、少し落ち着いたほうがいい。

  【ラム】アタシは大丈夫だいじよーぶ。

  

  　ラムは指先で涙をぬぐうと、グッと唇を噛かんだ。

  （泣いてる場合じゃない……）

  　油断するとしゃくり上げそうになるが、つらい目に遭ったのは自ラ分ムではない。

  　無駄に命を散らせたサイファーである。

  （しかもアタシのせーで……）

  

  【ラム】ゴンベー君の情報じよーほーを！

  【あどみん】実は小僧の件なんだが、他にも報告がある。

  【ラム】死んだこと以外に？

  【あどみん】今となっては、実に言いにくいのだが……。

  【ラム】ワンちゃん!!

  

  　ラムは躊ちゆう躇ちよするあどみんを、叱しつ責せきするような口調で急せかした。

  

  【あどみん】む、イカン。

  【あどみん】ワシが動揺してどうする。

  【セーブ】まったくだナ。

  

  　ＥＴＤに新規の窓ウインドウが開き、快活そうな少女の姿が表示された。

  

  【セーブ】ま、そんなことより……。

  【セーブ】兄ちゃんの件で話があるんだ。

  【ラム】ゴンベー君の件で？

  【セーブ】ああ。

  【セーブ】とにかくさ、今すぐ姉ちゃんを連れて家うちまで来てくれヨ。

  【セーブ】そこで話すからサ。

  【ラム】話すって、何を!?

  【セーブ】んじゃ、よろしく頼んだぜ。

  

  　セーブは用件だけを伝えると、肝心なことには何一つ触れないまま通Ｖ話Ｃを終了した。

  「話って……？」

  　だが考えても始まらない。

  　何を話すつもりかは知らないが、とにかく一刻も早くセーブに会う必要があった。

  　もちろん、それでサイファーの死がくつがえるわけではない。

  　だが遺体を運び出し、荼だ毘びにふすのは、仲間として当然の責任である。

  『お嬢ちゃん、行こうか』

  　玄関からあどみんの声が聞こえてきた。

  

  ▲６８４３▼

  

  　サイファーは確かに死んでいた。

  　床には砕けた四肢が散乱しており、足の踏み場もないほどだ。倒壊した石せつ膏こう人形のような姿である。どのように死んでいったかは想像もつかないが、苦痛に満ちた表情を見れば察しがつく。考え得る最悪の死に方をしたに違いない。

  （ゴンベー君……）

  　無惨な亡なき骸がらを前に、ラムは言葉を失っていた。

  『しかし見事なまでに粉こな微み塵じんになっておるな。南無南無……』

  　あどみんは体の破片に鼻を寄せ、ニオイを嗅かぐ仕草をした。

  「この壊れ方は、確かに先の事件と酷こく似じしている。ウイルスが原因なのは、まず間違いない」

  　ＣＰは指先でメガネの位置を調ととのえると、腰を屈かがめて死体を注視する。その姿は現場検証を行う捜査官そのものだ。

  「で、オマエがウワサの幽霊か」

  　ＣＰはサイファーの遺体から目を外すと、その頭上を漂う女性の幽霊に視線を移した。

  「幽霊じゃないッス。フリッカーッス」

  　幽霊は名乗ると、煙のように体を霧む散さんさせてしまう。だがしばらくすると、フリッカーの体は再びもとの形状で安定した。まさに幽霊そのものだ。

  （なるほど。幽霊だからフリッカー、か……）

  　フリッカーというのは、モニターのちらつき現象のことだ。つまりその不安定な体が、他のプレイヤーには幽霊に見えたのである。フリッカーもプレイヤーの一人ということだ。

  「とにもかくにも、話を訊きかせてもらおうか」

  　逮捕でもするつもりなのか、ＣＰは勢いよくフリッカーにつかみかかっていく。しかしその手は空くうを切り、フリッカーに触れることすらかなわなかった。

  「私の体には触れないッス。でも幽霊じゃないッス……」

  　フリッカーはガックリとうなだれ、その拍子に胴体から頭がこぼれ落ちた。

  「キャッ！」

  　女の子らしい悲鳴を上げたのはＣＰだ。その頬ほおは痙けい攣れんし、顔からは血の気が失うせている。

  『なるほど。実は怖がりか』

  「違う！　目の前で首がもげれば、誰でも悲鳴を上げるはずだ」

  『キャッとか言っておったぞ』

  「黙れ、犬。私は悲鳴など上げん」

  『発言に矛盾があるな？』

  　あどみんのツッコミを受け、ＣＰの顔は見る間に赤く染まっていく。

  「私は事件の犯人じゃないッスよ。濡ぬれ衣ぎぬッス」

  「フンッ。すぐに自ゲ白ロさせてやるさ」

  「な、なんか八つ当たりっぽい気が!?」

  　フリッカーは天を仰あおぐが、気を取り直して話を続ける。

  「住民の皆さんを脅おどかすつもりはなかったッス。こんな体だから、結果的にそうなっただけで……。無実ッス!!」

  『その体だ。幽霊騒動になるのも無理はない』

  「しかもウワサには尾ひれがつきものッス。いつの間まにか悪霊に格上げに……。ウワサの火消しもやってみたッスが、火に油で……」

  　フリッカーは肩を落とし、ついでに首も落下させた。

  「怪しい。実に怪しい――」

  　ＣＰは後ずさりつつ、フリッカーを睨にらみつけた。

  「無実ッス！　冤えん罪ざいッス!!　職権乱用ッス！」

  　フリッカーは体をバラバラに崩しながら、自分の無実を声高に主張した。

  「このお兄さんも助けようとしたッスよ。間に合わなかったけど……」

  「間に合わなかった？」

  　その言葉に、ラムは即座に反応した。

  「じゃあ、原げー因いんに心当たりがあるってこと？」

  「もちろんッス！」

  　フリッカーは水道の蛇口を指差した。

  「そっか、そーいうことか……」

  『お嬢ちゃん、何か分かったのかな？』

  「水道ライフラインがウイルスに冒されてたから、感染が広がったんだ……」

  　不幸の手紙では読むことが、Ｋ地区の事件では飲むことが感染のキッカケだったのである。セーブとロードがウイルスに感染しなかったのは水を飲まないからだ。二人の主食はお菓子とジュースである。フリッカーが感染しなかったのは体がないせいだろう。

  「やることがなかったから、人間観察してたッス。そのときピンとひらめいたわけッス。水を飲んだ人が死んじゃうってことに」

  「さっさと住人に知らせていれば、ゴーストタウン化も防げただろうに」

  「もちろん教えたッス！　でも私の姿を見た途端……」

  『会話が成立しなかったわけだな？』

  「それだけじゃないッス……」

  『む？　まだ続きが!?』

  「人って気持ちを落ち着けるとき、あることをするッスよ。なんだか分かるッスか？」

  「水を飲んで落ち着こーとする……」

  「そしてウイルスに感染した結果――」

  『南無南無』

  　つまりフリッカーの善意が仇あだとなり、混乱に拍車がかかったわけである。

  「お取りこみ中、悪わりぃんだけどさ、そろそろ兄あんちゃんを復活させようぜ？」

  「……かわいそう」

  　そう言ってキッチンに姿を見せたのは、リビングで待機していたセーブとロードである。しびれを切らせたらしく、少しイライラした様子だ。

  「復活？」

  　ラムは素すっ頓とん狂きような声を上げた。

  「復活って、ゴンベー君を!?」

  「そりゃそうだ。死んでるのは兄あんちゃんだけだし」

  　セーブは事も無げに告げると、ロードを伴ってツカツカと歩み寄ってきた。

  （この娘こ、いったい何を……）

  　超高性能を自負するラムの頭脳をもってしても、手がかりがなければ推理はできない。

  　ましてや内容が内容だ。サイファーが生き返るなど、ラムには想像すらできなかった。

  「しかし、こんな状態の人間が復活するのか？」

  　ＣＰはいぶかると、サイファーの死体に目をやった。

  『そもそも死人が生き返るなど、ワシは見たことも聞いたこともない』

  「ゾ、ゾンビみたいな感じッスか!?　ゾンビは苦手ッス！」

  　フリッカーは体を崩しながらブルブル震えた。

  「こんなこともあろうかと、おまじないをやっといてよかったぜ」

  「……せいかい」

  　セーブとロードは無邪気な笑みを浮かべた。

  　だが納得できないのはラムである。

  「そのおまじないで、ゴンベー君が生き返るの!?」

  「そうだぜ」

  　セーブは即答すると、さらに続ける。

  「サザーランドここに来てからさ、変な力が使えるようになったんだよナ」

  「……それが、おまじない」

  「俺の名前ってセーブだからさ、そのせいかモ」

  「あっ……。そういうことか」

  　セーブの話で、ラムはピンときた。

  （おまじないの仕組みって……）

  　人間が復活するなどあり得ない。

  　そう信じこんでいたラムだが、この場所が仮想世界サザーランドであることを完全に失念していた。

  （仮想かそー世界なら――。奇跡は起きる）

  　そしてそのカラクリは単純明快だ。

  「よーするに保存と読み込みってことだよね。つまりおまじないでゴンベー君のデータを保存セーブして、死んじゃったから読み込むと――」

  　セーブとロードの機能も、おそらくは神が用意した機能の一つなのだろう。

  　問題は二人で一つの機能ということだ。どちらかがゲームオーバーになれば、たちどころに無力化する。最高の機能でありながら、同時に致命的な欠陥も有しているということだ。

  　しかし最悪なのは、そんなことではない。

  　どんなに頑張ったとしても、どちらか一方は現実世界に戻れないということだ。

  　イヴは一人だけである……。

  　だがそんなことは考えもしないのだろう。

  「お姉ちゃん、冴さえてるナ」

  　セーブはニッと笑うと、ロードに目め配くばせをした。

  「……はじめるね」

  　ロードはささやくと、魔術師マジシヤンのように指をパチンと鳴らした。

  

  　サイファーは０と１で埋めつくされた奇妙な世界を漂っていた。

  　ここがどこなのかは判然としない。

  　生きているのか、それとも死んでいるのか……。

  　何もかもがあやふやだ。

  　その証拠に、体は存在しなかった。代わりに０と１の羅ら列れつを確認することができる。

  （つまり、ボクは……）

  　だが、すぐさまサイファーは思考を放棄した。

  （考えなければ悩まない……）

  　そして悩まなければ、心は穏やかなままですんだ。

  　サイファーは海中を漂うクラゲのようにユラユラと流されていく。

  　あてどもなく、どこまでも。

  　どこまでも――。

  　サイファーは微睡まどろむような心地よさに目を細め、０と１で構成された世界に身を委ゆだねた。

  　体が世界と同化し始め、意識は急速に遠とお退のいていく。

  （このまま消えてもいい……）

  　羊水の中にでもいるかのような心地よさに、サイファーは恍こう惚こつの表情を浮かべた。

  　だが平穏な時間は長くは続かない。

  　データで構成されたサイファーの体に、電気信号パルスが走り抜けた。

  　時を移さず、０と１の羅列が蠢うごめき始める。そこから型押しでもするかのように人ひと型がたの何かが浮き出てきた。サイファーのアバターだ。

  　感覚は、まだない。

  　しかし体中を駆け抜けるパルスは、やがて神経を形成していく。それは爪つま先さきから頭のてっぺんまで行き渡り、ほどなく五感が復活した。ついで意識が一気に覚かく醒せいする。

  　理由は見当もつかないが、情報データが復元し始めているのは間違いない。

  （でも、どうして……？）

  　疑問を感じたときには体は再構成され、視界の中央に窓ウインドウが開いた。

  

  ゲームに復帰しますか？（Ｙ／Ｎ）

  

  「これは……」

  　サイファーは表示された文字に食い入った。

  「ボクはゲームオーバーになったはずだ。復帰なんかあり得ない……」

  　復活を許せばゲームのバランスに支障が出る。それを神が見逃すとは思えなかった。

  「でも、それさえ計算のうちだとしたら……」

  　サイファーは文字を見つめながら思案に沈む。サザーランドに復帰したとしても、神経を摩ま耗もうさせ、体を酷使し、醜みにくい争いを強いられるだけだ。

  「どうする？　どうしたらいい!?」

  　サイファーの心は揺れていた。

  

  選択肢１〔復帰する〕

  選択肢２〔復帰しない〕→９４６ページへ

  

  ▲６８４０▼

  

  　おまじないの効果が発現した。

  　粉こな微み塵じんに砕けていたサイファーの体が、皮膜にも似た光のベールに包まれていく。

  （これは……）

  　ラムが見守る中、光は徐々に光度を強め、やがて太陽にも似た閃せん光こうを放ち始めた。

  　白く清浄な光が部屋の隅々に広がっていく様は、まるで奇跡だ。

  　誰も彼もが言葉を失い、魅み入いられたかのように動きを止めている。

  　ラムは腕で光を遮さえぎりつつ、その中心部をジッと見つめていた。

  　胸に去来するのは、期待と不安が半分ずつ。

  　光を凝視すると、そこには人ひと型がたをした何かがぼんやりと浮かんでいた。そしてそれを見つめているうちに、世界は再び色を取り戻していく。

  　ラムは目頭を指先で押さえつけると、そこを入念にもみほぐしていく。そしてゆっくり目を開いた。光にやられたのか世界は霞かすんで見えたが、それでも十分すぎるほどの情報が押し寄せてくる。ゴミ箱をぶちまけたかのような乱雑なキッチンと、そろいもそろって目を瞬しばたたかせている仲間たちの姿だ。

  　床に目を移すと、粉々になっていたサイファーの体が元通りになっていた。

  「本ほん当とーに復活した……」

  　ラムは我が目を疑った。

  　カラクリを理解したとはいえ、人が生き返るなど不自然そのものだ。

  　だがラムはすぐに思考を払い落とした。油断すると、感情そっちのけで推理を始めてしまうからだ。

  （因果な性せー格かくっていうか、探たん偵てー的には当とー然ぜんっていうか……）

  　ラムは苦笑しつつサイファーを見つめた。

  　サイファーの体に亀き裂れつは確認できない。瑞みず々みずしい肌には血の気も戻っているし、表情も穏やかだ。つられて微ほほ笑えんでしまうほどである。

  『この場合、九死に一生なのか!?　十死に一生？　いや、それでは数が余る……』

  「それはさておき、生還を喜ぶべきなのだろうな」

  　あどみんとＣＰは困惑しきった表情を浮かべている。

  「おまじない、やっぱやっといて正解だったナ！」

  「……せいかい」

  　セーブとロードも満足そうだ。

  　だが周囲の盛り上がりをよそに、当のサイファーは目覚める気配がなかった。それどころか身じろぎ一つしない。

  　一分、二分――。

  　時とともに、不安感の割合が増してきた。それは皆も同じようだ。

  「……復活には時間がかかるとか？」

  　ラムの疑問に、セーブとロードは顔を見合わせた。

  「いや、俺んときはさ、あっという間だったぜ。な、姉ちゃん？」

  「……うん」

  　双子は仲良く首をかしげた。

  「なんで兄あんちゃん、起きねぇんだ？」

  「……なんで？」

  　セーブとロードはサイファーの顔を覗のぞきこんだ。

  「おまじない……。成せー功こーしたんじゃないの!?」

  　どくんと、ラムの胸の中で心臓が弾んだ。

  　ラムはサイファーの側そばでひざまずくと、その体を観察し始めた。

  　亀き裂れつもない、怪け我がもない、データの欠損も見当たらず、顔色も良好だ。だが呼吸はなく、胸に耳を添えても鼓動は聞こえてこなかった。体温こそ伝わってくるが、生体反応は皆無に等しい。生きているように見えるだけで、サイファーは死体と何ら変わらない状態だった。

  「死んでる……。体だけもとに戻った……？」

  　目の前にいるのは人ではない。物だ。心は器に収まってはいなかった。

  （失敗したってこと？）

  　だが、すぐにはその現実を受け止められなかった。奇跡は起きていたし、その実感もある。サイファーが目覚めないのは、何かの間違いにしか思えなかった。

  『やはり死者の蘇そ生せいには無理があるか……』

  　あどみんはサイファーの体に鼻を近づけた。

  「んなことないゾ！　だってさ、失敗してたら体はバラバラのままだろ!?」

  　セーブはサイファーの体を叩たたいたり揺すったりするが、息を吹き返す気配はなかった。その隣ではロードが無言で考えこんでいる。

  「……もどりたくないの？」

  「戻りたくない!?」

  　ロードの独り言を、ラムは耳ざとく聞きつけた。

  「それって、どーいうこと？」

  「……ふっかつするかどうかは、おにいちゃんしだい」

  「あっ……。俺が生き返ったときも、サザーランドに復帰するかどうか聞かれたっけ……」

  「じゃあゴンベー君は、生き返るのを拒否した!?」

  「……まよってる」

  　だがロード自身も迷っているらしく、首をひねっていた。

  （なんで？　どーして!?）

  　ラムはサイファーの行動が理解できなかった。

  　おそらくサイファーは今、システムのメッセージの前で立ち止まっているのだろう。体だけもとに戻ったのはそんな理由で、まだおまじないは途中だったというわけだ。

  （ゴンベー君はゲームに復帰したくないの？）

  　その理由は、なんとなく察しがつく。

  （こんな生きにくい世界じゃ、ためらっても当とー然ぜんだけど……）

  　人間同士の醜みにくい争いに巻きこまれた結果が、これである。サイファーが世界を見限るのも無理からぬことだ。

  　だがそれではラムの気持ちがおさまらなかった。

  （最悪な世界だけど……。それでも無駄にあがいてみせるのが人間ってもんでしょ？）

  　だがサイファーは疑問に答えない。眠っているように見えるせいか、タヌキ寝入りではと勘ぐってしまうほどだ。

  「生きる気持ちがないなら、ほうっておくしかなかろう」

  　ＣＰは冷たく言い放つと、皆に背を向けた。

  「私は事件を解決せねばならん。こうしている間にも、誰かが水を口にする可能性もあるからな」

  『どこへ？』

  　あどみんが問うと、

  「水道ライフラインがやられているなら水源に行けばいい。そこに答えがある」

  　ＣＰは断言してから部屋を出て行った。

  「薄情な姉ちゃんだナ」

  「……おにいちゃん、かわいそう」

  　セーブとロードは膨ふくれっ面つらをするが、ラムはそうは思わなかった。

  　ＣＰは職務に忠実なだけだ。これ以上、犠牲者を増やさないためにも、一刻も早く障害を除去したかったのだろう。自警団のリーダーである以上、個人の都合で動ける立場でもない。

  「ゴンベー君、戻ってくるよね……」

  　サイファーが答えることはなかった。

  

  ▲６８３４▼


  ■選択肢２〔復帰しない〕

  

  「復帰したって意味ないし……」

  　そもそもサザーランドに戻ったところで、待っているのは苦痛と苦悩と孤独感だけである。

  　サイファーには、復帰する理由が何一つ見あたらなかった。

  　もちろん、ラムとあどみんに会いたいという気持ちもある。

  「でもあの二人は人間だ。ボクとは違う」

  　両者の間には決して埋まることのない大きな溝が横たわっていた。

  　たとえ運命的な再会を果たしたとしても、サイファーの心に平穏が訪れることはない。むしろ孤独感は強まり、深い絶望を味わうだけだろう。

  　サイファーが復帰を躊ちゆう躇ちよしていたのは、そんな理由からだ。

  

  ゲームに復帰しますか？（Ｙ／Ｎ）

  

  　サイファーは「Ｙ」と「Ｎ」を交互に眺めると、その一つを注視する。

  　次の瞬間、「Ｎ」は選択され、視界から窓ウインドウは消失した。

  「これでいいんだ。これで……」

  　選択が正しいかどうかは分からない。だが自分で決めた以上、後悔はなかった。

  　サザーランドに復帰することで、新たな未来が開ける可能性はある。

  　だが、たらればを口にしても始まらない。別の未来を知ることなど不可能なのだから……。

  「サザーランドには戻らない……。ボクは、ここで眠りたい……」

  　今のサイファーには、ぬるま湯にも似た世界のほうが大切だった。

  「Ｎ」を選択したためだろう。体が分解し始めた。四肢は瞬またたく間に０と１に還元され、世界に溶けこんでいく。

  　それは心も同じだ。意識は世界の隅々にまで広がっていった。

  「ボクが……。ボクが消えていく……」

  　痛みはない。

  　悲しくもなかった。

  （やっと……終われる……）

  　サイファーは目を閉じると、世界に身を委ゆだねる。

  　ほどなくサイファーのデータは霧む散さんした。

  

  ＧＡＭＥ ＯＶＥＲ▼


  ■お知らせ

  現在、サーバーに原因不明の高負荷がかかっており、サザーランド全域で障害が発生しています。

  ゲームの進行に問題はありませんが、

  不具合バグを発見した際は速やかにユーザーサポートまで御連絡ください。

  なお不測の事態も考えられます。

  システムが復旧するまで十分ご注意ください。

  今後ともサザーランドを何とぞよろしくお願い申し上げます。



  


  第四章　異常停止 System Error

  

  　ロールは仮想世界サザーランドを否定していた。

  　嘘うその世界。

  　嘘の体。

  　嘘の関係。

  　嘘、嘘、嘘――。

  　すべてが偽物で、本物は何一つ存在しない。

  　ロールにとってサザーランドとは、まさに悪夢の具現化である。

  （このような場所には来たくなかったし、実際、来るべきではなかった……）

  　ロールは血がにじむほど唇を噛かみしめ、拳こぶしをグッと握りしめる。裂けた口の痛みも、口内に広がる鉄の味も、すべてが呪のろわしく感じられた。

  　サザーランドに嫌気が差したわけではない。ロールは現実世界でも『方はこ舟ぶね計画』を疑問視し、否定し続けてきた。コンピュータの力を借りて強制的に進化するなど、自然の摂理に反する愚かな行為であり、神への冒ぼう涜とくである。四十六億年にもおよぶ進化の歴史の中で、種の絶滅などありふれたイベントの一つだ。当然、人間も例外ではなく、絶滅を受け容いれるべきなのだと――。

  「そんな私がチケットに手に入れ、方はこ舟ぶねに乗るハメになるとは……。なんとも皮肉なことだ」

  　チケットなど破り捨ててもよかったのだが、ロールは方舟への乗船を決意していた。

  　命が惜しかったわけではない。

  　新人類ポストヒユーマンになりたかったわけでもない。

  　ロールは方舟を破壊し、人類の歴史に幕を引こうと考えていたのである。

  　だがそれはかなわず、なぜかサザーランドで目を覚ましていたのだが……。

  　命を断つことも考えたロールだが、それは信念に反していた。それに死んでしまっては、人類の歴史に終止符を打つことができない。生き恥をさらしてでも、サザーランドに留とどまり続ける必要があった。

  「住民プレイヤーは皆殺しにする」

  　ロールは重々しい口調で呟つぶやくと、悲壮な覚悟を胸に抱いだいた。

  　住人に恨みはない。だがその存在を許すわけにもいかなかった。

  「サザーランドも叩たたき壊す」

  　それを見届け、最終的に自分の存在を抹消すれば、人類は地球上から姿を消すことになる。それがロールの望みであり、ゲームをプレイする意味だった。

  　唯一、気になるのはサイファーの存在である。仲間をかばって自警団に捕まり、有罪判決を受けてもなお口を割らなかったサイファーは、腐りきった人間たちの中で異彩を放っていた。盲目的に友情を信じ、あまつさえ死刑を甘かん受じゆするなど、聖人君子かタダの馬鹿だ。

  （彼は前者でしょうが……）

  　聖人というのは言い得て妙で、実際、サイファーは人間ではない可能性があった。言動と行動が、それを裏付けている。

  「結局、彼は死んでしまったようですね」

  　人間以上に人間らしいサイファーが先に逝いき、クズに等しい連中がのうのうと生きているというのは、なんとも皮肉な結末である。どのような経緯で死んだのかは不明だが、少なくともロールが操作した住民ゾンビの手にかかったわけではない。

  　Ｋ地区でサイファーを襲わせたのはロールだった。ロールはサイファーを評価していたし、誰かのために命を投げ出せる希け有うな存在だとも承知していたが、同じくらい危険視もしていたのである。サイファーが人以外だった場合、何が起きるか予測するのは困難だ。最悪、ロールの目的に支障をきたす恐れがある。サイファーの排除を試みたのは、そのような理由からだ。

  　ただサイファーという不確定要素の中には、多少の希望も含まれていた。

  （まあ、あれが活いかされることはなくなりましたが……）

  　ロールは部屋着から灰色のスーツに着替えると、現実世界でもそうしていたようにネクタイを締める。一連の動作に身を委ゆだねることで心身ともに引き締まるのを感じた。

  　ロールはジャケットの内ポケットに潜ませたピルケースを取り出すと、その中に収められた虫のようなものに注目した。ロールが秘ひ密みつ裡りに作り出したロボットマイクロマシンだ。もちろん、そのように見えるだけで、ただのプログラムである。コンピュータウイルスでもなければ、虫バグを視覚化したものでもない。ウイルスも人口を減らすための手段ではあるが、効率的とは言いがたかった。それに住民プレイヤーも馬鹿ではないので、何度も同じ手には引っかからないだろう。

  　だが住人の抹殺以上に重要だったのは、神を欺あざむくことだった。ゲームを否定し、住人を殺し、さらには世界サザーランドを破壊しようというのだ。見つかれば消去されかねなかった。幸い、サザーランドのシステムには多くの不具合バグがある。神の目に触れることなく、計画は着実に進めることができた。あとはスイッチを入れるだけだ。

  「問題は、どこで世界の終わりを見届けるか……」

  　候補地はあった。Ｓ地区で行われる結婚式である。

  「よもや結婚式とは……」

  　仮想世界を否定し、その破壊を目論むロールにとって、結婚など寝耳に水だ。

  （愚かすぎる……）

  　あまりの身勝手さに反へ吐どが出そうなほどである。

  （でも、悪くない）

  　愚かな人間の末路を眺めながら果てるのは、自分の最期に最もふさわしい気がした。

  「さて、行くとしようか」

  　ロールは颯さつ爽そうとした足取りで部屋をあとにした。

  

  ▲５８６０▼

  

  　ゲームは長期化の様相を見せていた。

  　それはラムが予想したとおりの展開である。神が街を用意したのは、そこでの生活を前提にしていたからだ。腰を据えてゲームに取り組むには、最低限の生活を営む必要があるということだろう。

  　だが生活の基盤が調ととのうことで、予想外の行動をとる住人プレイヤーが現れ始めた。新人類ポスト・ヒユーマンになることを諦あきらめ、ゲームを放棄し、サザーランドでの生活を求める「脱落者」である。不確かな現実世界より、安定した仮想世界での生活を望んだというわけだ。血で血を洗う殺し合いバトルロイヤルより、よほど人間らしいまっとうな生活を営むことができる、と――。

  　殺し合いにうんざりしていたのだろう。それは住人の間に瞬またたく間に広がっていった。コンピュータウイルスなど足下にもおよばない感染力である。なかには殺人が趣味サイコキラーのような連中もいたが、ＣＰをはじめとした自警団の活躍により、Ｓ地区の治安は比較的安定していた。

  　もっとも神が今の流れを奨しよう励れいするとは考えられない。イベントと称して街を消去デリートする傍ぼう若じやく無ぶ人じんな輩やからである。何か手を打ってきても不思議はなかったのだが……。トラブルの対処に追われているのか、今のところ神からの反応リアクシヨンはない。

  　だがラムの当面の問題は、世界の情勢でも神の意向でもなかった。

  （なんでゴンベー君は、生き返ろーとしないんだろ……）

  　サイファーがＫ地区で死んでから、かれこれ一週間は経過していた。

  　だが今もサイファーは、生きてるとも死んでるともいえない宙ぶらりんな状態である。

  　その体はＫ地区から運び出され、今は自警団の本部に安置されていた。

  （アタシに会いたくないとか……）

  　だとしたら、落ちこみはするが納得できる。死のきっかけを作ったのはラムなのだから、会いたくないと思われても不思議はない。

  （でも、みんなには会いたいよね？）

  　ラムは溜ため息をつくと、壁に貼はりつけられた付箋紙メモへと目を向けた。

  （ゲームに復帰したくなる方法ほーほーでもあれば……）

  　しかしラムがあれこれ手をつくしても、サイファーに伝わる保証はない。徒労に終わる可能性もあった。実際、手ごたえを得られないまま、無駄に時間だけが流れている。

  　それでもラムは諦あきらめない。手がかりを求めて付箋紙に目を走らせていく。

  （結局のところ、ゴンベー君の気持ちしだいなのかも……）

  　降参するのは癪しやくに障さわるので、考えることは放棄しない。サイファーが復活を遂げるまで、ラムは方法論を模索するつもりだった。そのためなら、多少の無茶と犠牲は覚悟の上である。

  （あり得ないとは思うけど……。泣き落としもあるし、色仕掛けも試してないな……）

  　幸運なことに、ＣＰアダルトからセーブ＆ロードロリータまでそろっている。本人の了承は得てないが、丸めこむのは難しくはない。

  　そんなことをつらつらと考えていたとき、部屋に弾けるような声が飛びこんできた。

  「姉ちゃん、起きてるカ？」

  　ラムがのそのそと部屋を出ていくと、玄関にセーブとロードが並んで立っていた。その足下にはあどみんが、そして頭上にはフリッカーが漂っている。奇妙な光景ではあるが、すでに日常の一コマだ。

  「皆さんおそろいで……。どっかに行くとか!?」

  　ラムの話に、セーブは額に手をあてて「あちゃ～」と唸うなり声を上げた。

  「やっぱ忘れてたんだナ」

  「……わすれてる」

  　セーブとロードは呆あきれ顔だ。

  『結婚式だ』

  「結婚式？　誰と誰の？」

  「ＲＩＳＣリスクとメイリオさんッス。会ったことないけど……」

  「……誰それ!?」

  　記憶にないということは、付箋紙メモを貼はり忘れたのだろう。

  　サイファーを復活させようと、あれやこれやと思い悩んでいるせいか、最近のラムは凡ミスが目立った。

  （全部ぜーんぶゴンベー君のせーだぞ！　悪いと思ったら、早く戻ってきて……）

  　八つ当たりだと知りつつ、ラムは頬ほおを膨ふくらませた。

  「お祝い事だから、賑にぎやかなほうがいいッス。ラムさんも一緒に行くッス！」

  「よーするに賑やかし要員よーいんってわけね」

  　こんな状況では親族も期待できないので、せめて住人で盛り上げようという趣旨なのだろう。ラムが新郎新婦の名前を知らなかったのも、そのへんに理由がありそうだ。

  　しかし状況が状況である。とても他人の幸せを祝う気分にはなれなかった。

  （まずはゴンベー君をなんとかしなきゃ……）

  　だがラムの気持ちをよそに、話は進められていく。

  「ちなみに、あのおっかねぇ姉ちゃんが牧師だってサ」

  「パトちゃんが？　ってことは、式しき場じよーは自警団じけーだんの本部？」

  『まともに使えるのは、あそこだけだ』

  　もともと公民館なので、飾りつけしだいでは式場にもなるのだろう。それに治安が安定してきたとはいえ、何が起きても不思議ではない状況だ。新郎新婦が自警団を頼ったのは正しい選択である。さすがの暴徒も自警団にはちょっかいを出さないはずだ。

  （公民館か……）

  　そこにはサイファーの体が安置されていた。

  （出かける理由、できちゃったな）

  　心から新郎新婦を祝う気持ちにはなれないだろうが、サイファーを見舞ったついでに式に参列すればよかった。

  （結婚、か……）

  　サザーランドには男女が存在するのだから、恋愛感情が生まれても不思議はない。結婚は、その延長線上にあるイベントだ。これも納得できる。だが結婚その先に何が待ち受けるかは、さすがのラムにも分からない。

  　ラムは結婚式の話題で盛り上がる皆の姿を眺めると、出かけるための準備を始めた。

  

  　サザーランド初の結婚式は、厳おごそかに執り行われた。

  　牧師を引き受けたからにはキッチリやるのだというＣＰの熱い思いが表われた結果である。気合い十分といった感じだ。

  　急ごしらえの式場は、意外にもそれっぽい雰囲気だった。細部に目を向けると、参列者の席がパイプ椅い子すだったり、祭壇が机だったりもしたのだが、そのへんはご愛あい敬きよう。一応、バージンロードもあるので、結婚式場としての体裁は保っていた。待機中の新郎ＲＩＳＣも満足そうで、新婦メイリオの登場を今や遅しと待っている。

  　式に参列しているのは近隣の住人だ。もちろん礼服などないので、全員、普段着である。

  （意外に本格的だな……）

  　ラムはこぢんまりとした式を予想していたのだが、フタを開けてみれば一大イベントといった賑にぎわいである。こんな救いようのない世界だからこそ、心から楽しみたいと考えているのだろう。それにはラムも賛成だった。やさぐれて自じ暴ぼう自じ棄きになるより、はるかに建設的だ。

  （おめでたい席だし、祝ってあげなくちゃ）

  　肝心のサイファーは眠ったままなので、ラムの心境は複雑そのものだったが……。

  　住民主催のイベントには、楽しむ以外に大きな意味があった。

  　神の意向ゲームに「ノー」をつきつけること――。

  　ようするに、ささやかな抵抗である。

  　当然、神も承知しているはずだが、システムの調整に忙しいのか反応はない。

  （イベントと割り切ってるのかも）

  　結婚をゲーム内のイベントの一つだと考えれば、神が口を挟まないのも頷うなずける。オンラインゲームでは、プレイヤー同士の結婚は珍しくない。もっとも同じゲームでも内容は大きく異なるので、比較することに意味はないが……。

  　そんな結論にたどり着いたとき、満を持してメイリオが登場した。さすがにウエディングドレスではなかったが、白を基調としたワンピースがそれっぽい雰囲気をかもし出している。年は二十代半ば。会社で受付をしていそうな楚そ々そとした女性だった。

  　だがラムが注目していたのはメイリオではない。その足下にいる犬のほうだ。

  「ワンちゃん!?」

  　メイリオの足下には、なぜかあどみんが歩いていた。しかもあろうことか犬用の礼服スーツまで着用している。メイリオの父親役を買って出たのだろうが、飼い主と愛犬の関係にしか見えないのが滑こつ稽けいだった。

  　メイリオとあどみんは、バージンロードをしずしずと歩いていく。一歩ごとに拍手と歓声が上がり、場内は興奮の坩堝るつぼといった雰囲気だ。ここが仮想世界だということを忘れてしまうほどである。

  　ほどなく新郎新婦は祭壇の前にそろった。

  　二人の将来に責任を感じているのか、意外にも牧師ＣＰは緊張気味で、もとより険しい表情が仏頂面になっている。

  「ではこれより、ＲＩＳＣとメイリオの結婚式を始める」

  　堅苦しい口調で臨むＣＰだが、厳げん粛しゆくな場には思いのほか調和マツチしているようだ。

  　ＣＰの仕切りで式は粛々と進められ、いよいよ指輪の交換が始まった。新郎が新婦に、そして新婦が新郎の指に指輪をはめていく。

  　やんやの歓声が上がったときだ。

  　ドンッ！

  　荒々しい音とともに、式場の扉が乱暴に開かれた。

  　現れたのは見知らぬ男である。

  「なんだなんだ!?」

  「……いべんと？」

  　セーブとロードは不思議そうな表情を浮かべ、

  「こ、これは……。まさかの展開ッス!?　略奪愛ッス！」

  　フリッカーは固唾かたずを飲んで状況を見守っている。

  　一方、新郎新婦は惚ほうけていた。何が起きているのか理解していないのだろう。つまり想定外ということだ。

  （じゃあ、彼は何者……？）

  　色めき立ったのは、あどみんとＣＰだ。

  「貴様……。式の最中だぞ！　何を考えているっ!!」

  　激げつ昂こうしたのはＣＰだ。

  　気合いを入れて式を進めていただけに、腹に据えかねたのだろう。その表情は硬く険しい。

  『式をブチ壊すつもりか？』

  「あとでじっくり話を聞いてやる。今は立ち去るがいい」

  　二人は凄味どすを利きかせるが、聞こえていないのか男は少しも怯ひるまない。それどころかケタケタと奇っ怪な笑い声を放つと、バージンロードを一歩、また一歩と、足を引きずりながら歩き出した。

  　略奪愛かどうかは不明だが、男の標的は新郎新婦で間違いなさそうだ。腐った魚のような目が二人に注がれている。実際、男は不衛生そのもので、体からは生ゴミにも似た強烈な臭気が放たれていた。吐き気をもよおすほどである。　

  　――誰あれ？

  　――新婦の昔のオトコとか!?

  　――まさか。

  　――じゃあ暴徒じゃね？

  　――でも様子が……。

  　参列客が好き勝手なウワサ話を始めている。

  「なんか変だ……」

  　ラムが異変に気づく中、ＲＩＳＣは果か敢かんにも男の前に進み出た。

  　思わぬ形で男気をみせたＲＩＳＣだが、男に怖おじ気けづく様子はない。それどころか右手でＲＩＳＣの頭部を鷲わしづかみにすると、腕にグッと力をこめていく。

  「おい、よせっ!!」

  　ＣＰは男に詰め寄っていくが、耳を貸す素振りはない。それどころか羽虫でも払うような手つきでＣＰの頬ほおを張った。ＣＰは弾かれるように後方へと吹き飛び、派手な音を奏でながら床を転がった。

  「き……貴様……」

  　ＣＰは上半身を引き起こし、恨みがましい目で男を睨にらみつけた。

  　しかし限界だったのだろう。

  　ＣＰは床に沈み、そのまま動かなくなった。

  「た、大変っ！」

  　ラムは慌ててＣＰのもとに駆け寄るが、幸い大事にはいたってないようだ。

  （よかった……。気絶してるだけだ）
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  　安あん堵どしたところで災いの元凶を見やると、男は呪文にも似た不可思議な言葉を口にしながら猛たけっていた。

  「～＆■▽＠％＃％アアアアアァァァ！」

  　ＲＩＳＣの頭ず蓋がいがギシギシと嫌な音を立てる。

  　男は卑いやしい笑みを浮かべたかと思うと、握力だけでＲＩＳＣの頭部を握りつぶした。熟したトマトを搾しぼるかのように、軽々と――。グシャッという耳慣れない音とともに、砕けた頭蓋から脳のう漿しようがあふれ出した。懺ざん悔げするかのようにひざまずいたＲＩＳＣの体から血液が噴ふき上がり、男の体を赤黒く染めていく。その姿は、まるで赤鬼である。

  「ヒッ……」

  　メイリオは口元に手を添え、小さな悲鳴を上げた。その体は壊れそうなほど震えており、今にも卒倒しそうな危あやうさだ。実際、メイリオは顔を青くすると、その場に昏こん倒とうした。

  　その異常な光景に、誰も彼もが茫ぼう然ぜん自じ失しつの表情を浮かべている。

  　だがしかし、それは惨劇の始まりでしかなかった。

  「姉ちゃん、アレ……」

  「……ぞんび」

  　セーブとロードがＲＩＳＣの亡なき骸がらを指差した。

  　息切れていたはずのＲＩＳＣの体が、なぜか脈打つかのようにピクピクと震えている。死後硬直ではない。ＲＩＳＣの亡骸は、まるで生きているかのように蠢うごめいていた。その姿はまさに生きた死体ゾンビだ。

  　参列者の一人が甲高い悲鳴を放った。それは伝染病のような広がりをみせ、式場内は瞬またたく間に混乱していく。

  　ＲＩＳＣの死体ゾンビが、むっくりと起き上がった。頭部を失ってバランスが悪くなったのか、その体は不規則に揺れ動いている。ＲＩＳＣは幽鬼のようなユラユラとした足取りでメイリオのもとに近づくと、緩かん慢まんな動作で手をのばした。

  『やめんか！』

  　あどみんは全力で疾駆すると、ＲＩＳＣに飛びかかっていく。小さな砲弾と化したあどみんの頭部が、ＲＩＳＣの腹部に深々と食いこんだ。あばらでも折れたのか、木が折れるかのようなボキッという嫌な音が響いた。

  「亜亜亜唖唖唖アアアアアアアアァァァァァア……」

  　ＲＩＳＣはおぞましい絶叫を上げたかと思うと、体を「く」の字に折り曲げた。そしてそのままの体勢で尻しり餅もちをつき、平ひれ伏ふすかのように床へと倒れこむ。ゾンビ化することで体がもろくなっているのかもしれない。

  （でも、なんでゾンビが……）

  　ゾンビというと、真っ先に思い浮かぶのがＫ地区の件である。

  （あれと何か関係が!?）

  　だがＫ地区の騒動は、すでにＣＰが解決ずみだ。浄水池に浮かんでいた住人プレイヤーを取り除くことで、Ｋ地区周辺の水質は劇的に改善されている。幽霊のウワサも、結局はガセだった。

  （そっか、ゾンビの件は未解決なんだ……）

  　だがゾンビの件はあどみんがユーザーサポートに連絡ずみである。

  （それとは別の現象げんしよーってこと？）

  　Ｋ地区でゾンビを確認したわけではないので、比較するのは難しい。

  （人がゾンビになるプログラムとか!?　それとも不具合バグ？）

  　ラムは推理するが、悠長に考えている場合ではなかった。

  『お嬢ちゃん！』

  「うん!?」

  　我に返ったときには手遅れだった。推理に没入したせいで周りが見えなくなっていたのだろう。いつの間にかラムの目の前には、亡霊にも似た例の男が迫っていた。

  （しまった……）

  　男の手が――ＲＩＳＣの血で染まった赤黒い指が、忍び寄ってくる。

  　ラムは悲鳴を上げた。

  

  ▲４７１３▼

  

  　サイファーは０と１で構成された奇妙な世界を漂っていた。

  　三六〇度、どこに目を向けても０と１しか確認できないという、味も素っ気もない世界である。二つの数字は瞬まばたきでもするかのように入れ替わるので、けっして単調というわけではない。だが五感が何一つ刺激されないせいか、心が平坦になるような気がした。

  　そんな無機的な世界の中で、唯一サイファーだけが形を維持していた。

  「あれから……。どれくらい経たったんだろう……」

  　ゲームオーバーになってから、かなりの時間が経過しているのは間違いない。時間の概念がないので感覚でしかなかったが、二、三日ではないはずだ。一週間、あるいは一か月、それ以上の時間が流れている可能性もあった。

  　だがどれだけ時間が流れても、一つだけ変わらないことがある。

  

  ゲームに復帰しますか？（Ｙ／Ｎ）

  

  　眼球型ディスプレイＥＴＤには以前と同じメッセージが表示されていた。

  　サイファーは「Ｙ」も「Ｎ」も選択できないまま、そこで立ち止まり続けている。

  「復帰になんの意味があるんだろう……」

  　引っかかっているのは、それだった。

  「ゲームに勝ったって、ボクに未来があるとは思えない」

  　それに現実世界で行動するには体が必要だ。サザーランド生まれのサイファーには、当然そのようなものはない。サザーランドからログアウトできたとしても、現実世界に体がなければ意味がなかった。

  　仮想世界ならアバターを作るだけですむが、現実世界ではそうはいかない。もちろんプログラムによる奇跡も通用しなかった。現実世界で体を作るには、生命の神秘――まさに奇跡が不可欠だ。そして奇跡など起こらないことをサイファーは知っている。

  　ゲームを棄権し、ラムたちのもとに帰るという選択肢もあった。だがそこにもサイファーの居場所は存在しない。

  「ボクはデータだから……。ラムたちとは違う……」

  　つまるところ、どこに行こうがサイファーは孤独だった。

  　現実世界、仮想世界、そして今いる０と１の世界も、サイファーにとっては似たり寄ったりである。

  「だからＹを選択する必要もない……」

  　それが答えだ。

  　自分の存在を再認識することで、よりサイファーの孤独感は強まっていた。

  　そしてそれを少しでも紛らわせようと、０と１を眺めていたときだ。立体画ステレオグラムのように、突然０と１が意味あるものへと姿を変え始めた。

  「これは……」

  　見えてきたのはガラクタの山である。道路、建物、動植物、そしてアバターなど、ありとあらゆる雑多なデータが宇宙ゴミデブリのように宙を漂っていた。綺麗まともなデータばかりではない。断片化しているものや破損しているもの、そしてそれらのカスもあった。不要になったデータを一か所にまとめて放りこんだかのような印象だ。

  「データの墓場みたいだな……」

  　それは当たらずとも遠からずといったところだろう。ここにサイファーが存在することが、その証拠である。

  「ボクはゲームオーバーになったから、世界にとって不要なデータになったわけだ……。だから捨てられた。ゴミみたいに」

  　つまり、ここはゴミ箱だ。

  　世界の仕組みの一端に触れたことで、サイファーの視界は一気に開けていく。そこはまさにゴミ箱で、いらなくなったデータがうずたかく積もっていた。

  「……待てよ」

  　無造作に投げ出されたアバターを眺めていたときだ。サイファーは、はたと気づいた。

  「ここがゴミ箱で、データの掃き溜だめだとしたら……」

  　サイファーは駆け出すと、折り重なるように倒れているアバターの山を見て回った。どれもみな生気はなく、身じろぎ一つしない。人の形をした単なる物データと化していた。

  （でもボクがゴミ箱にいるなら、ここには……）

  　アバターの山を漁あさり続けていたときだ。

  　サイファーは、その中に埋まっていた一体のアバターに目を留とめた。

  「ＲＦＣ１８５５……」

  　ＲＦＣ１８５５のアバターは、蝋ろう人形のように固まっていた。触れても体温は感じられず、反応もない。体中に走る網目状の亀き裂れつが痛々しかったが、その表情は穏やかだ。眠っているようにしか見えない。無念の最期を遂げた人物の表情ではなかった。

  （ここが天国じゃないのは確かだけど……。少しは救われたのかな）

  　だがサイファーは、すぐにその考えを否定する。

  　精一杯、生きた人間の末路がゴミ箱など、あり得ないにもほどがあった。

  「君はゴミ箱こんなとこにいちゃダメだ！」

  　サイファーはＲＦＣ１８５５の体を抱き上げた。

  （とにかく、ここから離れよう）

  　天を仰あおいだサイファーの体が、ふわりと浮かび上がった。

  （ここがゴミ箱なら、出口はきっと……）

  　そして次の瞬間、龍が天に昇るかのように、サイファーは空を翔かけていく。

  　サザーランドのルールが適用されない以上、物理法則はすべて無視できた。よって空間を超越することも難しくはない。むしろできて当然だった。

  　ゴミ箱から脱出する直前だ。

  　サイファーの腕に収まっていたＲＦＣ１８５５の体が、瓦が礫れきと化して崩れ始めたのは。

  　それは砂時計の砂のように、次から次へとゴミ箱に落ちていく。

  「そんな……」

  　サイファーは慌ててＲＦＣ１８５５の体を抱きしめた。しかし腕の隙すき間まから、破片データはポロポロとこぼれ続ける。やがて手元から、すべてのデータが消え失せた。

  「どうしてボクだけ……。なんで……」

  　だが嘆く間まもなく、サイファーはゴミ箱から飛び出していく。

  　そこに広がっていたのは奇妙な場所だった。だだっ広い世界にデータの保管場所と思われる書庫が整然と立ち並んでいる。その中の一つには、先ほどまでサイファーがいたゴミ箱も確認できた。

  「ここは？」

  　疑問を感じたときには、すでに答えがＥＴＤに表示されていた。

  「フォルダ？　ということは、ここはオペレーティングシステムＯＳの基本画面デスクトツプ……」

  　フォルダはサザーランドの基本プログラムや画像データ、住民のデータなど、様々な項目に分類されている。データごとに整せい理り整せい頓とんすることで、作業の効率化を図っているのだろう。これなら障害が発生したときも速やかに対処できるはずだ。

  「みんな無事だといいけど……」

  　それを気にしたとき、すでにサイファーの足はフォルダの一つへと向いていた。住人のデータが収められたフォルダだ。そこには老ろう若にやく男なん女によのアバターが、カタログよろしく整然と並んでいる。名前、年齢、性別、現在地などの基本的な情報は閲えつ覧らんできるが、詳細については暗号化されているのか読み取れない。それでもラムやあどみん、ＣＰ、セーブとロード、フリッカー、さらにはロールの姿も確認できた。どうやらラムたちは行動をともにしているらしく、今は公民館に集まっていた。

  （よかった……。みんな無事だ）

  　サイファーはホッと安あん堵どの溜ため息をついた。

  （ボクがいなくたって、ちゃんとゲームは成立するんだ……）

  　それでも友達が無事だったことを、サイファーは素直に喜んだ。

  「……じゃあ、ゴミ箱に戻るか」

  　知りたかったのは仲間の安否だけだ。それが確認できた以上、長居は無用である。

  （ＲＦＣ１８５５のことも気になるし……）

  　サイファーは別れを告げるべく、再度ラムたちに目を向けた。

  　名残を惜しんでいたときだ。

  　サイファーの目が、見知らぬアバターの前で留とまった。二十代の女性のアバターだ。

  「メイリオさん、か」

  　見覚えのない女性である。

  　特に目を引く容姿ではなかったが、サイファーの目はメイリオに釘付けになっていた。気になったのは顔でもなければスタイルでもない。メイリオの体内に潜ひそんでいる謎なぞのデータだ。

  「……生きてる？」

  　メイリオの下腹部に収まっているその生命体データは、微かすかだが拍動を繰り返していた。

  「ウイルス？　それとも不具合バグ!?」

  　だが女性の体内にある生命体だ。

  　答えは一つしかない。

  「まさか、妊婦さん？」

  　サザーランドには男女が存在するのだから、子供が生まれても不思議はない。

  　しかし、その誕生には大きな意味があった。

  　サザーランドにとってではない。

  　メイリオにとってでもない。

  　サイファーにとって特別な意味を持っていたのである。

  「この子はボクと一緒だ……」

  　サザーランドで誕生した子供は人間ではない。単なるデータの塊だ。生まれも育ちもサザーランドであり、現実世界は存在しない。つまりサイファーと同類である。

  　そしてそれに気がついたとき、サイファーは孤独感が薄まっていくのを感じた。

  「ボクにも仲間ができるんだ……」

  　大きな喜びとともに、サイファーに初めて欲求が芽生えた。

  「あの子に会いたい――」

  　誕生まで時間はかかるだろうが、待つ価値は十分あるはずだ。

  　そして一つ欲求が生まれると、何かをしたいという気持ちが次々に生じてきた。

  　なかでも強く願ったのは、ラムたちに会うことである。サザーランドでの生活は過酷そのものだ。しかしサイファーにとっては、サザーランドでの経験がすべてだった。言いかえるなら、人生そのものである。失いたくはなかった。

  （復帰なんて無意味だと思ってたけど……）

  　長いことためらってきたサイファーだが、ようやく正当な理由を手に入れた。

  （赤ちゃんに会うこと。そして友達のもとに帰ること――）

  　それにはサザーランドへの復帰が必須だった。

  　サイファーは一つ頷うなずいて「Ｙ」を選択した。

  

  ▲４７１４▼

  

  　カウンターが一つ変動アツプした。

  　サイファーは緩かん慢まんな動作で瞼まぶたを開くと、ゆっくりと辺りを見渡していく。

  　そこは六畳ほどの広さがある閑散とした部屋で、家具等は一つも見当たらない。むき出しのコンクリートが四方を囲んでいるせいか、部屋というよりは使われていない倉庫といった印象である。サイファーはそこで仰向けになっていた。

  「どこだろ、ここ……」

  　その疑問に答えるべくＥＴＤに窓ウインドウが開いた。表示されたのはＳ地区の地図で、その中央には赤い点がマーキングされている。

  「公民館？　ってことは、ここは自警団の本部？」

  　サイファーは上半身を起こすと、体を入念にチェックしていく。

  　特に怪け我がは見当たらず、痛みもない。長く眠っていたせいで体はだるかったが、問題はそれだけだ。木こっ端ぱ微み塵じんになっていた体は、なぜか見事に修復されていた。

  （接着剤でくっつけたわけじゃないし……）

  　疑問はイロイロあったが、確かなのはここがサザーランドであるという事実だ。

  「ボクは……。ボクは戻ってきた……」

  　サイファーは一言一言、噛かみしめるように言葉をつむいでいく。口にすることで実感がわいてきた。

  　だが感動に浸ひたっている場合ではない。一刻も早くラムたちに会いたかった。メイリオと、その子供にも――。

  　しかし、そんなサイファーの期待感を嘲あざ笑わらうかのように、絹を裂くような叫び声が聞こえてきた。

  「……ラム？」

  　考えていたのは一瞬だ。

  　一分一秒を争う事態なのは、声の調子からも明らかである。

  　サイファーは跳ね起きると、ふらつく体にむち打って部屋を飛び出した。

  

  　大広間ホールは悲鳴と怒号に包まれていた。

  　室内は血のニオイと汚物にも似た異臭が漂い、それらを撹かく拌はんするように住人が右う往おう左さ往おうしている。まるで学習しない彼らの姿に辟へき易えきしつつ、サイファーは流れに逆らうように奥へ奥へと進んでいく。

  　やがて前方に惨むごたらしい光景が見えてきた。床は血の海で、その中心には頭部を失った死体が沈んでいる。あろうことかその死体は蠢うごめいており、今まさに起き上がろうとしていた。

  （まさか……。ゾンビ!?）

  　サイファーが戦慄わなないたときだ。

  「兄あんちゃん！」

  「……いきかえった」

  　セーブとロードが嬉き々きとした表情で駆けてきた。そしてサイファーにまとわりついてくる。

  「なんですぐに復活しないんだヨ！　おまじないの意味がねーだろ!!」

  「……いみない」

  　セーブとロードは非難すると、サイファーの腰にしがみついた。

  「おまじない？」

  　まるで話が見えなかったが、その記憶はうっすらと残っていた。

  （ボクが生き返ったのは、おまじないのおかげ!?）

  　仕組みは謎なぞだが、それなら一応の説明はつく。

  　サイファーがセーブとロードの頭をなでていたときだ。

  「ゴンベー君！　うしろっ!!」

  　悲鳴にも似た叫び声に反応し、サイファーは振り向いた。そこにいたのは、虚うつろな表情を浮かべる一人の男だ。眼がん窩かが落ち窪くぼみ、頬ほおがこけているせいか、男の容姿はまるで髑どく髏ろだ。その体は何者かの血で赤く染まり、なぜか腐った生ゴミのような臭いが漂ってきた。

  　膿うんだ男の眼球がぎょろりと動き、サイファーの姿を捕捉する。

  　ゾクッと、サイファーの背筋に悪寒が走り抜けた。

  　だが怖おじ気けづいてなどいられない。

  　サイファーはセーブとロードを背に隠すと、

  「うおおおおおおっ！」

  　雄お叫たけびを放ちながら男に体当たりをぶちかました。

  「＆％＄＠■＊∨アア％‘＆アアアアアァァァッ！」

  　腐っていたのか、男の体は想像以上にもろい。ただの体当たりにもかかわらず、男はいとも簡単に転倒していた。しかも床に手をついた際に腕を折り、破けた皮膚から体液が染しみ出している。ひどい悪臭がした。彼もまた死体ゾンビだったのだ。

  「なんでゾンビが……」

  　しかし答えを出す間もなく、サイファーの前に躍り出る影があった。

  「遅い！　遅いぞ、ゴンベー君！」

  　抱きついてきたのはラムだ。

  「遅刻だぞ、チ・コ・ク！　女の子を待たせるなんて、男の子として失格じゃない!?」

  　ラムは涙目で訴えると、サイファーの胸に顔を埋うずめた。

  「ゴメン。イロイロあって……」

  　いろんなことが起きていたのは事実だが、言い訳をしている暇はなかった。

  　倒れていたゾンビが、早くも起き上がろうとしていたのである。

  『逃げるぞ！』

  　あどみんは吠ほえると、一足先に出口を目指して駆けていく。セーブとロード、フリッカーがそれに続いた。

  「ボクたちも逃げよう！」

  　サイファーは気絶しているメイリオを抱き上げると、迫るゾンビを無視して脱だつ兎とのごとく駆け出した。

  

  　屋外に逃げたサイファーを待っていたのは、無数の死体ゾンビだった。

  　ざっと見渡しただけでも数十体は蠢うごめいている。動きこそ緩慢なゾンビだが、あまりにも数が多い。つっきって逃げるのは難しそうだ。

  　サイファーの目の前では、我先にと飛び出した住人がゾンビの餌え食じきになっていた。最悪だったのは、食われた彼らもまたゾンビになってしまったことだ。急激に個体数を増やしたのは、それが原因だろう。

  『外のほうが危険だ』

  「屋内にいたほうが安全かも……」

  　ラムとあどみんの提案には、サイファーも賛成だった。二体のゾンビをなんとかすれば、急場はしのげるからだ。

  「こここ、怖いッス。ゾンビは苦手ッス!!」

  　フリッカーは悲鳴にも似た声を放つと、壁をすり抜けていく。

  「お、俺たちも戻ろうゼ。こんなところでおだぶつなんてシャレになんねぇヨ」

  「……こわい」

  　セーブとロードはおまじないをすませると、互いの手を握りあった。

  「まずは中の二体を始末する！　今後の方針は、それからだ」

  　ＣＰは生き残った住民を先導し、屋内へと引き返していく。

  「ボクたちも戻ろう。早く対応策を考えないと」

  　獲物サイフアーの姿を認めたのだろう。

  　ゾンビの一団が大挙して近づいてくるのが見えた。

  

  ▲２３１１▼

  

  　神は動揺していた。

  　サーバーの負荷は高まる一方で、このままでは異常停止ハングアツプしかねない状況である。

  　最悪、サーバーを再起動する方法もあったが、それは可能な限り避けたいところだ。住人プレイヤーの情報データが破損すれば、ゲームに大きな支障が出る。

  　それだけではない。神自身のデータにも異常が出かねなかった。

  　負荷の原因はハッキリしている。サザーランド全域に出現したゾンビだ。正確には不正プログラムボツトに感染したゾンビＰＣである。サザーランドは現在、攻撃者の命令を受けたゾンビＰＣの攻撃にさらされていた。

  　ゾンビの数は人口の約半分。その数は現在も増え続けている。

  　攻撃者はボットが一定数を超えるのを待ち、事を起こしたのだろう。まとまった数でなければ、システムに影響を与えられないからだ。

  　密ひそかに事を進めるには、ボットは最適だった。ボットそれを組みこまれても病原菌カスケード・ウイルスのような症状が現れるわけではないので、プレイヤーに怪しまれずにすむ。しかしボットは確実に拡大を続け、ひとたび攻撃者の命令が下ればゾンビ化するのである。ボットとはすなわちロボットの略称である。

  　攻撃者の絞りこみは行っている。しかしシステムの維持に労力の大半を割いているので、遅々として進んでいないのが実状だった。

  　だが負荷を軽減するための方法はいくつかある。

  　神は速やかに実行に移った。

  

  ▲１４０５▼


  ■お知らせ

  サーバーの負荷を軽減するため、一時的に地区の半分を閉鎖します。

  該当する地区にいる皆さまは、他の地区への移動をお願いいたします。

  ※移動しない場合でもデータは保存されますが、予期せぬ問題が発生するおそれがあります。ご了承ください。

  また解像度を半分程度まで落としました。輪郭がギザギザに見えるかもしれませんが、不具合バグではありません。

  プレイヤーの皆さまにはご不便をおかけしますが、今後ともサザーランドを何とぞよろしくお願い申しあげます。


  　結婚式場は作戦本部へと様変わりしていた。

  　指揮を執るのはＣＰだ。室内には式に参加した三十人ほどの住民がいたが、団員以外は基本的に戦力外である。それでも男はバリケードの設置や警備に駆り出され、女は負傷者の手当てに追われていた。

  　状況は切迫している。建物の周囲はゾンビが徘はい徊かいしており、その数は時間とともに増加中だ。今はバリケードでしのいでいるが、長くはもたないだろう。死体だけにゾンビの体力は無尽蔵だが、生身の体には限界がある。食料もないので、持久戦になれば分が悪い。

  （それまでに、なんとかしないと……）

  　サイファーは一通りバリケードを見て回ると、大広間ホールの中央で腰を下ろしているメイリオのもとに足を運んだ。

  　メイリオは特にケガもなく、落ち着いていたが、その表情は暗い。

  「あなたが運んでくれたのね。ありがとう」

  「あの……」

  　子供のことが気になっていたサイファーは、さっそくメイリオに声をかけたのだが……。なんとなくためらってしまった。初対面でいきなり子供のことを訊たずねるのは失礼な気がしたし、その事実に気づいていない可能性もあったからだ。

  「何か？」

  「いえ、いいんです。体はなんともないですか？」

  「ええ。おかげさまで怪け我が一つ……というわけにはいかないけど」

  　メイリオは柔和な笑みを浮かべてみせた。

  「ところで、彼は……？」

  　メイリオの疑問に、サイファーは答えることができなかった。

  　状況はラムから説明を受けたので、ある程度は承知している。室内にいた顔がないゾンビが、メイリオの旦那さんであることも……。

  （旦那さんが亡くなったことは、メイリオも知ってるはずだけど……）

  　だがゾンビ化したＲＩＳＣが、今も生きていることは知らないはずだ。式場内にいた二体のゾンビは、倒すことも殺すこともできなかった。対処に苦慮した挙げ句、今は手足を縛られて別室に安置されている。サイファーが寝かされていた例の場所である。

  （とても言えないな……）

  　ゾンビ化した姿を見たら、ショックを受けるだけではすまなくなるだろう。気休めだと承知したうえで、うまくお茶を濁す必要があった。

  （ＣＰに説明してもらうのが一番だろうな……）

  　その場しのぎの慰なぐさめの言葉は、簡単には浮かんでこなかった。いつもならＥＴＤに検索結果が表示されるところだが、窓ウインドウは一つも開かない。助言を求めるべくラムとの通話ＶＣを試みたが、システムの都合か機能しなかった。

  （ボクに少しでも経験があれば、気の利きいた言葉をかけてあげられるのに……）

  　しかし悔やんでも始まらない。持っている知識データを総動員し、メイリオのためにできることを導き出す必要があった。

  　サイファーが強引に言葉を捻ひねり出そうとしたとき、見覚えのある男性がツカツカと歩み寄ってきた。灰色のスーツで身を固めたその男性は、公開裁判で異論を唱えたロールである。状況を理解していないのか、それとも悟りの境地に達したのか、ロールの表情は穏やかだ。

  「君は確か亡くなったはずでは？」

  「えっと、それは……」

  　サイファーは答えるべきか悩むが、ロールは気にせず話を続ける。

  「やはり君の存在は、多くの不確定要素をはらんでいるようですね」

  「不確定要素？」

  「はたして吉と出るか凶と出るか……」

  「いったい、なんの話ですか？」

  「君の正体の話ですよ。身に覚えはあるのでしょう？」

  　まさかの問いかけに、サイファーは顔をひきつらせる。ラム以外の人間がサイファーの正体に興味を持つとは思わなかったからだ。

  「人間以外がゲームに参加するというのは、実に都合がよろしくない。何を考えているのか、理解するのが難しいですからね」

  「ボクは……」

  「図星かな？　今さら、どうでもいいことですが」

  「え？　それってどういうことですか!?」

  　だがロールは答えず、代わりにメイリオへと目を向けた。

  「ご主人の件ですが、ボットに感染してゾンビＰＣになっていますよ」

  「え……？」

  　メイリオは目を瞬しばたたかせた。

  「ご愁しゆう傷しよう様さまです。亡なき骸がらと対面したければ、どうぞあちらへ」

  　ロールはニコリと笑うと、ゾンビが安置されている別室を指差した。

  「なっ……」

  　サイファーは突然の出来事に言葉を失っていた。

  （なんで追いつめるようなことを……）

  　真実を告げることが得策でないことは、サイファーですら理解できる。あまりの無神経さに、サイファーは怒りの感情が芽め生ばえるのを覚えた。

  「不ぶ躾しつけな発言、どうかお許しください。真実を知らぬまま逝くのは、メイリオさんにとって不本意なことかと思いまして」

  　ロールは柔らかな口調で陳謝するが、その内容は不適切きわまりない。

  「まだ死ぬと決まったわけじゃない」

  　サイファーは即座に反論した。

  　そのために住人は一致団結し、努力しているのだから、ロールの話は許容できる範囲を超えていた。

  「まもなく方舟サーバーは異常をきたし、システムを終了せざるを得なくなるでしょう。世界サザーランドは崩壊し、跡形もなく消え去ります。私も、あなたも、そして神ですらも運命それには逆らえません」

  「まだ終わるって決まったわけじゃない」

  「いいえ。消えますよ、サザーランドは」

  　ロールは断言した。

  「こんな紛まがい物の世界は、存在してはならないのです。そもそも、自然の摂理に反している」

  　話すうちに興奮してきたのか、ロールの顔は見る間に上気していく。口調も一転、熱を帯び始め、演説でもするかのような仰々しいものへと変わっていった。

  「だから壊す！　だから消す！　新人類ポストヒユーマンなど生み出してはならない。種を保存するために逃げ道を用意するなど、おこがましいにもほどがある」

  　ロールは両手を左右に広げると、大声を張り上げた。

  　それは大広間の隅々にまで響き渡り、住民たちの目は残らずロールを注視する。

  「よーするに、この状況じよーきよーを作ったのはアナタってこと？」

  　不快感をあらわにしたのはラムだ。

  　ラムは臆おくすることなく歩いてくると、ロールの前で仁に王おう立だちした。

  「ええ、そのとおりです」

  　ロールはラムの問いに躊ちゆう躇ちよなく答えた。

  「なぜサザーランドを壊そうと考えたかは、お話ししたとおりです」

  「自然の摂理に反するから、ボクらを殺すと？」

  「それは違います。私は人類の敵ではないのですから」

  『いけしゃあしゃあと……』

  　あどみんは今にも噛かみつきそうな勢いだ。

  「ではなぜ、こんな馬鹿げたことを？」

  　ＣＰの詰問に、ロールはやれやれとばかりに肩をすくめた。

  「それは先ほども話したとおりです。人類の繁栄が永久に続くなら、それにこしたことはありません。ですが自然は――あるいは地球かもしれませんが、人間という種を否定し、絶滅を望んだ。それには素直に従うべきだ。新人類ポストヒユーマンなどという世迷い言は、人間のエゴにすぎません」

  　ロールは長詩でも詠よむかのように、朗々とした口調で語った。

  「方法については、お話しする必要はありませんね？　退屈するでしょうし、それを知ったところで、どうなるものでもありません」

  「でもこのままじゃ、あなたも死んでしまう」

  「人は滅ぶべきだと話したではありませんか。私も例外ではありません」

  （そうか……。だから穏やかでいられるんだ……）

  　ロールが目指していたのは、ゲームのクリアでもなければゲームオーバーでもない。サザーランドを破壊し、ゲームの中止を目もく論ろんでいたのだ。そしてその目的は達せられようとしていた。

  

  ▲３６５▼


  ■お知＠せ

  サ■＄）―の負▽を軽減するべく対応◎ですが、引キ続き障害ガ続いてお摩＆す。

  段階▽に＋｀閉さすル可●能がありＭＡすガ、ご了￥くださ％。

  ナお現在｛復「の目＊ハ立って檻ま■ン。

  予□＃＃不◆合ガ発生す留おそれＧａありマｓ。

  十分、６注＠｝＋ＫＨさイ。

  プ令ヤーのＹさ亞にはご不べんをオかけ◎‘＆％、今∨？もサザＭあンどを名にトぞよ路シクお願い申し…あ・まス。

  

  ▲３３３▼


  　不意に世界が鳴動した。

  　地震でも起きたかのように室内が上下左右に激しく揺れ、立っていられなくなるほどだ。揺れは数十秒ほどで治まったが、その拍子に壁や床、天井、そして空間に亀裂が生じた。

  「大変ッス。建物が消え始めてるッス」

  　幽霊という特性を活いかし、外回りをしていたフリッカーが、壁を突き抜けて室内に飛びこんできた。

  「それって、どういうこと？」

  「そのまんまッス。Ｔ地区みたいッス！」

  「サザーランドのデータが消えつつあるということですよ。その範囲は徐々に狭まり、最終的には何も存在しなくなる。Ｔ地区のようにね。つまり人類の歴史に幕が下りるわけです」

  　ロールは動揺するどころか、その表情は晴れやかだ。期待に胸を躍らせているようにも見える。

  「ここにいる皆さんは幸せです。この建物が消失するのは一番最後……。つまり人類の最期を見届けることができるのですから。私の都合で恐縮ですがね」

  「もういい。黙れ！」

  　ＣＰは叱しつ責せきすると、団員に目め配くばせをした。それを受けた彼らは、さっそく警棒を手にロールを取り囲んでいく。

  「抵抗はしません。どうぞ、お好きなように」

  　ロールは両手を上げて降参のポーズをした。

  　それをきっかけに団員は一斉に動き出し、ロールを床に押し倒して組み伏せる。そして後ろ手にロープで縛られた。

  「おとなしく待つとしましょう。世界の終しゆう焉えんを――」

  

  ▲３１１▼


  　サザーランドの崩壊は刻々と近づいていた。

  　ありとあらゆる構造物が消失を続け、更地化が進んでいく。まるで区画整理でも始めるかのような光景だが、実際には土地や空間も消えているので、収縮というのが正しい表現かもしれない。幸か不幸か、ロールがいるおかげで自警団の本部は消滅を免まぬかれていたが、それも時間の問題だろう。

  　消滅を免れるための方法論も模索されていたが、結論としては不可能だった。ロールですら止めることができないのだから、まさに打つ手なしである。

  「一度、システムに異常をきたした以上、どうにもできません。皆さんも経験したことがあるのでは？　いきなりパソコンが言うことを聞かなくなったことが。あれと同じです」

  　ロールの話は深い絶望感をもたらし、なかには我を忘れて泣き叫ぶ者もいたが、それも今や落ち着いていた。騒いだところで状況は変わらないという諦あきらめの境地だ。今は皆、部屋の中央で寄り添いながら、思い思いの時を過ごしている。

  　それはサイファーとラムも同じだ。二人は身を寄せながら、ジッとしていた。そんなサイファーの膝ひざ元もとには、泣き疲れたのかセーブとロードが熟睡している。

  「眠っちゃえば、怖い目にも遭わないよね」

  　ラムは熟睡する双子を覗のぞきこんだ。

  「ボクは死ぬのは怖くない。一度、死んでるせいかもしれないけど……」

  　サイファーはセーブとロードの頭をなでながら、そんなことを口にした。

  「そーいえばゴンベー君、死後の世界を見てきたんだっけ。どんなだった？」

  「どんなって……。あれが死んだと言えるのか分からないけど、サザーランドの死ってデータをゴミ箱に移すことなんだと思う」

  　サイファーはゴミ箱を思い出していた。

  「データの墓場みたいだった。ボクもゴミとして捨てられてたんだと思うよ。おまじないで目が覚めただけで」

  　ＲＦＣ１８５５がゴミ箱から出られなかったのは、そこから出る許可がなかったからだ。

  「サザーランドも、外から見ればただのプログラムってことだよね」

  「寂しい場所だったな……。死ぬのが怖いって、そういうことなのかも？」

  　データでしかないサイファーにとって、死を理解するのは難しい。初めから存在しないのだから、消えたところでもとに戻るだけだ。

  　しかしその認識も、あの世界を垣かい間ま見たことで変わり始めていた。

  「どーして、そんな話を？」

  「どうしてって、どうしてかな……」

  　サイファーは首をかしげるが、ほどなく答えにたどり着いた。

  「まもなくボクらは消えてしまうから……。だからその前に、全部を語ってしまいたかったのかも。告白みたいな感じかな」

  「告白？」

  「ボクは、みんなとちょっと違うから」

  「どこらへんが？　顔もあるし、体もあるよ？　思考しこー回路は、ちょっと変わってるかもしれないけど」

  　ラムは自分の頭を指差した。

  「思考か……。確かに人間とは少し違うかも」

  　検索結果に頼り、それを忠実に実行していたのだから、変に見られても当然だった。

  「ボクが人間じゃないって言ったら、どう思う？」

  　サイファーは真顔で呟つぶやいた。

  　どうせ消えるのだから、すべてを話して身軽になりたかったのかもしれない。嘘うそをついたままで終わるなど、友達としてあってはならないことだ。

  （こういう考え方が、ちょっとおかしく思われる原因だったのかもしれないけど……）

  「どーって、どーも思わないけど？」

  「え？　なんにも思わないの!?」

  「ん？　期待どーりの答えじゃなかった？」

  　ラムはサイファーの目を覗のぞきこむと、キョトンとした顔をする。だが納得したのか、すぐに頷うなずいた。

  「あ、なるほどね、そっか。ゴンベー君の秘密って、そーいうことか。じゃー名前のとーりゼロだったんだ。記憶も経験もなんにもない。だからゼロ。つまりサイファー」

  「うん……」

  　サイファーは素直に認めると、ラムの表情を恐る恐るうかがった。

  「付箋紙メモにイタズラしたのもゴンベー君？」

  「それは……」

  「どーせやるなら、徹底てつてー的にやんなきゃ。あれじゃバレるって」

  　ラムは笑うと、サイファーの肩を叩たたいた。

  「でも、なんであんなイタズラを!?」

  「なんでって……。人間じゃないってバレたら、友達じゃいられなくなるから」

  「別にいーじゃん。人間じゃなくたって」

  「え？」

  「自分が思ってるほど相手は気にしてないもんだよ」

  「そうなの？」

  「そもそも仮想かそー世界なんだから、人間かどーかなんか関かん係けーないよね。今はお互い情報データだし」

  「それはそうかもしれないけど……。そう簡単に割り切れるものなの？」

  「他の人は分かんないけど、ワンちゃんやパトちゃん、双子ちゃん、それにオバケちゃんも、ゴンベー君が人間かどーかなんか気にしないと思うよ」

  「どうして？」

  「友達でしょ!?」

  「ああ、そうか……」

  （友達って言葉にこだわってきたけど……。ボク自身が遠ざけていたのかも）

  　自分だけが部外者データであるという疎外感が、そうさせたのかもしれない。

  （でも今は違う。ラムたちもいるし、それにメイリオのおなかには、赤ちゃんが……）

  　再び世界が鳴動した。

  　天井のデータが崩壊するのと同時に消失し、壁が派手な音とともに瓦が解かいしていく。壁の周囲にいた住人は、その巻き添えを食って消えていた。

  「まもなく、すべてが終わる。そして文字どおり、世界は跡形もなく消え失せる――」

  　ロールは床に這はいつくばったままの姿勢でつぶやいた。

  『お前のせいで……。お前のせいでサザーランドは……』

  　あどみんは声を震わせた。

  「みんな、部屋の中央へ！」

  　ＣＰの指示で、残った十数名が部屋の中央に集まる。

  　壁と天井が取り払われたせいか、視界が開けた。大海原をイカダで漂っているような状況だが、水平線は確認できない。空も海も大地も存在せず、その境界線もない。辺りにどっかと横たわっているのは完全なる無――。それは少しずつ、しかし確実に迫っていた。

  「兄あんちゃん……」

  「……こわい」

  　周囲の騒がしさで目を覚ましたのだろう。セーブとロードがサイファーにしがみついてきた。

  「何か方法はないのか……」

  　サイファーは悪あがきをするが、奇跡を起こす妙案は出てこない。

  「諦あきらめるのは性しよーに合わないけど……。なーんにも思いつかないよ……」

  　世界は縮小していく。

  （これまでか……）

  　だが諦あきらめるわけにはいかなかった。サイファーがサザーランドに戻ってきた理由――。もちろん友達に会いたかったこともある。しかしもう一つ、どうしてもかなえたいことがあった。

  「いいかげん、観念してはいかがですか？」

  　失笑するロールを、サイファーは睨にらみつけた。

  「ボクは絶対に諦めない」

  「あと数分で世界は消える。君に何ができる？　奇跡を起こすとでも!?」

  「奇跡は起きる」

  「何を馬鹿な。頭でも打ったのでは？」

  「奇跡はとっくに起きてるんだ」

  「ほう。どこに奇跡とやらが？」

  「メイリオの体に――」

  　サイファーはメイリオに視線を移した。

  「私？」

  　突然、話を振られたメイリオは、困惑している。

  「メイリオも気づいてないのかもしれない。でもボクは見たんだ」

  「見たって何を!?」

  「赤ちゃんを」

  　ラムの問いに、サイファーはフォルダの中で見た赤子データについて口にした。

  「私に赤ちゃんが!?」

  「まだ自覚できないと思うけど……」

  　それでも確かにデータは存在していたし、微かすかだが心臓の拍動も確認できた。

  　その事実は絶望的な状況下で救いになったようだ。

  「そっか、メイリオはお母かーさんになるんだ♪」

  　ラムはパッと華やいだ笑みを浮かべた。

  『ほう。こんな状況だが、めでたいな』

  　あどみんはメイリオの腹部に鼻を寄せた。

  「名前は？」

  　ＣＰは周囲を警戒しつつ声をかけた。

  「突然のことだから、考えもしなかった……」

  　メイリオは信じられないとでも言いたげな顔をしていたが、早くも自覚が芽め生ばえてきたのだろう。メイリオの表情は柔らかで、すでに母親のそれだ。

  「俺が姉ちゃんになってもいいぜ？」

  「……わたしも」

  　セーブとロードは無邪気な笑みを浮かべる。

  「めでたいッス。身を粉こにしてお世話するッス!!」

  　フリッカーは体を粉々にしながら喜んだ。

  （赤ちゃん、か）

  　もし誕生すれば、仮想世界で初めての子供だ。新たな住人の誕生である。

  （子供の未来を守りたい。でもどうしたら……）

  　そのためには、ロールを説得して世界の崩壊を止めなければならなかった。

  「こんな夢も希望もない世界だけど……。ボクは子供と、その未来を信じたい」

  　それを摘つみ取ってしまうなど許されることではない。

  「新たな可能性に懸ける価値はあるはず。人間に絶望したとしても、おなかの子に罪はないよね？」

  

  　世界は縮小する。

  　爪つま先さきから徐々に体が消失していくが、特に痛みはない。だが仲間が消えゆく姿を見つめるのは心が痛んだ。

  「子供、か――。その可能性は考慮しなかったな」

  　ロールはメイリオを見つめた。

  「仮想世界で誕生した子供。あるいはそれは……」

  　ロールはハッとする。

  「そんな可能性も……」

  「いったい、何が言いたいんだ!?」

  　サイファーの問いに、ロールは満ち足りた笑みを浮かべた。

  「もしかしたら、誕生していたのかもしれない……」

  　ロールはメイリオの目を見つめると、一つ頷うなずいた。

  「確かに不確定要素には希望も含まれていたな……」

  世界は収縮を続け、やがて混こん沌とんが訪れた。


  ■システム復旧のお知らせ

  障害について調査を行ったところ、システムの一部に不具合バグが発見されました。

  プレイヤーの皆さまには長らくご不便をおかけしましたが、現在、サザーランドに大きな問題は確認できません。

  なお、データに著いちじるしい欠損が見受けられた一部のプレイヤーにつきましては、復旧するのが困難であるためゲームオーバーとします。

  あらかじめご了承ください。

  今後ともサザーランドを、何とぞよろしくお願い申しあげます。



  


  エピローグ

  

  　神はほくそ笑んでいた。

  　ゲームの存続が危あやぶまれるほどの問題トラブルが発生していたが、今はサーバーも正常に稼働している。街も人も復元されていた。もとに戻せなかったプレイヤーのデータもあるが、それについては運が悪かったと思って諦あきらめてもらうしかない。運も重要な要素である。いまだシステムには多くの不具合を残していたが、それも順次、取り除かれるだろう。

  　ロールのように――。

  　プレイヤーに特殊な能力を与えたのは神自身だ。ゲームの助けになる力から、まるで役に立たない代物まで多種多様だ。強大な力には相応のリスクを、力なき者にはそれなりの特典を授けていた。差し引きゼロなのは、どちらも同じだが。今回はプレイヤーの能力が思わぬ方向に作用したが、一種のイベントと考えれば許容できる範囲である。

  　問題はボットの存在だ。プレイヤーをゾンビ化させてサザーランドを攻撃するなど、想定外だ。ボットを作ったのはロールだが、その手口については、いまだ謎なぞのままである。気づかれないように事を進めるなど、あり得なかった。現実世界、あるいは外部から不正アクセスされた可能性もある。そうなれば大おお事ごとだった。引き続き監視は必要だろう。

  　予想外の出来事は、もう一つあった。メイリオの体に宿る赤ん坊データだ。

  　それを考えなかったわけではない。まだ考慮する段階ではなかったのである。

  　赤ん坊がゲームにおよぼす影響は未知数だが、意外性として盛り上がるのは間違いない。

  　神は笑みを浮かべると、サザーランドにログインした。

  

  ▲７８６０▼

  

  　玄関扉を開けた途端、早朝特有の清すが々すがしい空気が押し寄せてきた。

  　肌寒さは感じるが、震えるほどではない。寝ぼけた頭を覚かく醒せいさせるには、ちょうどよい涼しさである。実際、サイファーの眠気は綺き麗れいに消え去っていた。

  「いい天気になりそうだな」

  　サイファーは大きな伸びをすると、空を仰あおいだ。

  　そこには雲一つ浮かんでおらず、澄み切った青空がどこまでも続いている。この調子なら、日中は汗ばむほどの陽気になるだろう。上々の天気である。

  　それを確認したサイファーは、ゆっくりと長屋を見渡した。そこには年季の入った味わい深い平屋が整然と建ち並んでいる。見慣れた風景だ。

  （世界は消滅したはずなのに……）

  　あのあと何が起きたのかは定かではない。世界は収縮を続け、すべてを――サイファーを飲みこんでいた。あれが事実なら、世界は終しゆう焉えんを迎えたはずである。

  　だがサイファーが目を覚ましたとき、さも当然のように世界サザーランドは存在していた。消滅したはずの地区はもとに戻り、住民も同様に復活を遂げている。不具合バグは特に見当たらず、体にも異常は見当たらなかった。

  　ゲーム開始直後に戻った感じだが、すべてが元通りになったわけではない。イベントで消されたＴ地区はそのままだし、ゲームオーバーになった数千人も同様だ。あれから一週間ほど経たっていたが、ＲＦＣ１８５５も復活しなかった。

  『浮かない顔をしておるな』

  　玄関先を占拠している犬小屋から、あどみんがノソノソと姿を現した。

  『つまらんことでも考えていたのだろう。どうせ結論など出やしないのだから時間の無駄だ』

  　あどみんは大きなアクビを披ひ露ろうすると、後ろ脚で首筋をかいた。

  「サザーランドにもノミがいるんだ」

  『失敬な！　これは犬の習性だっ!!』

  　あどみんはフンッと鼻を鳴らした。

  （犬って認めちゃった……）

  　あどみんの怒声が目覚ましになったのだろう。急に辺りが活気づいてきた。

  　まず姿を現したのは、部屋着パジヤマ姿のセーブとロードだ。

  「兄あんちゃん、オハヨウ！」

  「……おはよう」

  　セーブは手を振り、ロードはちょこんと頭を下げた。二人とも元気が服を着て歩いている感じで、まさに絶好調といった様子だ。

  　そんな姉妹の後ろには、メイリオが母親のように寄り添っていた。子供だけでは何かと心配だからと、母親役を買って出たのである。赤子を宿しているメイリオは、母親として最適だ。三人は現在、長屋の住人として一つ屋根の下で暮らしていた。

  （お父さんＲＩＳＣがいたら、よかったのに……）

  　ＲＩＳＣは復活しなかった。ゾンビ化したうえに頭部を破壊されたせいで、情報データが欠損していたのかもしれない。

  　だがその遺伝子データは、赤子に受け継がれているはずだ。ＲＩＳＣの死は悲しむべき出来事だが、同時に誕生の喜びをもたらしていたのである。子供の誕生には、サイファーも大きな期待を寄せていた。

  「羨うらやましいッス！　私も仲間に入れてほしいなぁ……」

  　宙を漂ってきたのはフリッカーだ。家を必要としないフリッカーは、長屋の上空をフラフラするのが日常である。問題の幽霊体質も見慣れてしまえばなんとかなるらしく、住民にも受け容いれられていた。もっとも、夜間に出会いたくないのは今も変わらないが。

  「呑のん気きなものだ。危機は去ったわけではないのだがな」

  　一軒の平屋から姿を現したのはＣＰだ。早くも仕事モードのＣＰは、口調も表情も厳しいが、メイリオたちを気にかけているのは雰囲気で分かる。長屋に引っ越してきた理由は、言わずもがなだろう。

  「各地区の自警団と連絡網を作る手はずになっている。おまえも手を貸せ」

  　ＣＰはサイファーをチラリと見やり、つっけんどんに言い放つと、スタスタと歩き出した。見回りにでも行くのだろう。

  （確かに、危機は去ったわけじゃない。これからが本番なんだ……）

  　未み曾ぞ有うの惨事を乗りこえ、住民は日常を取り戻しつつあったが、神のゲームは続行中だ。

  　遅かれ早かれ、似たような大惨事は勃ぼつ発ぱつするだろう。

  　サイファーは頭を振って雑念を払い落とすと、隣の家に足を運んだ。

  　そしてすぐさま玄関扉をノックする。

  「ラム、起きてる？」

  　だが、いつもどおり家主からの返答はない。

  　しかしめげることなく呼び出しているうちに、根負けしたラムがのっそりと顔を出した。

  　あからさまに寝起きらしく、今一つ視線は定まっていない。

  「……あなた誰だーれ？」

  　ラムは例によって記憶が消去リセツトされていたが、すでに仕組みは判明している。問題はない。

  　サイファーは状況を簡単に説明すると、ラムと一緒に付箋紙メモが貼られた部屋へと引き返した。ラムの記憶が収められた部屋だ。

  　ラムが尋常ではない速度で付箋紙を読み漁あさる中、サイファーはその一つに目を留とめた。

  

  ■ゴンベー君の正体について

  細かいことはさておき、お友達ということで。

  

  　付箋紙そこには、サイファーの正体についての言及はなかった。

  （お友達、か）

  　それがラムの出した答えなのだろう。

  　気になる付箋紙は他にもあった。

  

  ■なぜサザーランドがもとに戻ったのか

  ■神様がシステムを復旧させたわけじゃなさそう。

  巻き戻し？

  

  「巻き戻しって？」

  　サイファーが問うと、ラムは付箋紙から目を離した。

  「システムに異常いじよーが出たときの必殺技♪」

  「必殺技？」

  「解決できる問題ならパッチを当てればいいけど、どーにもならなくなったら巻き戻すロールバツクするわけ。問題がない地点チエツクポイントまでね」

  「だからサザーランドは元通りになったんだ……」

  　仕組みは理解できたが、サイファーには気になる点があった。

  「ロールバック？」

  「お、優秀ゆーしゆー♪　気づいちゃった？」

  「気づかないほうが難しいんじゃ……。もとに戻った理由って、ロールが何かしたとか？」

  「分かんない。でもアタシたちって体に特徴とくちよーがあるでしょ？　アタシは記憶のリセット、ゴンベー君ならゼロ、ワンちゃんなら犬って感じで」

  「じゃあロールのそれは、巻き戻しだったってこと？」

  「さあ？　神のみぞ知る!?」

  　ラムは苦笑いする。

  「死ぬと巻き戻るっていうバグだったのかも。あるいは……」

  「あるいは？」

  「彼の意思で巻き戻した――って、アタシは思いたいかな。本人はロールバックしなかったから、謎なぞのままだけどね」

  　ラムはサイファーに片目をつむってみせた。

  「ボクも、そう思いたい」

  　サイファーは呟つぶやくと、新人類ポストヒユーマンの姿に思いを馳はせた。



  


  あとがき

  

  　どもども、涼風です。

  　あとがきを書こうと思い立ってから、はや数時間。ゲームをしたり、ネットをしたり、寝てみたり……まったく作業が進んでない事実に愕がく然ぜんとしております。

  「年末進行で忙しいんだから、早く書けよ」という魂の叫びが聞こえてきそうですね（笑）。

  

  　それはさておき、無事に『エヴォリューション』も出版の運びとなりました。

  　いやぁ、よかったよかった。無事に出版されて。そもそも企画を考えたのは「ガガガ文庫」が創刊する半年ほど前なので、ずいぶん時間がかかっちゃいましたけど。

  　その反動というわけでもないのですが、作中でイロイロやらかしてます。ネタバレになるので詳しくは書きませんが、きっと多くの皆さんが「やらかしたな」と思うに違いないです。ええ、やってやりましたとも。楽しんでいただければ幸いですが、どうでしょう？

  「アホなことやってんな～」って思ってもらえたのであれば、私の思う壺です（笑）。

  

  　さて。

  　大ざっぱな着地点だけを決めて進めてきた本作ですが、主人公たちが乗りこんだ船は難なん破ぱもせず目的地まで到着したようです。途中、作者の思いつきによる荒波もありましたが……。あまりガッチリと決めこまず、思いつきが入りこむ余地を残して書くのが好きみたいです。

  　おかげで二転三転しますが、そっちのほうが世界観的にもあってるんじゃないかなぁと。

  

  　さてさて、行数も残りわずかになってきたので、お約束の謝辞を――。

  「ガガガ文庫」の湯浅さんには、ずいぶんとお世話になってしまいました。私が原稿で遊んでしまったために、編集しづらくなったのではないかと……。面白がっていただけたので、あんな妙なことができたのだと好意的に解釈してます（笑）。

  　イラストを描いてくださった芳住さんにも感謝感謝です。これも何かの縁ということで、楽しんでいただけたのであれば幸いです。

  　最後に、本を手にしてくださった読者の皆さまには、最大限の感謝を。

  　ではまたお会いしましょう！



  
    二〇〇八年十二月十一日
  


  
    涼風　涼
  


  涼風涼

  Ryo Suzukaze
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